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　見上げると、薄うす闇やみの彼方かなたに煌きらめく幾つもの光があった。

　星ではない。広大な天てん蓋がいから垂れ下がる無数の氷柱が、内部から仄ほのかな燐りん光こうを発しているのだ。つまり現在地は洞どう窟くつの底ということになるが、問題はその規き模ぼだった。

　遥はるか彼方に屹きつ立りつする壁から壁までの距きよ離りは、リアル単位置換でおそらく三十キロを下るまい。天蓋までの高さも最低で五百メートル。底には無数の断だん崖がいや峡きよう谷こくが刻きざまれ、白く凍こおりついた湖やら雪山、更さらには砦とりでや城といった構造物まで散見できる。

　こうなると、洞窟などという規模では到底ない。地下空間、いや最も早はや《地底世界》と呼ぶべきだ。

　実際、それそのものなのだ。ここは妖よう精せいの国アルヴヘイムの地下に広がるもう一つのフィールド、恐るべき邪じや神しん級きゆうモンスターが支配する闇やみと氷の世界。その名も──

《ヨツンヘイム》。










　　　４




「ぶえーっくしょい！」

　という、女の子にあるまじきパワフルなくしゃみを炸さく裂れつさせてから、シルフ族の少女剣士リーファは慌あわてて両手で口を押さえた。

　素す早ばやくほこらの出入り口を見やる。今のを聞きつけたはぐれ邪神の馬ば鹿かでかい顔がぬっと現れるのではないかと想像したが、幸い入り込んでくるのはひらひら舞まう雪せつ片ぺんだけだった。それらもほこらの床に熾おこした小さな焚たき火に近づくや、ふっと空気に溶けて消える。

　厚手のマントの襟えり元もとをかき合わせながら、奥の壁ぎわまで戻ってしゃがみ込む。ふう、とため息をひとつ。ちろちろ燃える炎の温かさを感じた途と端たんに忍び寄ってくる眠気を、何度か瞬まばたきして払い落とす。

　石造りのほこらは、縦横高さが四メートルほどの小さなものだ。壁や天てん井じようはおどろおどろしい怪物のレリーフで飾られ、それらが揺れる炎に照らされて小さく身じろぎするさまは、とても心安らぐインテリアとは言いがたい。しかし隣となりを見ると、背中を壁に預けてあぐらをかいたリーファの同行者は、実に穏おだやかな──あるいは間の抜けた顔でこっくりこっくりと船を漕こいでいる。

「おーい、起きろー」

　小声で言いながら尖とがった耳を引っ張るが、同行者はむにゃむにゃ言うだけだ。その膝ひざの上では、もう一人の仲間である小妖よう精せいが、こちらは丸くなってくうくう寝息を立てている。

「ほら、寝ると落ちログアウトしちゃうよー」

　もう一度耳を引っ張る。すると同行者はそのままこてんとリーファの太ふと腿ももの上に頭を転がし、あまつさえもぞもぞ動いて、いいポジションを探るではないか。

　ひゃっと背せ筋すじを伸ばしてから、どうやって叩たたき起こしてやろうかと両手を宙でわきわき開閉する。

　とは言え、居眠りするのも無む理りはない状じよう況きよう、ではあるのだ。

　何せ、視し界かい右下端に表示された現在のリアル時刻は、すでに午前二時を回っている。リーファ自身もいつもならとうにログアウトし、ベッドで熟じゆく睡すいしている時間だ。

　そう、このヨツンヘイム──そしてその上に広がるアルヴヘイムは、本物の異世界というわけではない。現実世界の日本国、首都東京のどこかに置かれたサーバーマシンの内部に構こう築ちくされた仮想世界だ。リーファと同行者は、《アミュスフィア》というインタフェース・マシンを使用してこの世界に全フ感ル覚ダ投イ入ブしている。

　世界から離り脱だつするのは、実のところまったく簡単だ。左手の人差し指と中指を揃そろえて下に振り、出現したメインメニュー・ウインドウから《ログアウト》のボタンを押せばいい。あるいは単にこの場所で横になり熟睡すれば、マシンが脳波の変動を感知して自動的に接続を断たってくれる。朝になり目覚めるのは現実世界のベッドの中、というわけだ。

　しかし今だけは、強きよう烈れつな眠気に抗あらがい起きていなくてはいけない事情があった。

　ゆえにリーファは心を鬼おににして左手で拳げん骨こつを作ると、それを同行者の、ぴんぴん尖った黒い髪の真ん中目掛けて落下させた。

　ヴォクシッ、というような爽そう快かいな効果音とともに肉にく弾だん攻こう撃げき特有の黄色いエフェクトフラッシュが閃ひらめき、同行者が奇き妙みような声とともに飛び起きた。両手で頭を押さえてきょろきょろする顔に向かって、リーファはにっこり微ほほ笑えみかけた。

「おはよー、キリト君」

「…………お、おはよう」

　同行者、浅黒い肌はだに黒い髪を持つスプリガン族の剣士キリトは、少年漫画の主人公めいたやんちゃな風ふう貌ぼうにそぐわないしょぼくれた表情を浮かべて訊きいてきた。

「……俺おれ、寝ちゃってた？」

「あたしの膝枕でね。小パンチ一発で済ませてあげたのを感謝しなさいよね」

「……そりゃ失礼。何ならお詫わびに、リーファも俺の膝枕で……」

「要りません！」

　大きく顔を逸そらせてから、横目でじとっとキリトを睨にらむ。

「あほなこと言ってないで、夢の中で思いついたナイスな脱出アイデアでも披ひ露ろうしたら？」

「夢……。そう言えば、もうちょっとで食べられるとこだったんだよなあ……巨大プリンアラモード……」

　訊きいたあたしがバカだった、と肩を落としたリーファは、もう一度ほこらの出入り口を見やった。相変わらず、深い闇やみの中を風に巻かれた雪が舞うのみで、それ以外に動くものは一切ない。

　ログアウトできない事情とは、つまりこういうことだ。リーファとキリト、そしてキリトの膝ひざでくうくう眠る小妖よう精せいのユイは、現在この地下世界ヨツンヘイムの奥底に閉じ込められ、地上に脱出できずにいるのだ。

　無む論ろん、ゲームからの離り脱だつだけならいくらでも可能だ。しかしこのほこらは宿屋でも安全地帯でもないので、意識は現実に戻っても、あとには魂たましいのない仮想体アバターが一定時間取り残されてしまう。

　そして放置されたアバターというのが、実によくモンスターを引き寄せるのだ。襲おそわれれば無む抵てい抗こうにＨＰを減らされるだけなので、あっという間に《死亡》して、セーブポイントであるシルフの街《スイルベーン》へと戻されることになる。それでは、何のために彼方かなたのシルフ領からはるばる旅してきたのか判わからない。

　リーファとキリトの目的は、アルヴヘイムの中央都市である《アルン》へと辿たどり着くことだ。

　スイルベーンを出発したのが、今日──正確にはもう昨日の夕方。広大な森林地帯を飛び越え、長い鉱山トンネルを駆かけ抜ぬけ、オマケに敵対するサラマンダー族の襲しゆう撃げきをも退しりぞけて、シルフ領主サクヤの一行に感謝されつつ別れたのが午前一時過ぎ。

　途中で何度かトイレ休きゆう憩けいを取ったとは言え、その時点で連続ダイブも八時間に達していた。央おう都とアルンはまだ遥はるか彼方に霞かすみ、とてもすぐには到着できそうになかったので、今日の冒険はここらで切り上げて最も寄よりの宿屋でログアウトしようということになり、リーファたちはちょうど視界に入った森の中の小村にこれ幸いと降下した。

　あの時、面倒でもマップを呼び出して、村の名前なり宿屋の有う無むなりを確認するべきだったのだ。まさか──

「──まさか、あの村が丸ごとモンスターの擬ぎ態たいだったなんてなあ……」

　ちょうど同じ記憶を振り返っていたらしいキリトがため息混まじりに言った。リーファもふうっと息を吐はき出し、頷うなずく。

「ほんとよねぇ……。誰だれよ、アルン高原にはモンスター出ないなんて言ったの」

「リーファだけどね」

「記憶にございません」

　やる気のないボケツッコミに続けて、もう一度同時にため息。

　謎なぞの村に降り立ったリーファとキリトは、まず住民──ＮＰＣの姿がまるでないことに首を傾かしげた。それでも宿屋の店主くらいはいるだろうと、もっとも大きい建物に入ろうとした、その瞬しゆん間かん。

　村を構成していた三つの建物が、全部同時にどろっと崩くずれた。ぬるぬる光る肉質のこぶになってしまった宿屋にあんぐり口を開ける暇ひまもなく、足元の地面がぱっくりと左右に割れた。その奥にあったのは、うねうね蠕ぜん動どうする暗赤色の洞どう窟くつ。そう、村と見えたのは、地面に埋うまっていた恐ろしく巨大なミミズ型モンスターが、口の周りの突とつ起きを変化させて作った寄よせ餌えだったのだ。

　リーファとキリト、その胸ポケットに入っていたユイは、強きよう烈れつな吸引力によってひとたまりもなく丸まる吞のみされた。巨大ミミズのぬるぬる滑すべる消化管にぐびりぐびりと運ばれる間に、このまま胃い酸さんに溶かされるのだとしたら、間違いなく一年間のアルヴヘイム・ＡＬオンラインＯプレイ歴で最悪の死に方だ！　と確信したりもした。

　しかし幸いリーファたちはミミズの口に──正確には胃に合わなかったようで、およそ三分近くも続いた消化器ツアーの末に、ぽいっと放り出された。全身にまとわりつく粘ねん液えきの感かん触しよくに鳥とり肌はだを立てながら、とりあえず背中の翅はねで落下を止めようとして、リーファは再び戦せん慄りつした。

　飛べなかったのだ。どれほど肩けん甲こう骨こつに力を込め、翅を震ふるわせようとも揚よう力りよくが生まれない。いずことも知れぬ薄うす暗くら闇やみの中を、続けて排出されたキリトとともに一直線に落下し、ぼすん！　と深い雪に埋まりこんだ。

　じたばたもがいて雪から顔を引っ張り出したリーファがまず最初に見たのは、月や星の輝かがやく夜空の代わりに果てしなく広がる岩の天てん蓋がいだった。うへえ洞窟か、道理で飛べないわけだ、と顔をしかめながらぐるりと視線を巡らせた途と端たん、目と鼻の先の雪原をゆっくり移動していく、見上げるような異い形ぎようの姿が眼に飛び込んできた。それが、写真でしか見たことのない恐るべき《邪じや神しん級きゆうモンスター》であることは疑いようもなかった。

　すぐ横に顔を出し、何かを喚わめこうとしたキリトの口を全力で押さえながら、リーファは悟さとった。自分が、ＡＬＯにダイブして初めて、広こう大だい無む辺へんの地下世界、最難度フィールドたる《ヨツンヘイム》にやって来てしまったのだということを。つまり、あの巨大ミミズは、プレイヤーを捕食するためではなく、この氷の国へと強制的に移動させるために存在するトラップだったということになる。

　五階建てのビルほどもありそうな多た脚きやく型がたの邪神をどうにかやり過ごしてから、リーファたちはほうほうの体でこのほこらを見つけて避難し、善ぜん後ご策さくを練ねることにした。しかし飛行不可のこの場所ではお手軽な脱出法などそうそう存在するはずもなく、もう一時間近くこうして焚たき火びを眺めながら壁際で体育座ずわりをしている──という現状なのだった。

「ええと……脱出プラン以前に、俺おれ、このヨツンヘイムっつうフィールドの知識ゼロなんだよな……」

　ようやく眠気を追い払ったらしいキリトが、鋭するどさの戻った黒い瞳ひとみを外の暗闇に向けながら言った。

「確かここに来る前、シルフの領主さんたちが言ってたよな。俺おれの手持ちコインを渡した時、『この金額を稼かせごうと思ったら、ヨツンヘイムで邪じや神しんを狩らないと』とかなんとか」

「あー、うん、言ってたね」

　頷うなずきつつ、リーファも記憶を辿たどった。

　大ミミズに吞のみ込まれる少し前、リーファとキリトは、シルフ族とその友好種族であるケットシー族の領主会談を、不意を突いて急きゆう襲しゆうせんとした敵対種族サラマンダーの大部隊から救った。その際キリトは、軍資金の足しにしてくれと言って、巨額のお金ユルドを領主たちに譲じよう渡とした。受け取ったシルフ領主のサクヤが、確かにそのような感想を口にしていたはずだ。

「……そういえばキリト君、あんなおっそろしい大金、どこで稼いだのよ？」

　つい脱線したリーファの質問に、キリトはえーあーうーと唸うなってからぼそぼそ答えた。

「あれはその、俺も譲ってもらっただけなんだ。昔このゲームを物凄いやりこんで、今はもう引退しちゃった友達から……」

「ふぅーん」

　確かに、ゲームを引退するプレイヤーが、装備やコインを友人知人に気前良くプレゼントするというのは結構聞く話だ。とりあえずそれは納得しておいて、リーファは話の筋を戻した。

「で、なんだっけ。サクヤの台詞せりふがどうかしたの？」

「いや、領主さんがああ言ってたってことは、このフィールドで狩りをしてるプレイヤーもいるってことだよな？」

「いるにはいる……みたいね」

「じゃあ、さっきのデカミミズみたいな一方通行ルートじゃなくて、双方向で行き来できるルートも存在するわけだ」

　ようやくキリトの言わんとするところを察し、リーファはかっくんと頷いた。

「あるにはある……みたいね。あたしも実際来るのは初めてだから通ったことはないけど、確か、央おう都とアルンの東西南北に一つずつ大型ダンジョンが配置されてて、そこの最深部にヨツンヘイムに繫つながる階段があるのよ。場所は……」

　左手を振ってメニューを出し、マップを呼び出す。ほぼ円形をしたヨツンヘイムの平面図が表示されるが、リーファはまったく未み踏とう破はのため、現在地周辺以外の全てが灰色に塗ぬりつぶされた状態だ。右手の人差し指で、のっぺりしたマップの上下左右を順番につつく。

「ここ、ここ、こことここあたりのはず。あたしたちが今いるほこらが、中心と南西壁のちょうど中間くらいだから、最寄の階段は西か南のやつね。ただ……」

　肩を竦すくめ、付け加える。

「階段のあるダンジョンは全部、当然ながらそこを守護する邪神がいるわよ」

「その邪神ってのは、どんくらい強いの？」

　暢のん気きなキリトの質問に、リーファはじろっと横目の視線を浴あびせて答えた。

「いっくら君が強くても、今回ばかりはどうもならないわよ。噂うわさじゃあ、このフィールドがオープンした直後に飛び込もうとしたサラマンダーの大パーティーが、最初の邪じや神しんでさくっと全ぜん滅めつしたらしいわ。ちょっと前に君がさんざん苦戦したユージーン将軍も、一人で邪神の相手したら十秒持たなかったとか」

「…………そりゃまた……」

「今じゃあ、ここで狩りをするには、重じゆう武ぶ装そうの壁役プレイヤー、高こう殲せん滅めつ力りよくの火力プレイヤー、それに支し援えん・回かい復ふく役プレイヤーがそれぞれ最低八人は必要ってのが通説ね。二人とも軽けい装そう剣士のあたしたちじゃ、何もできずにぷちぷちっと踏んじゃぶされちゃうわよ」

「そいつは勘かん弁べんだなぁ」

　と頷うなずきながらも、秘ひそかに挑戦心を搔かき立てられているらしく小鼻をぴくつかせるキリトをもう一度睨にらみ、リーファは付け加えた。

「ま、それ以前に、九く分ぶ九く厘りん階段ダンジョンまで辿たどり着けないけどね。この距きよ離りを歩いたらどっかではぐれ邪神を引っ掛けて、タゲられたと思う間もなく即死だわ」

「そうか……、このマップじゃ飛べないんだよなぁ……」

「そ。翅はねの飛行力を回復させるには、日光か月光が必要なの。でもご覧のとおり、ここにはどっちも無いからね……。唯一、闇イ妖ン精プ族のプレイヤーは、地下でもちょこっとだけなら飛べるらしいけど……」

　言葉を切り、しばし互いの翅を眺める。風シ妖ル精フであるリーファの背中から伸びる薄緑色の翅も、影妖精スプリガンのキリトが持つ灰色の翅も、燐りん光こうをすっかり失って萎しおれている。飛べない妖よう精せいなど、ただの耳とんがりだ。

「となると、最後の望みは、さっきリーファが言ってたみたいな邪神狩りの大だい規き模ぼパーティーに合流させてもらって、一いつ緒しよに地上に戻る手くらいだな……」

「そーなんだけどね……」

　頷いてから、リーファは視線をほこらの外に向けた。

　青い薄うす闇やみを透すかして見えるのは、どこまでも続くような雪原と森、その彼方かなたに屹きつ立りつする異い形ぎようの城じよう塞さいくらいだ。もちろんあの城には親玉級の邪神とその子分がうじゃうじゃいて、近寄った瞬しゆん間かんたいへん楽しくない目に遭あうことだろう。当然ながら他のプレイヤーの姿は影も形もない。

「……このヨツンヘイムは、地上の上級ダンジョンに代わる最高難度マップとして最近実じつ装そうされたばっかりなの。だから、降りてきてるパーティーの数はまだ常時十以下しかないらしいわ。偶ぐう然ぜんこのほこらの近くに来る可能性なんて、あたしたちだけで邪神に勝つ確率より少ないかも……」

「リアルラック値が試されるなぁ」

　力ない笑みを浮かべ、キリトは右手の人差し指を伸ばすと、膝ひざの上で眠る身長十センチほどの少女の頭をつついた。

「おーいユイ、起きてくれー」

　呼びかけると、長い睫まつ毛げを二、三度震ふるわせてから、ピンク色のワンピースに包まれた小さな体をむくりと起こした。右手を口元にあて、左腕を高く伸ばして、大きなあくびを一つ。その仕草が実に可か憐れんそのもので、リーファはつい見とれてしまう。

「ふわ……。──おはようございます、パパ、リーファさん」

　極ごく細ぼその銀糸を爪つま弾びくような声で挨あい拶さつする小妖よう精せいに、キリトは優しい声で語りかけた。

「おはよう、ユイ。残念ながらまだ夜で、まだ地底だけどな。悪いけど、近くに他のプレイヤーがいないか、検索してくれないか？」

「はい、了解です。ちょっと待ってくださいね……」

　こくっと頷うなずき、瞼まぶたを閉じる。

　キリトの連れている小妖精ユイは、正式名称《ナビゲーション・ピクシー》というもので、追加料金を払えば誰だれでもメニューから呼び出すことができる。しかしリーファの知る限り、ナビピクシーはシステムヘルプに記き載さい済ずみの項目を素そっ気け無い合成音声で読み上げてくれるだけの存在であるはずで、ここまで感情表現が豊かな個体はついぞ見たことがない。いやそれ以前に、ピクシーに名前を含めた個性があるなどという話はまったく聞いた覚えがないのだ。

　同じ妖精をずっと連続召しよう喚かんしていればここまで懐なつくのかなあ、とあやふやに想像しながら、リーファはユイの言葉を待った。

　すぐにぱちっと眼を開いた小妖精は、申し訳なさそうに長い耳を垂れさせ、艶つややかな黒髪をふるふると横に振った。

「すみません、わたしがデータを参照できる範はん囲い内に他プレイヤーの反応はありません。いえ、それ以前に、あの村がマップに登録されていないことにわたしが気付いていれば……」

　キリトの右ひざの上でしょんぼり項うな垂だれるユイの髪を、リーファは反射的に指先で撫なでていた。

「ううん、ユイちゃんのせいじゃないよ。あの時はあたしが、周辺プレイヤーの索さく敵てき警戒を厳げん重じゆうに、なんてお願いしちゃってたから。そんなに気にしないで」

「……ありがとうございます、リーファさん」

　と、潤うるんだ瞳ひとみで見つめられれば、このピクシーを動かしているのがプログラムコードなのだとは俄にわかに信じられなくなる。本心からの微ほほ笑えみを浮かべ、ユイの小さな頰ほおにそっと触ふれてから、リーファはキリトへと視線を移した。

「ま、こうなったら、やるだけやってみるしかないよね」

「やるって……何を？」

　瞬まばたきするキリトに、今度はにやっと不ふ敵てきに笑いかける。

「あたしたちだけで地上への階段に到達できるか、試してみるのよ。このままここで座すわってても、時間が過ぎてくだけだもん」

「で、でも、さっき絶対無理って……」

「九く分ぶ九く厘りん無理、って言ったのよ。残り一パーセントに賭けてみよ。はぐれ邪じや神しんの視界と移動パターンを見極めて、慎しん重ちように行動すれば可能性はあるわ」

「リーファさん、かっこいいです！」

　小さな手でぱちぱち拍手するユイにウインクを返し、リーファはすくっと立ち上がろうとした。

　しかし、その袖そでをキリトが強く摑つかんで引き戻した。

「な、何よ？」

　よろけながら再び座り、抗議しようとしたが、至近距きよ離りから真っ黒い瞳ひとみを向けられて思わず黙る。キリトはじっとリーファを凝ぎよう視しし、これまでの暢のん気きさが抜け落ちた声できっぱりと言った。

「いや……、君はログアウトしてくれ。仮想体アバターが消えるまで俺おれが守るから」

「え、な、何でよ」

「もう二時半を回る。君、リアルじゃ学生だって言ってたろ？　今日は俺のために八時間以上もダイブしてくれてるのに、これ以上無理に付き合って貰もらうわけにはいかないよ」

「…………」

　あまりに突然の言葉に声を失うリーファを見つめ、キリトは尚も静かに続けた。

「直線的に歩いたってどれだけかかるか判わからないのに、その上あんな超大型モンスターの索さく敵てき範囲を避け続けようとすれば、実際の移動距離は倍になってもおかしくない。たとえ階段まで到着できてもきっと朝方になってしまうはずだ。俺は何が何でもアルンに行かなきゃいけない理由があるけど、今日は平日なんだし、君はもう落ちたほうがいい」

「べ……別に、あたし平気だよ、一晩くらい徹てつ夜やしたって……」

　無理やり笑顔を作りながら、リーファは首を振ろうとした。

　しかしキリトは、摑んでいた袖を離すと、会話を打ち切るようにぐいっと頭を下げた。

「リーファ、今まで本当にありがとう。君がいなければ、この世界の情報収集だけで何日もかかってたはずだ。たった半日でここまで来られたのは君のお陰かげだよ。どれだけお礼を言っても足りないくらいだ」

「…………」

　不意に襲おそってきた胸の痛みに耐えかね、リーファは固く両手を握り締めた。

　痛みの理由は判らなかった。しかし、ほとんど自動的に唇が動き、強こわ張ばった声を押し出していた。

「…………別に、キミのためだけじゃないもん」

「え……」

　顔を上げたキリトから眼を逸そらし、リーファは硬い声で言い募つのった。

「あたしが……、あたしがそうしたかったからここまで来たんだよ。それくらい、解わかってくれてると思ってた。何よ、無理に付き合って貰もらう、って。じゃあ、キミは、あたしが今まで嫌いや々いや同行してたって、そう思ってるの？」
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　こみ上げてくる感情をアミュスフィアが掬すくい取り、馬鹿正直に両眼から透とう明めいな雫しずくをこぼそうとするので、何度も強く瞬まばたきしてそれを押し留める。キリトの膝ひざに座すわるユイが、はらはらした顔で二人に交こう互ごに向けてくる視線からも逃れるように、リーファはほこらの出口を向いてがばっと立ち上がった。

「あたし……、今日の冒険、ＡＬＯ始めてから一番楽しかった。どきどき、わくわくすることいっぱいあったよ。ようやくあたしにも、こっちの世界ももう一つの現実なんだって、信じられる気がしてたのに……！」

　最後にぐいっと右腕で両眼を拭ぬぐい、闇やみ雲くもに外へと駆かけ出そうとした──

　その寸前。

　雷鳴でも、地鳴りでもない異質な大音響が、ごく至近距きよ離りから降り注いだ。

　ぼるるるるぅ、というその咆ほう哮こうは、間違いなく超大型モンスターの喉のどから放たれたものだった。直後に、ずしんずしんという地面を揺るがすような足音も轟とどろく。

　しまった、さっきの叫び声ではぐれ邪じや神しんを引き寄せちゃったのか、あたしのバカバカ……と内心で自じ責せきしつつも、せめて自分が囮おとりになって邪神をここから引き離すべく、リーファはもう一度ダッシュしようとした。

　しかし、いつの間にか背後に立っていたキリトが、強くリーファの左腕を摑つかんで引き留めた。

「離して！　あたしが敵をプルするから、キミはその隙すきに離り脱だつを……」

　抑えた声でそう囁ささやきかけたが、隣となりに立ったキリトは、外に鋭するどい視線を向けながら早口で言った。

「いや、待った。様子が変だ」

「ヘンって、何が……」

「一匹じゃない」

　その言葉に慌てて耳を澄ますと、確かに邪神の放つ咆哮は、大型エンジンめいた重低音のほかに、ひゅるる、ひゅるるという木こ枯がらしのような声も混じっている。リーファはぐっと息を詰めてから、摑まれた腕を振りほどこうとした。

「二匹なら尚なおのことだわ！　キミがどっちかにタゲられてからじゃ手遅れになっちゃう！　死んだら、またスイルベーンからやり直しなんだよ!?」

「いえ、違いますリーファさん！」

　と細く叫んだのは、キリトの肩に乗ったユイだった。

「接近中の邪神級モンスター二匹は……互いを攻こう撃げきしているようです！」

「えっ」

　ぱちくりと瞬まばたきし、リーファはもう一度聴覚に集中した。確かに、ひっきりなしに轟とどろく足音は、一直線に疾しつ走そう中というよりはまるで転げまわっているかのように不規則な震動を伝えてくる。

「で、でも……Ｍｏｂモンスター同士が戦闘って、どういう……」

　胸を押し潰つぶすような悲しさも一瞬忘れ、呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた。するとキリトが、意を決したように囁いた。

「様子を見に行こう。どうせこんなほこらじゃシェルター代わりにはならないし」

「そ、そうだね……」

　さっと頷うなずきあい、リーファは腰の長刀に手を掛けながら、キリトに続いて雪の舞い散る薄うす闇やみへと足を踏み出した。

　数歩進んだだけで、音源たる二匹の邪神はすぐに視界に入った。ほこらの東側から徐々に接近してくるその姿は、まるで小山が揺れ動いているかのようだ。全高は軽く二十メートル近くあるだろう。色は、両方とも邪神級モンスター特有の青みがかった灰色だ。

　じっと眼を凝こらすと、二匹のサイズには僅わずかな差があった。ぼるるるると発動機のような雄お叫たけびを上げている個体は、ひゅるひゅると啼なく個体よりも一回り大きい。

　大型のほうはぎりぎり人間タイプと言えなくもない、縦に三つ連なった巨大な顔の横から四本の腕を生やした巨人というフォルムをしている。異教の神像めいた角ばった顔のそれぞれからぼる、ぼるという叫び声を放ち、それが連続するとエンジン音に聞こえるのだ。四つの手に握られた、まるで工事現場の鉄骨のように角ばった巨剣を軽々と振り回している。

　対して、やや小型の邪じや神しんは、もう何がなんだか解わからない造形をしていた。巨大な耳と長い口吻を備えた顔は象っぽくもあるが、後ろに続く胴体は饅まん頭じゆうのように扁へん平ぺいな円形で、それを支えるのは二十本はあろうかという鉤かぎ爪つめのついた肢あしだ。全体的には、象の頭がくっついた水母くらげ──だろうか。鋭するどい爪を繰くり出して、圧のし掛かる三面巨人を退しりぞけようとするのだが、暴風のように叩き付けられる四本の鉄剣に阻はばまれて顔まで届かない。逆に押し負け、剣の先端が饅頭型の胴体を抉えぐるたび、どす黒い体液が霧きりのように飛び散る。

「ど……どうなってるの……」

　体を隠すことも忘れ、リーファは呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた。

　ＡＬＯに於いてモンスター同士が戦闘している場合、通常それには三つの理由が考えられる。

　一つは、どちらかのモンスターが、飼テいイ馴ミらンしグスキルに長けた猫妖精ケツトシー族プレイヤーの使し役えきする《ペット》である場合。二つ、どちらかが音楽妖精プーカ族の奏かなでるメロディによって煽せん動どうされている場合。そして三つ、幻げん属ぞく性せい魔ま法ほうによって惑わく乱らんさせられている場合だ。

　しかし今目の前で繰り広げられている死し闘とうの理由が、それらのどれでもないことは明らかだった。ペットモンスターならターゲットカーソルが黄緑色になるはずだが、どちらの邪神のカーソルもモンスターを示す黄色のままだし、空気を満たすのはぼるぼるひゅるひゅるという雄お叫たけびと地響きばかりで音楽などまるで聞こえないし、惑わく乱らん魔法の発動を示すライトエフェクトも一切見えない。

　立ち尽くすリーファたちの視線などまるで意に介さず、二匹の邪神は激しい戦いを続けている。しかしやはり、三面巨人の優勢、象ぞう水母くらげの劣勢は動かないようだ。ついに巨人の剣が、象水母の鉤爪肢を一本根元から叩き切り、吹き飛んだ肢がすぐ近くに落下してリーファの体を揺らした。

「お、おい、ここにいたらやばそうじゃないか……？」

　隣となりで呟くキリトに、頷うなずきつつもリーファは動けない。傷口から迸ほとばしる血液で白い雪原を黒く染める象頭の邪神から眼が離せないのだ。

　傷ついた象水母は、ひゅるるると甲かん高だかく一ひと啼なきし、再び離り脱だつを試みる。しかし巨人に見逃す気はないようで、饅頭型の胴体に飛びかかるや、いっそう激しく鉄剣を浴びせる。圧力に耐えかね、地面にうずくまってしまう象水母の声が、みるみる弱々しいものになっていく。灰色の外皮に幾いく筋すじも惨むごい傷が刻きざまれるが、巨人はその上から容よう赦しやなく剣を打ちつけ続ける。

「……助けよ、キリト君」

　という言葉が自分の口から出たのを聞いて、リーファ自身も少々吃びつ驚くりした。その三倍ぎょっとした顔になったキリトが、リーファと二匹の邪じや神しんを交こう互ごに見てから、短く訊たずねた。

「ど、どっちを」

　たしかに、一応人型と言えなくもない三面巨人よりも、象ぞう水母くらげのほうが遥はるかにおどろおどろしいフォルムをしている。しかしこの場合は、迷う必要もなかった。

「もちろん、苛いじめられてるほうよ」

　即答したリーファに向けて、キリトは次なる当然至し極ごくの質問を口にした。

「ど、どうやって」

「えーと…………」

　今度はすぐ答えるというわけにもいかない。なぜならリーファもまったくノーアイデアだからだ。しかしこうしている間にも、象頭邪神の青せい灰かい色しよくの背中には、次々に深い傷が刻きざまれていく。

「…………キリト君、なんとかして!!」

　両手を胸の前で握り締めながら叫ぶと、スプリガンの少年は天を仰いで両手で黒髪を搔かき毟むしった。

「なんとかって言われても～～～…………」

　ぴたっ、と手の動きが止まり、キリトはもう一度邪神たちを凝ぎよう視しした。両眼がすうっと細められ、黒い瞳ひとみの奥に、脳内の高速思考を映しているがごとき光がちかちかと瞬またたく。

「……あのフォルムに、意味があるとすれば……」

　低く口走ると、キリトは不意に周囲を見回し、次いで肩のユイに囁ささやきかけた。

「ユイ、近くに水面はあるか!?　川でも湖でもいい！」

　すると小妖よう精せいは、理由も訊きかずに一瞬瞼まぶたを閉じ、すぐに頷うなずいた。

「あります、パパ！　北に約二百メートル移動した場所に、氷結した湖が存在します！」

「よし……いいかリーファ、そこまで死ぬ気で走るぞ」

「え……え？」

　フォルム──というのは三面四腕の巨人のことだろうか。それと水面とどういう関係があるのか。

　途と惑まどうリーファの背を、それ以上何も言わずに軽く押し、キリトは腰のベルトから太い釘くぎのようなものを抜き出した。投とう擲てき用のピックだと思われるが、リーファは今までその手の武器が実用されるところを見たことはなかった。なぜならＡＬＯには魔法という超強力な遠えん隔かく攻こう撃げきが存在するので、あえて地味な投擲武器スキルを修行する意味などほとんどないからだ。

　しかしキリトは、実に様になった動作で、全長十二センチほどのピックを指先でくるくる回すと肩越しに構えた。

「……せいっ！」

　掛け声とともに、眼にも留まらぬ速さで右腕が振られ、鉄針は青い光の帯を引きながら一直線に飛ひ翔しようし──。

　三面巨人の一番上の顔、赤黒く光る眼と眼のあいだに、ずびしっと命中した。

　驚いたことに、ごくごく僅わずか、せいぜい一画素ぶんではあるが巨人のＨＰゲージが減少するのをリーファは見た。あんなおもちゃのような武器で邪じや神しん級きゆうモンスターの圧倒的な装そう甲こうを貫つらぬくとは、よほど投剣スキルが高くなくてはできない芸当だ。

　所しよ詮せんは、膨ぼう大だいな邪神のＨＰからすれば無に等しいダメージではあったが、この場合はダメージが発生したこと自体が重要なのだ。なぜなら──

「ぼぼぼるるるるううう！」

　という怒りの雄お叫たけびと、ぎょろりと向けられた三対六本の視線は、巨人のターゲットが象ぞう水母くらげからキリトとリーファのパーティーへと切り替わったことを意味する。

「……逃げるぞ!!」

　絶ぜつ叫きようするや、キリトはくるりと北を向き、雪ゆき煙けむりを散らして疾しつ走そうし始めた。

「ちょっ……」

　リーファはぱくぱく口を動かしてから、遠ざかるスプリガンを慌あわてて追った。直後、すぐ後ろから轟とどろく咆ほう哮こうと立て続けの地響き。巨人もまた二人を追いかけてきたのだ。

「待っ……や……いやああああああああ」

　悲鳴を上げ、リーファは両りよう脚あしの回転を限界まで上げた。しかし前を行くキリトは、オリンピックの短たん距きよ離り走選手もかくやという見事なフォームでみるみるリーファを引き離す。地上の山脈を貫く《ルグルー回かい廊ろう》でキリトの逃げ足の速さは体感済みだが、置いていかれるとなると話は別だ。

「ひぃぃどぉぉいぃぃぃぃぃぃ」

　金切り声を上げる間にも、背後の巨大な震動音はどんどん近づいてくる。邪神の身長はリーファの十三倍ほどあるので、歩幅もそれくらい差がある計算だろう。今にもあの鉄骨のような大剣が降ってくるのではないかと恐怖しながら、リーファは全身の力を──正確には脳から発せられる運動命令を振り絞しぼり、キリトに追いすがった。

　と、不意に前を行く黒衣の姿がざしゃああっと雪を蹴け散ちらして停止した。くるりと振り向き、広げた手でリーファを受け止める。そのまま胸に抱えられ、このような状況にもかかわらずかあっと顔が熱くなるのを感じながら、リーファは首を後ろに巡めぐらせた。

　ぎょっとするほど近くに、見上げるような三面巨人の姿があった。もうあと数秒で追いつかれる。あの鉄剣を一発でも喰くらえば、軽けい装そう戦士であるキリトとリーファのＨＰゲージは消し飛んでしまうはずだ。

　──いったい、何がしたかったのキミは!!

　と、密着するキリトに向けて声にならない声で問いかけたのと、ほぼ同時に。

　ばきばきばきっ、という異質な音が地下のフィールドに響き渡った。

　それは、大木のように太い巨人の脚あしが、雪の下にあった氷を踏み抜いた音だった。キリトが停止したのは、積せき雪せつに覆おおわれた広大な氷結湖の真ん中だったのだ。

　ほんの十五メートルほど先で雪原が広く陥かん没ぼつし、暗く透すき通る水面を露ろ出しゆつさせた。三面巨人は自ら造り出した湖にまっすぐ落下し、途と方ほうもなく高い水柱を噴き上げた。

「そ、そのまま沈んでぇぇ……」

　とリーファは力いっぱい懇こん願がんしたが、しかしやはりそこまで安易な解決はもたらされなかった。すぐに巨人の顔が一個半ほど水面から突き出し、ざぶりざぶりと近寄ってくるではないか。どうやら下側の二本の腕をオール代わりに使っているようで、全身岩のような質感をしているくせに泳ぎも得意らしい。湖に水没させるのがキリトの作戦だったのなら、残念ながら賭かけは外れたようだ。

　せめてもう一走りするべきか、とリーファは立ち上がろうとしたが、体を抱くキリトは身じろぎもしない。今にもハラスメントコードが発動してしまいそうな強さでリーファを押さえつけ、迫る巨人をじっと凝ぎよう視ししている。

「……あっ、き、キミ、まさか……」

　──このまま死ぬ気なんじゃ、という直感が脳内で閃ひらめいた。

　先ほど言っていたように、リーファをログアウトさせるために諸もろ共とも討うち死じにし、セーブ地点であるシルフ領首都スイルベーンに戻るつもりなのでは。

　それだけはだめだ。キリトの、央おう都とアルンの更さらに中心に建つ《世界樹》へ行きたいという気持ちの強さは、今日一日の道行きの間だけでも事あるごとに意識させられている。世界樹の上で待つ誰だれかに会うという目的のためにのみこのスプリガンの少年はＡＬＯにダイブし、数あま多たの障害を突破してここまで来たのではないか。

「だめっ、キミは、逃げ……」

　腕から逃れようともがきながら、そこまで口にしたリーファの細い叫びを、二つ目の水音が遮さえぎった。

　ぎょっとして視線を動かすと、肉迫する三面巨人のすぐ後ろに屹きつ立りつする新たな水柱が見えた。

　ひゅるるるる！　と轟とどろいた雄お叫たけびは、間違いなく三面巨人に散々苛いじめられていた象頭邪じや神しんのものだ。せっかく巨人をプルしたのに、逃げずに追いかけてきたらしい。

　状況を一いつ瞬しゆん忘れ、愕がく然ぜんと見開いたリーファの眼の先で──。

　ざばっと水を割り、二十本近い肢あしが一いつ斉せいに伸び上がると、巨人の顔や腕に次々に巻きついた。

　ぼるぼる！　と怒りの吼ほえ声を上げ、巨人が鉄剣を振り回そうとする。しかし水中では剣の動きは鈍にぶく、象ぞう水母くらげの肢を引き剝はがすことができない。

「……そ、そうか……」

　リーファは掠かすれ声で呟つぶやいた。

　あの象水母は、本来水すい棲せいタイプの邪神だったのだ。陸上では、巨大なお椀型の胴体を支えるために肢あしの大半が使えなかったが、湖に突入した今なら体はぷかぷか水面に浮き、全ての肢を攻こう撃げきに振り向けられる。対して巨人のほうは泳ぐために二本の腕を必要とし、攻撃力の五割を削そがれた状態だ。

　つまり、キリトの言っていた《フォルム》とは、象ぞう水母くらげ邪じや神しんのほうを指していたわけだ。言われてみればクラゲが水のものなのは当たり前で、そんなことにも気付けなかった自分に幻げん滅めつしながらも、リーファはぎゅっと両手を握った。

　象頭邪神は、まさに水を得た魚、いやクラゲの勢いで三面巨人に圧のし掛かり、頭まで水没させた。二体の超大型モンスターが暴れるたびに高波が巻き起こり、氷の縁ふちにぶつかって大量の飛沫しぶきを散らす。

　と、象水母が一際激しく啼なき、その胴体が青白く輝かがやいた。光は細いスパークに形を変え、二十本の肢を伝って水中に流れ込んでいく。

「あっ……」

「よし!!」

　リーファとキリトは同時に叫んだ。三面巨人のＨＰゲージが、物凄い勢いで減少を始めたのだ。識別スキルで観みれば数十万に及ぶはずの数値が、スパークが瞬またたくたびにがり、がりと削けずれていく。

　巨人の断だん末まつ魔まなのだろう、赤い閃せん光こうが水面下で何度か瞬き、幾いくつか蒸気の柱が吹き上がったが、水母邪神のＨＰゲージにさしたる影響はなかった。やがて、ぼるぼるという雄お叫たけびが減速していき、途と切ぎれた──と思った直後、凄すさまじい規き模ぼのポリゴン爆ばく散さんエフェクトが巻き起こり、リーファの視界を覆おおった。

　一いつ瞬しゆん顔を逸そらし、戻した時、もう表示されているカーソルは一つだけだった。

　ひゅるるるるぅぅぅぅ……と勝利の雄叫びらしきものを上げ、象水母は無数の肢を高く掲かかげた。すぐにそれを戻し、すいすいと湖を泳ぎ始める。

　巨大な図ずう体たいが、滝たきのように水を落としながら岸辺に上り、氷を軋きしませて自分たちのほうに向かってくるのを、リーファは固かた唾ずを吞のんで見つめた。

　ずん、ずんと足元を揺るがせて近づき、すぐ目の前で停止した邪神は、改めて呆あきれるほどに馬ば鹿かでかかった。巨人と戦っている時は細い触しよく手しゆにしか見えなかった肢の一本が、両手で抱えきれないほどに太い。それが大木のように遥か高みまで伸び、載のっかっているはずの饅まん頭じゆう型胴体は輪りん郭かくしか見えない。

　胴の前面についている頭は、やはり限りなく象に似ている。耳というよりはエラなのだろうヒラヒラが丸っこい顔の両脇に広がり、下部からは肢と同じくらい長い口こう吻ふんがにょろりと垂れ下がる。眼は、真っ黒いレンズ状のものが片側に三つずつ光っているのがやや不気味だが、おむすび型に並んでいるのでユーモラスな表情にも見える。

「…………で、これから、どうすんの」

　と呟つぶやいたのはキリトだった。

　確かにこの象っぽいヒトを助けようと言ったのはリーファだが、ここからの行動はまるで考えていない。眼前に存在するのはあくまで恐るべき邪じや神しん級きゆうモンスターであり、カーソルの色は敵対色の黄色であり、鋭するどい鉤かぎ爪つめのついた肢あしで一踏みされれば即死級ダメージを貰もらうのは確実なのだ。

　しかし、裏を返せば、今この瞬しゆん間かん襲おそわれていないことがすでにイレギュラー展開と言っていい。ヨツンヘイムほどの上級フィールドともなれば、あらゆるモンスターは視界内にプレイヤーが入った瞬間猛たけり狂って攻こう撃げきしてくるのが当たり前で、そうしないからには、このまま待っていればこの象ぞう水母くらげは去っていってくれるかも……

　というリーファの予想は、僅わずか一秒後に裏切られた。ひゅるるっと一声啼なくや、邪神はその長い鼻をまっすぐ二人に伸ばしてきたのだ。

「げっ……」

　飛び退のこうとしたキリトの耳を、今まで沈黙していた小妖よう精せいユイが可か愛わいい手できゅっと引っ張った。

「大丈夫です、パパ。この子、怒ってません」

　……子ぉぉ？　とリーファが顎あごを落とす暇ひまもあらばこそ──。

　先端が細かく割れた鼻が、ぎゅるっと二人を巻き取った。そのまま地面から引っこ抜くように勢い良く持ち上げる。

「ひええええっ」

　と情けない悲鳴を洩もらすキリトと声も出せないリーファを、象邪神は数十メートルの高さにまで軽々と掲かかげてからおもむろに口の中へ──ということは幸いなく、ぽいっと丸い背中の上に放り投げた。

　お尻しりから墜つい落らくし、ぼよんと弾はずんでもう一度落ちる。遠くからはつるりとして見えた象水母の胴体には灰色の短毛がふさふさと生えていて、その中央にキリトとリーファがすっぽり座すわり込むと、象水母は満足するようにもう一度啼ないてから、何事もなかったかのように移動を開始した。

「…………」

　キリトと顔を見交わしてから、リーファはもう状況を把は握あくしようとする努力を放ほう棄きし、ぼんやりと周囲の風景を眺ながめた。

　常とこ闇やみの国ヨツンヘイムと言っても完全な真っ暗闇というわけではない。天てん蓋がいを覆おおう氷柱群が仄ほのかに放つ燐りん光こうに、一面の雪景色が薄うす青く照らされるさまは、ここが超危険区域であるということを差っ引いても実に美しい。黒々とした森や切り立った崖がけ、その上に建つ塔とうや彼方かなたの古城が、地上十数メートルの高さからはくっきりと見通せる。

　二十本の肢でのしのしと歩く象水母の背に一分ほども揺られてから、やがてキリトがぼそっと呟つぶやいた。

「つまりは……これ、何かの小冒険クエストの開始点ってこと……？」

「うーん……」

　首を傾かしげてから、リーファも小声で答えた。

「クエストだと、始まった時点でこのへんにスタートログが流れるはずなのよね……」

　左手で、視界の左上あたりをひらひらとなぞる。

「それが出ないからには、明確な始点と終点のある依頼型クエストじゃなくて、イベント的なものだと思うんだけど……だとすると、ちょっと厄介かなぁ……」

「そりゃ何で？」

「クエストなら、終わった時点で必ず何らかの報ほう酬しゆうがあるわけよ。でもイベントってのはプレイヤー参加型のドラマみたいなものだから、絶対ハッピーエンドとは限らないのよね」

「…………つまり、結局ものすごく酷ひどい目に遭あう、てこともありうる？」

「うるうる。あたし前、ホラー系のイベントで行動選択間違って、魔女に釜かまで煮にられて死んだもん」

「す、すごいゲームだな」

　顔を引き攣つらせるように笑ってから、キリトは腰の下のふさふさした毛を撫なでた。

「……ま、こうなったらもう乗りかかった船、じゃないクラゲだな。どうせこの高さから飛び降りたら大ダメージだろうし、最後まで付き合うしかなさそうだ……。──で、その、なんだ、今いま更さらかもだけど……」

「な、何よ？」

　表情を改めたスプリガンは、一いつ瞬しゆんリーファを見つめてから、ぐいっと頭を下げた。

「……さっきはごめん、リーファ。君の気持ちを軽んじるようなこと言って。……いや、俺おれ、どこかでこの世界そのものを軽く見てたのかもしれない。所しよ詮せんゲームだ、って……リアルだろうとバーチャルだろうと、感じたものや考えたことはみんな真実、俺はそれを知ってたはずなのにな……」

　俯うつむけられた顔に、ちらりと哀あい切せつな色が横切った。

　どこかで見た表情だ、という気がしたが、リーファはその既き視し感かんを拭ぬぐって何度も大きくかぶりを振った。

「う、ううん……あたしこそ、ごめんね。あの……あのね、物もの凄すごく頑張ってあたしとシルフ族を助けてくれたキミが、ＡＬＯを所しよ詮せんゲームだなんて思ってないこと、あたしが一番よく解わかってるから……」

　──アルヴヘイム・オンラインを含む、《ＶＲＭＭＯ-ＲＰＧ》というまったく新しいジャンルのこのゲームには、どこかプレイヤーを試してくるところがある。近ちか頃ごろリーファは強くそう感じる。

　試されるのは、大おお仰ぎように言えば、矜きよう持じということになるのだろう。ゲームなのだから、当然勝ちっぱなしというわけには行かない。敵対種族のプレイヤーの仕掛けに嵌はまって進退窮きわまることも、正面から叩きのめされて一敗地に塗まみれることもままある。

　そんな時、どこまで真剣に足あ搔がけるか、あるいは負けてなお胸を張れるか。それをこのゲームは試してくる。平面モニタに映し出される従来のゲームなら、エモーションコマンドを打ち込まない限りアバターの表情は一切変わらないし、負けた悔しさを顔文字入りのチャットで誤ご魔ま化かすこともできる。しかし、フルダイブ環境下のアバターは、宿るプレイヤーの感情を忠実に再現する。時として悔くやし涙を流してしまうことすらあるのだ。

　そんな顔を見られるの嫌いやさに、ちょっと状況が悪くなるとすぐにヘラリと笑って勝負を投げる者や、負けた瞬しゆん間かんログアウトしてしまう者も多い。リーファだって、できれば泣き顔なんか他人に披ひ露ろうしたくはない。

　だが、眼前の不思議なスプリガンは、上辺を取り繕つくろうという思考回路とは無縁のようだった。ルグルー回かい廊ろうでサラマンダーの急きゆう襲しゆうを受けて絶体絶命の窮きゆう地ちに陥おちいった時も、将軍ユージーンの魔剣に手て酷ひどく打ちのめされた時も、キリトは怒りや悔しさを隠そうともせず足搔きに足搔き、最終的に勝負をひっくり返して見せた。この世界を《所しよ詮せんゲーム》だと軽んじている者には、あんな真ま似ねは決してできない。

「……ね、キミさ……」

　──ここに来るまで、どんなゲームにいたの？　リアルではどんな人なの？

　と訊たずねかけて、リーファはきゅっと唇を引き結んだ。ＶＲＭＭＯの中で他のプレイヤーの現実について質問するなど、よほど仲がよくても慎つつしむべき行為だ。

　首を傾かしげてくるキリトに向かって、ううん何でもない、とかぶりを振り、代わりに小さく微ほほ笑えんだ。

「……じゃあ、これで仲直りだね。あたしなら、何時になっても大丈夫。学校はもう自由登校だもん」

　ぐっと右手を差し出すと、キリトも「そっか」と笑い、手を握り返してきた。照れ隠しにぶんぶん振っていると、キリトの肩の上でユイもにこにこ嬉うれしそうに笑っているのに気付き、いっそう恥ずかしくなる。手を解とき、尖とがった耳の先まで赤くなっているであろう顔をぷいっと横向ける。

　二人とひとりを乗せた象頭邪じや神しんは、背中の遣り取りなど意に介せぬ足取りで、ずんずん歩き続けている。何気なく進行方向の彼方かなたを見て、リーファは一いつ瞬しゆん顔の火ほ照てりも忘れ、きゅっと眉まゆをひそめた。

「どしたの？」

　キリトの声に、右手を前に伸ばしながら答える。

「あのね、あたしたち、西か南の端にある階段を目指そうって話してたでしょ。でもこの子、真逆に向かってるみたい……。ほら見て」

　指差した先には、薄うす闇やみの中にもくっきりと浮かぶ、巨大なシルエットが姿を現しつつあった。ゆるく弧こを描くヨツンヘイムの天てん蓋がいから、逆円えん錐すい形の構造物が垂れ下がっている。複雑に枝分かれした網あみのようなものが、恐ろしく大きな氷柱を抱え込んでいるのだ。

　遠近エフェクトの霞かすみ具合からしてまだ十キロメートルは離れているだろうが、あまりの巨大さゆえに距きよ離り感かんが狂う。氷柱の中には幾つもの光点が閉じ込められ、ゆっくりと周期的に瞬またたくさまは荘そう厳ごんですらある。

「……なんだろ、あのツララを囲んでるウネウネは……」

「あたしも写真スクリーンシヨツトでしか見たことないけどね……。あれは、世界樹の根っこなの」

「え……」

　鋭するどく眼を細めるキリトの横顔をちらりと見てから、解説を続ける。

「アルヴヘイムの地面を貫つらぬいた根っこが、ヨツンヘイムの天てん井じようから垂れ下がってるってわけ。つまりこの邪じや神しん君は、ヨツンヘイムの外周じゃなくて真ん中に向かってるのよ」

「ふうむ……。──世界樹は、俺おれたちの最終的な目的地でもあるわけだけど……ここからあの根っこを登って地上に出るルートはないのか？」

「あたしは聞いたことないわね。だいいち、ほら見て、根っこの一番下でも天井と地面の中間くらいまでしか来てないでしょう。てことはあそこまで二百メートル以上あるよ、飛行不可のこのフィールドじゃ絶対辿たどり着けない高さだわ」

「そうか……」

　小さく嘆たん息そくしてから、キリトは切り替えるようににやっと笑った。

「ま、今はこのゾウムシだかダイオウグソクムシだかに任せるしかないさ。竜りゆう宮ぐう城じようで大歓迎されるのか、それとも今日の朝メシにされるのかは知らんけど」

「ちょ、ちょっと待ってよ。なにそのダイオウなんとかって。それを言うならゾウかクラゲか、でしょ」

　リーファが口を尖とがらせて言い返すと、キリトも心外そうに眉まゆを持ち上げる。

「えー、知らない？　別名ジャイアント・アイソポッド……深海の底にいる、これくらいのダンゴムシみたいな……」

　と両手をぎょっとするほどの幅に広げるので、リーファはぶるっと上体を震ふるわせて早口で遮さえぎった。

「わかった、じゃあ、名前つけよ名前！　可か愛わいいやつ！」

　体の下のふさふさした饅まん頭じゆう型の胴体と、その端に見え隠れする丸い頭を見やって、象っぽい名前象っぽい名前……と懸けん命めいに考える。ユウゾウ……じゃなくて……ゾーリンゲン……でもない……

「じゃ、トンキー」

　いきなりキリトが言ったので、リーファはきょとんと瞬まばたきした。確かに可か愛わいい名前ではあるが、いったいどこから持ってきたのか。──いや、象のトンキー、聞き覚えがあるようなないような。

　記憶の底を二秒ほど引っ搔かき回すと、答えはすぐに浮かんできた。小さい頃、家にあった絵本に出てきた象の名前だ。昔の戦争の末期、動物園の猛もう獣じゆうを処分するようにという命令が出て、飼育員が泣く泣く毒どく餌えを与えて殺そうとするが利口な象のトンキーはそれを食べず、万歳の芸を繰り返しながら飢えて死んでいくという筋のその絵本を、リーファは母親に読んでもらっては大泣きしたものだ。

「……あんまし、縁えん起ぎいい名前じゃない気がするけど」

　呟つぶやくと、キリトもバツの悪そうな顔で頷いた。

「そ、そうかもな。なんか頭に浮かんできたんだよ」

「へー、キミもあの絵本知ってるんだ。じゃあ、まあ、いいわ。それにしよ！」

　ぽんと手を叩いてから、リーファは足元の短毛を撫なでた。

「おーい邪じや神しんくん、キミは今からトンキーだからねー」

　当然ながらモンスターは何の反応も返さなかったが、拒きよ否ひはしなかったと受け取ることにする。仮にこの邪神をテイミングスキルでペットにできればシステム上でちゃんと命名できるが、たとえケットシー族のマスターテイマーでも、邪神級モンスターの飼かい馴ならしに成功したという話は聞かない。

　リーファに続いて、キリトの肩に座すわるユイも、小さな手をはたはた振って自分の数百倍はありそうな巨体に声を掛けた。

「トンキーさん、はじめまして！　よろしくおねがいしますね！」

　すると今度は、偶ぐう然ぜんではあろうが、頭の両側の耳もしくはエラがわっさわっさと動くのが見えた。




　象ぞう水母くらげ改めトンキーは、凍こおりついた川に沿ってひたすら北上し続けた。

　その間、他のフィールド徘はい徊かい型はぐれ邪神とニアミスしたのは一度や二度ではない。しかしどうしたことか、全すべての邪神が木立ちや丘の向こうから視線を送ってきただけでそのまま立ち去っていった。

　リーファたちをトンキーの付属物と見なしたのかもしれないが、となると何故あの三面巨人型邪神はトンキーを襲おそっていたのかという疑問が湧わいてくる。考えられる理由と言えば、移動中に擦すれ違った邪神は皆、トンキーと同じく人型とはかけ離れていたフォルムをしていたことくらいだ。

　キリトの意見を求めようと隣となりを見ると、何たることか、スプリガンはこの状況でまたしてもこっくりこっくり船を漕こいでいた。もう一度どついちゃると拳げん骨こつを作りかけたが、ふと思いつき、トンキーの背中に溜たまった雪の塊かたまりをごっそり摑つかみ上げる。

　雪球オブジェクトが消しよう滅めつしてしまう前に、急いでそれをキリトの黒衣の襟えり首くびから背中に投下。

「ふぎっ!!」

　冷感エフェクトに直撃され、奇き妙みような声と共に飛び起きたキリトに、おはようを言ってから先刻の疑問を訊たずねた。スプリガンはしばらく恨めしそうな顔をしていたが、やがて考え込みながら呟つぶやいた。

「……つまり、邪じや神しんの間でも、人っぽいのと獣っぽいので争ってるってことなのかな……」

「そうなのかもね……。もしかしたら、人型のはトンキーの仲間だけを襲うのかもしれないけど……」

　ヨツンヘイム・フィールドはほんの一ヶ月前の大型アップデートで実じつ装そうされたばかりだし、恐るべき高難易度もあってまだほとんど探たん索さくが進んでいない。この状況が何らかのイベントなのだとすれば、リーファたちが全プレイヤー中で最初に発見したのだということも充分有り得る。トンキーと巨人の戦闘を見つけたのが通常の邪神狩りパーティーなら、そのまま成り行きを見守り、トンキーが殺されたあとに巨人と戦闘をしておしまい──という展開になったはずだ。

「ま、全てを知ってるのはトンキーとこのイベントのデザイナーだけさ。成り行きに任せようぜ」

　そう言ってキリトはごろりと体を転がし、両腕をマクラにして高く足を組んだ。肩からぱたたっと飛び立ったユイも、黒衣の胸の上でまったく同じポーズを取る。リラックスし過ぎな二人の態度に軽くため息をつき、今度寝たら氷ひよう結けつ系けい魔ま法ほうをかましてやろうと決意しながら、リーファはちらりと視界端の時刻表示を見やった。青白いデジタル数字はいつの間にか午前三時台に突入している。

　これまでは、どんなに遅くても二時には落ちるようにしていたので、ここから先は未知の領域だ。あたしもついにネットゲームで徹てつ夜やかぁ、と複雑な感かん慨がいを抱きつつ、リーファは足元の短毛をさらさらと撫なでた。

　奇き妙みような邪神は、背中上のやり取りなど気にする様子もなく一定のペースで歩き続け──。

　雪と氷に覆おおわれたなだらかな丘を登り切ったところで、ついに前進を止めた。

「うわぁ…………」

　トンキーの頭近くまで移動し、前方を覗のぞき込んだリーファは、思わず大きな嘆たん声せいを洩もらした。

　穴だ。

　しかし尋じん常じような規き模ぼではない。対岸が青く霞かすむほどの直径を持つ、恐ろしく巨大な垂直孔が目の前に口を開けている。鋭するどく切り立った崖がけは深い氷に覆われ、上部の透すき通った白から水色、青、藍あい色を経て漆しつ黒こくへと滑なめらかなグラデーションを作る。どれほど眼を凝こらそうとも、底には濃い闇やみがわだかまるばかりだ。

「……落っこちたら、どうなんのかな……」

　さすがに緊張した声でキリトが言うと、肩に戻ったユイも真面目な口ぶりで答えた。

「わたしがアクセスできるマップデータには、底部構造は定義されていません」

「うへぇ、つまり底なしってことか」

　リーファとキリトは揃そろってずり下がり、トンキーの背中の天辺に戻ろうとした。しかしそれより先に、がくん、と邪じや神しんの体が動いた。

　──まさか、この穴に放り込まないわよね！

　とリーファは内心で叫んだが、幸い邪神はそこまで恩知らずではないようだった。二十本の肢あしをくるくると内側に折りたたみ、背中の水平を保ったまま巨体を降ろしていく。

　数秒で胴体の下端が、ずしんと雪上に接した。ひゅるる、と小さく啼なくと、今度は長い鼻をも体の内側に丸め込んでいき──トンキーは、そこで完全に動きを止めた。

「…………」

　リーファたちは顔を見合わせてから、恐る恐る背中から降りた。

　数歩離れて振り向くと、そこに存在するのは、もう象でも水母くらげでもなかった。肢と頭をすっぽりと体の下に収納し、静かに鎮ちん座ざする様は、ただのでっかいお饅まん頭じゆうにしか見えない。

「…………こいつ、何がしたかったんだ……」

　呆ぼう然ぜんと呟つぶやくキリトの横から数歩進み、リーファは灰色のふさふさした毛皮をとんとん叩いてみた。

「おーい、トンキー。あたしたち、どうすればいいのようー」

　しかし返事はない。もう一度少し強めに叩くと、リーファはちょっとした変化を右手で感じた。二人を乗せて移動しているときはウレタンクッションのように弾だん力りよくのあったトンキーの体が、今はかちこちに硬くなっているのだ。

　まさか、目的を果たして死んでしまったのか、と思い慌てて方耳を毛皮に押し付けた。すると、かすかではあるが深いところから、ごん、ごん、というような周期的な重低音が聞こえ、ほっとして顔を離す。

　どうやらまだ生きてはいるようだ。黄色いカーソルに表示されたＨＰゲージも、三面巨人に受けた傷を回復させてフル状態を保っている。

「てことは……もしかして寝てるだけ？　あたしたちが徹てつ夜やでがんばってるのに？」

　つい唇くちびるを尖とがらせ、腹いせに毛を軽く引っ張ってやろうとした時、背後でキリトが声を上げた。

「おい、リーファ。上見てみろよ、凄すごいぞ」

「え……？」

　言われるまま顔を上げると、そこには確かに凄すさまじいとしか言えない光景があった。

　遠くからは逆円えん錐すいに見えた世界樹の根っこが、今はほぼ真上にある。黒く這はい回る根に抱かれた巨大氷柱の直径は、恐らく眼下の垂直孔と同じくらいあるだろう。よくよく眼を凝こらすと、氷柱の内部には何らかの構造が存在するようだった。幾いく重えにも透すけて見える通路や広間のかがり火が、氷を透かして青く輝かがやいている。

「ほんと、凄すごい……。あれが全部一つのダンジョンだとしたら、間違いなくＡＬＯ最大規き模ぼね……」

　嘆たん声せいを洩もらしながら、無意識のうちに手を伸ばした。しかしもちろん、大氷柱の下端まででもゆうに二百メートル以上の空間がある。たとえ地下飛行可能なインプ族でも到底届かない距きよ離りだ。

「どうやって行くのかな…………」

　呟つぶやいた問いに、キリトが何かを言おうとした。

　しかしそれより早く、黒衣の肩に乗る小妖よう精せいが鋭するどい声を発した。

「パパ、東から他のプレイヤーが接近中です！　一人……、いえ、その後ろから……二十三人！」

「……!!」

　リーファは大きく息を吸い込んだ。

　二十四人。明らかに、邪じや神しん狩りを目的とした連結レイドパーティーだ。

　本来ならば、遭そう遇ぐうを待ち望んだ相手ではある。事情を話して仲間に加えてもらえれば、階段ダンジョンから地上への脱出が叶うからだ。

　しかし、今。この状況で接近してくるプレイヤーたちの目的とは、つまり──。

　唇くちびるを嚙かみ、東方向を睨にらんでいると、数秒後、さくさくと雪を踏む足音がかすかに耳に届いた。聴覚に秀でたシルフでなければ聴きこえないボリュームだ。姿は見えない。恐らく隠おん行ぎよう魔ま法ほうを使用しているのだ。

　リーファはさっと手をかざし、看かん破ぱ魔法を詠えい唱しようしようとした。だがそれより早く、十メートルほど離れた空間が水の膜まくのように歪ゆがみ、ぱしゃっと弾はじけるとともに一人のプレイヤーを出現させた。

　男性だ。青みがかるほど白い肌はだ、同じく薄うすい水色の長髪。水妖精ウンデイーネ族に間違いない。魚ぎよ鱗りん模様が透すかし彫ぼりになった灰色のレザーアーマーに体を包み、肩に小型の弓を掛けている。

　斥候スカウトタイプの出で立ちからして偵てい察さつ・索さく敵てき役なのだろうが、装備のグレードの高さやしなやかな身のこなしは、男が相当のハイランク・プレイヤーであることを告げている。

　シャープな相そう貌ぼうに鋭するどい眼光を滲にじませたスカウトは、もう一歩さくりと雪を鳴らして踏み出すと、リーファが最も怖れていたひと言を口にした。

「あんたら、その邪神、狩るのか狩らないのか」

　もちろん、リーファたちの隣となりで丸まったままのトンキーを指している言葉だ。

　咄とつ嗟さに答えられずにいると、男は険けわしさを増した表情で、続けて言った。

「狩るなら早く攻こう撃げきしてくれ。狩らないなら離れてくれないか。我々の範囲攻撃に巻き込んでしまう」

　その言葉が終わらないうちに、男の背後の稜りよう線せんから、ざっざっと幾いくつもの足音が響いてきた。パーティーの本隊が追いついてきたのだ。

　彼らが、中立域を拠点にする種族混成パーティーなら、まだ望みはある……。

　というリーファの祈いのりをあっさりと裏切り、雪のエッジを越えて出現した二十数名のプレイヤーは、全員が白い肌に青系の髪をなびかせていた。つまり、この邪じや神しん狩りパーティーは、遥か東方の《三み日か月づき湾わん》からやってきたウンディーネ族の精せい鋭えい部隊なのだ。

　もし《脱領者レネゲイド》による混成部隊なら、同じようにシルフとスプリガンでコンビを組んでいるリーファたちを見み逃のがしてくれたかもしれない。しかしウンディーネ族の代表として動いている彼らにそんな甘さはない。むしろ、別種族のリーファやキリトをキルすれば名誉オナーポイントが加算されるのだ。たった二人なら格好の得物、と思われて当然の場面で、こうして警告してくれているだけでも有り難いと思うべきなのだろう。

　──でも、今だけは、無理を通すしかない。あたしたちを仲間と思ってくれたトンキーを、殺させるわけにはいかないもの。

　心の中でそう呟つぶやき、青髪のスカウトからトンキーをかばうように立つと、リーファは低い声で言った。

「……マナー違反を承知でお願いするわ。この邪神は、あたしたちに譲ゆずって」

　それを聞いた男と、その後ろにずらりと並んだ大部隊から、軽い苦笑の気配が流れた。

「下級狩場ならともかく、ヨツンヘイムに来てまでそんな台詞せりふを聞かされるとはね。『この場所は私の』とか、『そのモンスターは私の』なんて理屈が通らないことくらい、ここに来られるほどのベテランなら解わかってるだろう」

　男の言うことは、いかにも正しい。フィールドやモンスターに占せん有ゆう権けんを主張するなど、逆の立場ならリーファでも呆あきれる行為だ。もちろんそのモンスターと戦闘中ならば優先権が生まれるが、今トンキーはただ丸まっているだけで、これをウンディーネたちが攻撃するのを妨さまたげる権利はリーファたちには一切ない。

　強く唇くちびるを嚙かみ、俯うつむくリーファの前に、不意に進み出る影があった。キリトだ。

　リーファははっと息を吞のんだ。まさか、サラマンダー族のユージーン将軍と対たい峙じした時のように無茶なハッタリをかましたり、あるいは──戦う気なのだろうか。これだけの人数を相手に、剣を抜こうというのか。

　幾いくらなんでも無茶だ。ヨツンヘイムで狩りをするからには、眼前の二十四人は全員が超のつくベテランだ。ルグルー回かい廊ろうで戦ったサラマンダー部隊あたりとはかけ離れた戦力を持っている。重戦士の鎧や、魔法使いの杖つえのきらびやかな輝かがやきを見れば明らかだ。

　しかし、キリトの取った行動は、まったく思いがけないものだった。

　黒衣のスプリガンは、背中の大剣に一切手を掛けることなく、その場で深く腰を折り、頭を下げたのだ。

「頼む」

　流れた声もまた、ひたすらに真剣なものだった。

「……カーソルは黄色だけど、この邪じや神しんは、俺おれたちの仲間……いや、友達なんだ。こいつは死にそうな目に遭あいながらここまで来た。最後まで、したいようにさせてやりたいんだ」

　そしていっそう深くこうべを垂れるキリトの向こうで、青髪のスカウトは、一秒ばかりぽかんと眼を見開いた。

　次にその顔に浮かんだのは──これまでで最大の失笑だった。背後の集団からも、遠えん慮りよのない笑い声が響いた。

「おい……おいおい、あんた、ほんとにプレイヤーだよな？　ＮＰＣじゃないよな？」

　両手を大きく広げたスカウトは、笑いを納め、頭を振ると、肩から流りゆう麗れいな装飾の施ほどこされた弓を下ろした。矢筒からひらりと銀色の矢を抜き、つがえる。

「……悪いけど、俺たちも、このフィールドでだらだら遊んでるわけじゃないんだ。さっき、大きめの邪神に壊滅ワイプさせられかけてね。苦労してリメインライトを全部回収して、やっとパーティーを立て直した所なんだよ。狩れそうな獲物はきっちり狩っておきたい。てことで……十秒数えるから、そいつから離れてくれ。時間が来たら、もうあんたたちは見えないことにするからな。──メイジ隊、支援魔法バフ開始」

　男がさっと手を振ると、部隊の一番後ろに並ぶ魔ま法ほう使いたちが、次々に呪文の詠えい唱しようを始めた。色とりどりのライトエフェクトが弾けるたびに、戦士たちの体を各種のステータス増強魔法が包んでいく。

「十……九……八…………」

　幾いく重えもの効果音を貫つらぬいて、弓使いのカウントダウンが高らかに響き始めた。

　骨が軋きしむほどに両手を握り締め、大きく一度全身をわななかせてから、リーファは掠かすれ声を目の前の背中に掛けた。

「……下がろ、キリト君」

「…………ああ」

　低く応じ、キリトは俯うつむいたまま踵きびすを返すと、底なし孔あなの縁ふちに沿って西へと進み始めた。リーファも並んで歩いた。背後ではスカウトの秒読みが続く。

「三……二……一……。攻撃、開始」

　気負いのない、冷静な指示が聞こえた、その直後。

　猛々しい攻撃魔法の発射音に、重じゆう装そう戦士たちが一斉に駆け出す金属音が重なって響いた。

　背中のすぐ後ろで、圧倒的な爆発音が立て続けに炸さく裂れつし、足元の地面を揺ゆるがした。押し寄せてきた熱風が、リーファの緑色のポニーテールを激しくなびかせる。

　三十歩以上距きよ離りを取ってから、リーファとキリトはもう一度振り向いた。

　ちょうど、戦士たちの剣や斧おの、槍やりが、次々にトンキーの巨体へと叩き付けられるところだった。強きよう烈れつなエフェクト光、重々しい衝しよう撃げき音。邪じや神しん級きゆうモンスターであるトンキーの防ぼう御ぎよ力りよくを、戦士たちの高級装そう備びはきっちりと貫つらぬき、ＨＰゲージを確実な幅で削けずる。

　そのまま数秒間物理攻こう撃げきを続けてから、八人の戦士は大きく距離を取った。入れ替わりに、詠唱を完了した攻撃魔ま法ほうの第二陣が斉せい射しやされ、数名いる弓使いの矢もそれに加わる。

　凄すさまじい爆発が、丸まっていても高さ四メートル以上あるトンキーの胴体を吞のみ込んだ。ぐわっと火柱が吹き上がり、艶つややかだった毛皮を焼き焦がす。ＨＰがさらにがくっと減り、あっという間に全体の十パーセントを喪そう失しつする。
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　と、轟ごう音おんの隙すき間まを縫ぬって、ひゅるる、ひゅるる、という笛のような音が聞こえた。

　間違いなく、トンキーの啼なき声だ。三面巨人に打ちのめされていた時よりもいっそうか細い、切れぎれの声で邪神が啼いている。

　それ以上見ていられず、リーファはさっと左側に顔を背けた。

　すると、いっそう胸を衝つかれる光景が眼に飛び込んだ。

　拳こぶしを握って立ち尽くすキリトの胸ポケットから、小妖よう精せいのユイが顔を出し、華きや奢しやな両手でポケットの縁ふちをきつく摑つかんでいる。

　そしてその可か憐れんな顔はくしゃくしゃに歪ゆがみ、黒い瞳ひとみからは大おお粒つぶの涙があとからあとからこぼれているのだった。懸けん命めいに声を殺し、肩を震ふるわせて泣くピクシーを見た途と端たん、リーファの両眼からも熱く滲にじむものがあった。

　──せめて、あのウンディーネ部隊が、無慈悲なＰＫ集団ででもあってくれたなら！

　それならリーファは彼らを憎むことができた。いつか仇を取ると、死に行くトンキーに約束することができた。

　だが彼らは今、ＭＭＯプレイヤーとして正当な権利を行使しているだけなのだ。モンスターを倒してお金と経験値を稼かせぐことこそが、遥か前世紀に初期のテーブルトーク型が考案された時からＲＰＧの第一目的であり、それは数十年を経てフルダイブ型へと進化した現在でも何ら変わらない。このアルヴヘイムを支配するルール及びマナーは、リーファにウンディーネたちを指し弾だんすることを許さない。

　しかし、たとえモンスターだろうと、いっとき心を通わせ、共に旅をした存在を守れもしないマナーとは何なのか？　その子は友達だから殺さないでと、それすらも言えないルールに何の意味があるのか？

　リーファは、この世界には、謂いわば《魂たましいの自由》があると信じていた。現実世界ではなかなか表に出せない感情を、ここでなら露あらわにできると信じていた。しかしプレイヤーたちは、ステータスを強化し、レア装備を身にまとい、ランクを上げれば上げるほどに、自らの翅はねを縛しばる鎖くさりを重くしていくかのようだ。あのウンディーネたちだって、右も左も判わからない新米妖よう精せいだった頃は、フィールドに遊ぶノンアクティブモンスターを可か愛わいい、殺したくないと思う気持ちを持っていただろうに。

　鉛なまりのようなやるせなさを抱えて立ち尽くすリーファの耳に、高まり続ける攻こう撃げき音と、反比例して弱々しくなるトンキーの啼なき声ごえが途と切ぎれることなく届いてくる。もうＨＰは五割を下回っているだろう。あと二分──いや六十秒か。

「……キリト君」

「リーファ」

　発した声は同時だった。

　リーファは、さっと持ち上げた視線でスプリガンの黒い瞳ひとみを捉とらえて言った。

「……あたし、助けに行く」

「俺おれも行くよ」

　キミはアルンを目指すために離り脱だつして、と口にしかけた言葉を吞のみ込み、リーファは頷うなずいた。ここで二人が斬きり込んだところで、十秒と持たずに死ぬのは目に見えている。この行動には何の実利もない。

　でも、このまま傍ぼう観かんしていることは、リーファの──そして恐らくキリトの信念に悖もとるのだ。リーファたちは三面巨人からトンキーを救い、その後にトンキーはリーファたちを救った。たとえあの邪じや神しんが、サーバーの片隅に記述された単純なコードに従うだけの存在なのだとしても、一度友達と定め、名前まで付けた相手をただ見殺しにするくらいなら、ＶＲＭＭＯをプレイしている意味などない。

「……あのね、今日また、スイルベーンからアルンまで旅するの手伝うからね」

　早口でそう言うと、キリトも剣に手を掛けながら頷うなずいた。

「よろしくな。……ユイ、しっかり隠れてろよ」

「は……はい、パパ、リーファさん。あの……がんばって、ください」

　小妖よう精せいが涙でくしゃくしゃの顔をポケットに納めたのを合図に、キリトとリーファは揃そろって剣を鞘さや走ばしらせた。ジャッ！　という鋭するどい音に、ウンディーネ部隊の端に陣取るメイジの一人が、訝いぶかしげな視線を向けてくる。

　まず狙うのは防ぼう御ぎよ力りよくの低いメイジ隊。アイコンタクトだけで意思確認し、同時に全速ダッシュを掛ける。足元の雪が高く飛び散り、空気がずばんと震ふるえる。

　一息に距きよ離りを詰めたリーファは、ぎりぎりの遠間から、両手で握った草色の長刀を大上段に撃うち込んだ。

「セエェェッ!!」

　苛か烈れつな気勢に、ざしゅっ！　という歯切れのいい斬ざん撃げき音が重なった。緑の雷光となって宙を走った刃が、後衛左端にいたメイジの肩口に炸さく裂れつしたのだ。

　これ以上ない手応えだったが、ウンディーネの着込んだ薄うす蒼あおいローブはやはり相当のレア装そう備びらしく、ＨＰは三割ほどしか削けずれなかった。しかし、杖つえを掲かかげようとしたメイジの胴を、今度は漆しつ黒こくの光が一文字に薙ないだ。僅わずかに遅れて、どかっ！　と重々しい衝しよう撃げき音。キリトの大剣による神速の一撃でゲージが更さらに四割近く減少する。

　声も出せずに体を浮かせたウンディーネに、リーファは容よう赦しやのない連れん撃げきを見み舞まった。小手、小手、面打ちでそれぞれ一割ずつＨＰを奪うばい、辛くもゼロにする。

　ばしゃあっと青い水柱を噴き上げ、メイジのアバターが消しよう滅めつした。漂ただようリメインライトを払いのけ、リーファは次なる敵へと向き直った。

　ここでようやく、トンキーへの遠えん隔かく攻こう撃げきに夢中だった他のメイジたちも異常に気付いたようだった。啞あ然ぜんとした顔で、一人が喚わめいた。

「しょ……正気かよ!?」

「さあ、どうかしら……ね!!」

　叫び返し、リーファは雪を蹴けった。

　さすがに、ウンディーネ族の精せい鋭えいたちの反応は素早かった。それまで詠えい唱しようしていた大型呪じゆ文もんを中断し、ショートレンジの高速呪文へと切り替える。だが、リーファとキリトの突進スピードのほうが僅わずかに上回った。二人目のメイジを盾たてにできるポジションを取り、再び交互に剣技を繰り出す。後ろの術師たちは無理やりスペルを放つが、それらのほとんどは直線軌き道どう型で、リーファたちの服を掠かすめて背後へと抜ける。

　一、二発ほどホーミング型が混じっていて、その直撃に顔をしかめながらも、リーファは体重を乗せた突き技で二人目の敵を仕留めた。すでにキリトは次の目標へと走っている。身の丈たけほどもありそうな巨剣を肩にかつぐように振りかぶり、一いつ瞬しゆんの溜めのあと、大地を割るが如き一撃を──

　不意に、どすっと響いた音の源は、キリトの左肩を射抜いた銀色の矢だった。

　はっと見れば、中間距きよ離りに位置していたスカウトのリーダーが、険けわしい表情で次の矢を番つがえている。その口が動き、強く張った声が命じた。

「剣士隊、戻れ！　メイジ隊が襲おそわれている！」

　直後放たれた二本目の矢は、リーファの胸の中央目掛けて唸うなりを上げて飛んできた。流星のように銀色の尾を引いたそれは余りに速すぎて、リーファは左腕で受けることしかできなかった。どっ！　と鈍にぶい衝しよう撃げきとともに、ＨＰゲージが一割以上減る。たたらを踏んだところに、レーザーめいた高圧水流の魔ま法ほう攻こう撃げきが飛んできて、更さらに右足を射い抜ぬかれる。もちろん痛みはないが、不快な痺しびれに顔が歪ゆがむ。

　キリトもまた、三人目のＨＰを半減させたところで、不可避の氷竜たつ巻まきに吞のまれて打ち倒された。駆かけ寄り、回かい復ふく魔法を使おうとしたリーファの視界に、揃そろってやや大型の攻撃魔法を詠えい唱しようし始めたメイジ隊の戦列が入った。その上、トンキーを取り囲んでいた重じゆう装そう戦士たちも、鬼おにの形ぎよう相そうでこちらに殺さつ到とうしてくる。

　──ここまでか。

　斬きり込んでから、もう五十秒近くが経っている。この人数相手に善戦したほうだろう。これなら、トンキーもきっと許してくれる。

　しゃがんだままリーファは瞼まぶたを閉じ、キリトの肩口に顔を伏せて、魔法か矢か剣がＨＰを吹き飛ばす瞬しゆん間かんを待った。

　しかし、攻撃音より早く聞こえたのは、リコーダーの音色を数万倍に増ぞう幅ふくしたような、高らかな啼なき声だった。冷たい空気を強きよう烈れつに震わせ、彼方かなたの雪山にこだまとなって響くその声は間違いなくトンキーのものだが、いままでのか弱い悲鳴とは明らかに違った。

　まさか、とうとう死んでしまったの。そう思って、リーファは歪ゆがめた顔を丘の上へと向けた。

　見えたのは、楕だ円えん形の胴体に刻きざまれた、幾つもの深いひび割れだった。それらはみるみる長さを増し、互いに繫つながっていく。

「あ…………」

　細い声を洩もらしながら、リーファは無数の亀き裂れつから邪じや神しんの黒い血が噴き出す光景を予期した。

　だが──。

　迸ほとばしったのは、とてつもなく眩まばゆい純白の光だった。

　くわぁぁん、という甲かん高だかい共鳴音とともにトンキーの体から環かん状じように放たれた白光が、ウンディーネの剣士たち、射手たち、術師たちを包んだ。途と端たん、彼らの体を覆おおう支し援えん魔法のオーラや、詠えい唱しよう途上だった攻こう撃げき魔ま法ほうのエフェクトが煙となって蒸発した。

　……範囲解呪能力フイールド・デイスペル！

　一部の高レベルボスモンスターだけが持つ特殊能力だ。最下級のはぐれ邪じや神しんが操るアビリティにしては強力すぎる。何が起きたのか解わからず、リーファも、キリトも、二十二人のウンディーネたちも一いつ瞬しゆん凍こおりついた。

　幾いくつもの視線が集まるなか、亀き裂れつを白い輝かがやきで満たしたトンキーの胴体が、音もなく四散した。いや、違う。吹き飛んだのは、硬く分厚い殻からだけだ。いまだ留まり続ける光の塊かたまりから、螺ら旋せん状じようの尖せん塔とうのようなものが伸び上がっていく。

　見上げるほど高く、高く屹きつ立りつした光の螺旋が、ふわりと回転して解ほどけた。

　放射状に広げられたのは、真っ白い輝きを帯びた、四対八枚の翼だった。

「……トンキー…………」

　呟つぶやいたリーファの声が聞こえたかのように、翼の根元から、それだけは以前と変わらない象っぽい顔が持ち上げられた。長い鼻を高々と掲かかげ、ひらひらした耳を大きく広げ──。

　ひゅるるるるう！　と再度高らかな声を放ってから、もう水母くらげではなくなってしまった邪神は、八翼を大きく羽ばたかせて垂直に舞い上がった。

　丸かった胴体は、細長い流線型に変化している。その腹からは二十本の肢あしが垂れているが、以前の鉤かぎ爪つめつきの触しよく手しゆではなく、今は植物の蔓つるを思わせる。残り一割程度だったＨＰゲージまでが、一気にフル回復していることにリーファは気付いた。

　高度十メートルほどで停止したトンキーの羽が、前触れもなく、それまでとは色合いの違う青い輝きに満たされた。

「あっ……やばっ……」

　と唸うなったのはキリトだった。いきなりリーファの体を抱え込み、どすんと雪上に伏せさせる。

　直後、トンキーの肢すべてから、恐ろしい太さの雷らい撃げきが次々に地上へと降り注いだ。

　悲鳴を上げる間もなく、いかづちに撃うたれたウンディーネたちが轟ごう音おんとともに吹き飛ばされる。さすがに剣士たちは耐えたようだが、弓使いやメイジの中には一撃でアバターを四散させる者もいる。

「丘下まで後退！　密集陣形で回復ヒールおよび再リ支バ援フ！」

　スカウトの部隊長が流石さすがの立ち直りを見せて叫び、生き残った二十名弱が一斉に坂を駆け下っていく。がしゃっと音を立てて重じゆう装そう剣士が壁を作り、その背後で術師が詠唱を始める。

　しかし、宙を滑すべるようにそれを追ったトンキーの羽が、今度は純白の光こう芒ぼうに満たされた。

　くあぁっ！　というあの音が響き、一切の魔法力を無効化する光の環わが降り注ぐ。完成直前だった幾いくつもの呪じゆ文もんが、空むなしく煙となって散る。

「くそっ!!」

　スカウトが、ここでついに感情を剝むき出しにして叫んだ。さっと手を動かし、真上に向けて矢を連射する。それらは真っ黒い煙の尾を引き、たちまち煙えん幕まくを作り出して部隊の姿を隠す。

「撤てつ退たい、撤退!!」

　の声とともに、ウンディーネ隊が一直線に走り去っていく様子が、リーファの位置からは見えた。逃げると決めればそのスピードは見事なもので、たちまち青い妖よう精せいたちの姿は雪の稜りよう線せんの彼方かなたへと消え去った。

　もちろん、飛行型に生まれ変わったトンキーなら、地上を走るプレイヤーを捕ほ捉そくするなど容た易やすかったろう。しかし邪じや神しんは一声勝利の声を響かせるにとどめ、片側四枚の羽根を波打たせるとくるりと方向を変えた。

　そのまま、わっさわっさと飛んでくると、リーファたちのすぐ頭上でぴたりと止まった。色がやや白っぽくなった象頭から、六個の目玉がぎょろりと二人を見下ろした。

「…………で、これから、どうすんの」

　と、キリトがどこかで聞いたような台詞せりふを呟つぶやいた。

　それに対する答えは、無造作に伸ばされた長い鼻だった。リーファとキリトをぐるりと巻き取り、問答無用で地面から引っこ抜く。やっぱりか！　と胸中で思う間もあればこそ、またしても背中に放り出され、二人そろってお尻しりからどすんと着地する。

　顔を見合わせ、同時に剣を収めてから、リーファはとりあえずすりすりと白い毛皮を撫なでた。気のせいか、毛も以前より長く、柔やわらかくなっているようだ。

「…………何はともあれ、生きててよかったね、トンキー」

　呟くと、キリトの胸ポケットからすぽっと顔を出したユイが、嬉うれしそうに両手を叩きながら言った。

「ほんとに良かったです！　生きてればいいことあります！」

「だといいけどな……」

　首を振りながらキリトが唸うなり、上と下を順に眺ながめた。

　トンキーがこの後またどこかに移動するのは間違いないだろう。その行き先が、ヨツンヘイム中心にぽっかり開いた大穴の底──ということにでもなれば、事態はますます混迷を極める。だが幸い、一声ひゅるると啼ないてからトンキーが目指したのは、遥か頭上に威容を見せる世界樹の根だった。

　滑なめらかな毛に包まれた翼が波打つように順番に空気を叩くたび、邪神の巨体は軽々と薄うす闇やみの中を上昇していく。大きな螺ら旋せんを描いて高度が上がるにつれ、広大なヨツンヘイム全土がリーファの視界に広がる。

「わぁ…………」

　思わず声を洩らしながら、リーファは美しくも残ざん酷こくな氷雪の世界をぐるりと眺めた。

　このフィールドは飛行不可ゆえ、高空から見下ろしたのは恐らくリーファたちが初めてのはずだ。反射的にウインドウから撮影アイテムを取り出しかけてから、思い直してきゅっと両手を握った。視界のスクリーン・ショットは保存できても、今のこの気持ちを記録することはきっとできない。悲しさや嬉うれしさ、やるせなさと解放感が入り混じったこの複雑な感情だけは。

　そんなリーファの胸のうちを知ってか知らずか、トンキーはやや速度を落としてゆっくりと旋せん回かいすると、再び強く羽ばたいた。

　突然、上側から視界に入ってきたものとの距きよ離り感かんを、リーファはすぐには摑つかめなかった。

　青く透すき通った逆円えん錐すい形の氷ひよう塊かいと、それと網あみのように抱え込む黒いチューブ。世界樹の根っこだ。

　遠近エフェクトの感じからして、巨大氷柱の全長は軽く二百メートル以上あるだろう。地上から推すい測そくしたとおり、その内部は幾いくつもの層に区切られ、氷のダンジョンを形成しているようだ。

　声もなく眼を見張るリーファは、ふと、氷柱の一番下──鋭するどく尖とがった突とつ端たんに、一際強く瞬またたく金色の光があるのに気付いた。

　眼を凝こらすがよく見えない。無意識のうちに右手を掲かかげ、短いスペルを唱える。

　掌てのひらの先でとぷんと水の塊かたまりが揺れ、それはすぐに氷結して扁へん平ぺいな結晶へと変わった。キリトがさっそく顔を寄せてくる。

「何それ？」

「遠見氷晶アイススコープの魔ま法ほうよ。ほら、あのでっかいツララの先っぽに、何か光ってるでしょ……」

　言いながら、キリトと頰ほおをくっつけるようにして大きなレンズを覗のぞき込む。ぐうっと引き寄せられた視界の中央で金色の光が揺ゆれ、やがて鮮明な姿へと結けつ像ぞうする。

「うばっ!!」

　光の正体を見た途と端たん、リーファは乙女おとめらしからぬ声を出してしまった。

　氷柱の先端に封じられているのは、透き通るような黄金の刀身を持つ、恐ろしいまでに壮そう麗れいな一振りの長剣だった。刃を包む燐りん光こうや、微び細さいな装飾からしても、その剣が伝説武器レジエンダリイ・ウエポンにカテゴライズされることは明らかだ。いや、それ以前に、リーファは黄金剣の名前を既に知っていた。

「せ……《聖剣エクスキャリバー》だよ、あれ。前にＡＬＯの公式サイトで写真だけ見たもん……ユージーン将軍の《魔剣グラム》を超える、たった一つの武器……今まで所在も解わからなかった、最強の剣」

「さ、最強……」

　リーファが掠かすれ声で解説すると、キリトもごくりと唾つばを吞のみ込んだ。

　封印された剣の上に、氷を穿うがって細い螺ら旋せん階段が伸びているのが見える。階段はそのまま、巨大氷柱内部のダンジョンと接続しているようだ。つまり、あのダンジョンを突破できれば、サーバーに一本しかない究極の武器を入手できるということだ。

　固まる妖よう精せい二人を乗せた邪じや神しんトンキーは、青い氷柱に沿うように螺旋軌き道どうを描いて、尚なおも上昇を続ける。聖剣から眼を引き剝がし、行く先を見上げたリーファは、同時に二つのものを視認した。

　まずは、氷柱の中ほどからプラットフォーム状に突き出したバルコニーだ。トンキーの軌き道どうはその縁ふちを掠かすめるようだ。飛び移ろうと思えば充分可能だ。

　そして更さらにその上空、氷に覆おおわれたヨツンヘイムの天てん蓋がいから垂れ下がる、階段を刻きざまれた一本の根っこ。階段はそのまま天蓋を貫つらぬき、上まで伸びているようだ。間違いなく地上──アルヴヘイムへの脱出経路だろう。

　氷柱ダンジョンから伸びるバルコニーと、地上へと続く階段は連結していない。バルコニーに飛び降りれば聖剣入手に挑む機会は得られるだろうが、そのあとはもう階段まで行く術すべは残るまい。

　まったく同じ結論に、キリトも同時に辿たどり着いたようだった。バルコニーと階段に、何度も視線を往復させている。そうこうしている間にも、まずバルコニーのほうがどんどんと近づいてくる。あと二十……いや十秒で決断しないと……。

　声を出せないままの二人を乗せたトンキーはゆっくりと広いバルコニーに達し、その縁に沿って平行に飛んだ。リーファとキリトの、ＶＲＭＭＯプレイヤーとしての本能的衝しよう動どうによって、二人の体が同時にびくりと震ふるえた。

　──しかしもちろん、二人とも飛び降りることはなかった。

　顔を見合わせ、やや照れの混じった笑顔を浮かべて、リーファは言った。

「……また来よ。仲間いっぱい連れて」

「そうだな。多分このダンジョン、ヨツンヘイムでも最高難度なのは間違いないしな。俺おれたち二人じゃ突破できないよな……」

「あー、キミ、未み練れんたらたらすぎ！」

　あははっと笑う間にトンキーは呆あつ気けなくバルコニーを通り過ぎ、更に上昇を続けた。見下ろすと、氷のダンジョンに穿うがたれた四角い入り口の奥に、おどろおどろしい邪じや神しんの影があった。地上でトンキーを襲おそっていた三面巨人によく似ているが、更に強きよう烈れつそうな人型タイプだ。

　恐らくこのダンジョン最深部に住まうヨツンヘイム最強の邪神も、同じ一族なのだろう。そしてトンキーたち一部の異い形ぎよう邪神は彼らと敵対しており、こうしてプレイヤーを届ける役を担になっているのだ。だからこそ、あの巨人はトンキーが羽化する前に殺そうとしていたというわけだ。

　もし機械的に邪神を狩るパーティーに参加していれば、巨人だけを倒して象ぞう水母くらげを助けるなどという発想すら出てこなかったろう。キリトとたった二人で落っこちてきたからこそこのイベントが、いや友情が生まれたのだ。

　そんな推すい測そくを巡めぐらせる間にも、トンキーはみるみる天蓋へと近づいていく。その片かた隅すみから垂れ下がる、階段つきの根っこがもうはっきりと見える。

　ひゅるる……、と声を上げ、トンキーは翼を広げてスピードを落とした。ふわふわと漂ただようように滑かつ空くうし、やがて長い鼻を伸ばすと、階段に近い木の根の先端をまるでもやい綱のように巻き取って停止した。

　目の前でぎしぎしと軽く揺れる木の階段を見つめ、リーファは立ち上がった。

　自然な動作でキリトの手を取り、順番に一番下の段へと乗り移る。

　背中の荷か重じゆうが消えたことを確認するように身をゆすると、トンキーはふわっと鼻を解とき、やや高度を下げて巨体を回転させた。

　巨大な象頭からするすると伸ばされた鼻の先端を、リーファはもう一方の手でぎゅっと握った。

「……また来るからね、トンキー。それまで元気でね。もう他の邪じや神しんに苛いじめられたらだめだよ」

　囁ささやきかけ、手を離す。次にキリトが鼻を握り、最後に胸ポケットのユイも、余りに小さな両手で鼻から伸びる毛の一房をきゅっと握った。

「またいっぱいお話しましょうね、トンキーさん」

　ピクシーが微ほほ笑えみながら発した言葉に、邪神はふるるると喉のど声で答えると、翼を順に折りたたんだ。

　そのまま、物凄い速さで下降していく。みるみる小さくなる。

　最後にきらりと一度羽毛を輝かがやかせ、不思議な邪神はヨツンヘイムの薄うす闇やみへとその姿を溶かした。きっとこれからは、苛める者のいない大空を気ままに飛びまわって暮らすのだろう。そして、いつかもう一度リーファがあの大穴の縁ふちに立って名前を呼べば、また背中に乗せてくれるに違いない。

　リーファは目尻に滲にじみかけた涙をぐいっと拭ぬぐい、キリトと顔を見合わせるとにこっと笑った。

「さ、行こ！　多分、この上はもうアルンだよ！」

　元気な声で言うと、キリトも大きく伸びをしながら応じた。

「よし、最後のひとっ走りと行くか。……あのなリーファ、上に戻っても、聖剣のことはナイショにしとこうぜ」

「あーもう、なんか大事なものが台無しになったよいまの発言で……」

　黒衣のスプリガンの肩を軽く小突くと、リーファは手を繫つないだまま、太い木の根を貫つらぬく螺ら旋せん階段を勢いよく駆け上り始めた。

　巨大ミミズの体内を転げ落ちたときは三分足らずだったが、自分の脚あしで戻ろうとすると通路はやたらと長かった。光るキノコにぼんやりと照らされた階段をひたすらに辿たどり、段数をかぞえる努力も早々に放ほう棄きして、およそ十分以上も経過した頃──ついに、行く手にひと筋の細い光が現れた。

　キリトと無言で眼を見交わし、最後のスパート。二段飛ばしで突進し、木の壁に開いたうろへと頭から突っ込む。

　すぽん！　と飛び出した先は、苔こけむした石のテラスだった。勢いのままに一回転し、石いし畳だたみにしたたか尻しり餅もちを突く。

　一いつ瞬しゆん両眼をつぶってから、がばっと上げた顔の前に広がっていたのは──。

　あまりにも美しく荘そう重ちような、積せき層そう都市の夜景だった。

　古代遺い跡せきめいた石造りの建築物が、縦横にどこまでも連なっている。黄色いかがり火や青い魔ま法ほう光、桃色の鉱こう物ぶつ燈とうが列をなして瞬またたく様は、まるで星ほし屑くずを撒まいたようだ。その明かりの下を行き交うプレイヤーのシルエットは大小厚薄統一感がない。妖よう精せい九種族が均等に入り混じっているのだ。

　しばし煌きらびやかな夜景に見入ってから、ふと顔を真上に向けた。

　濃のう紺こんの夜空を、枝葉の形にくっきりと切り取る影が確かに見えた。

「…………世界樹…………」
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　一声呟つぶやいてから、リーファは隣となりのキリトに視線を移し、言った。

「…………間違いない。ここが《アルン》だよ。アルヴヘイムの中心。世界最大の都市」

「ああ。……ようやく、着いたな」

　頷うなずいたキリトの胸ポケットからユイが顔を出し、輝かがやくような笑みを浮かべた。

「わあ……！　わたし、こんなにたくさんの人がいる場所、初めてです！」

　それはリーファも同じだった。種族の領地を出て、自由に冒険を楽しんでいるプレイヤーがこれほどいようとは、今までまったく思いもしなかった。

　二人と一人は、高台のテラスの縁ふちに座り込んだまま、しばし巨大都市の喧けん騒そうに体をひたし続けた。

　しかしやがて、パイプオルガンのような重厚なサウンドが大音量で響き渡り、リーファたちを物思いから醒さめさせた。続けて、ソフトな女性の声が空から降り注ぐ。午前四時から週に一度の定期メンテナンスが行われるため、サーバーがクローズされるという運営アナウンスだ。こんな時間までログインし続けたことは今までなかったので、リーファも聞くのはこれが最初だった。

　ほんとうに、昨日から初めてのことばっかりだな、と思いながら両りよう脚あしを大きく前に振り出し、立ち上がる。

「今日はここまで、だね。一応宿屋でログアウトしよ」

　同じように立ったキリトにそう言うと、スプリガンは一度頷うなずいてから訊きいてきた。

「メンテってのは、何時まで？」

「今日の午後三時までだよ」

「そうか……」

　軽く眼を伏せてから、キリトは不意に上空を見つめた。

　その先、遥はるか高みには世界樹の枝が四方に広がっている。

　キリトの黒い瞳ひとみが細められ、口元がわずかに動くのを見た途と端たん、リーファはこの少年がアルヴヘイムにやってきたそもそもの目的を思い出していた。

　世界樹の上にいる、《誰だれか》に会うこと。

　いったいそれは誰なんだろう。クエスト上のＮＰＣでないのなら、運営サイドのスタッフか、それとも……。

　しかし、その先を考える前に、キリトがいつもの表情で顔を戻して言った。

「さ、宿屋を探そうぜ。俺おれもう素す寒かん貧ぴんだから、あんま豪ごう華かじゃないとこがいいな」

「……イイカッコして、サクヤたちに全財産渡したりするからよ。宿代くらい取っときなさいよね！」

　一いつ瞬しゆんの思考を振り払って笑うと、リーファはキリトの胸ポケットのユイに訊たずねた。

「パパはああ言ってるけど、近くに安い宿屋ある？」

　不思議なことに、ナビゲート・ピクシーもまた小さな眉まゆを寄せて世界樹を凝ぎよう視ししていたようだったが、すぐに笑顔を浮かべて答えた。

「ええ、あっちに降りたところに激安のがあるみたいです！」

「げ、激安かぁ……」

　引きつるリーファにおかまいなしに、キリトがすたすたと歩き始めたのでやむなくその後を追う。

　夜よ更ふかしのし過ぎで強きよう烈れつに眠いはずなのに、小さな胸騒ぎを感じてリーファは最後にもう一度世界樹を見上げた。

　しかしもちろん、遥か夜空に沈む枝葉のどこにも、何も見つけることはできなかった。
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　アスナ／結ゆう城き明あ日す奈なは、二〇二五年一月現在、二重の意味で囚とらわれの身となっている。




　第一の檻おりは、周囲を取り囲む黄金の格こう子しだ。鳥とり籠かごを人間サイズに拡大した優美かつ華きや奢しやな代物だが、しかしいかなる手段を用いようとも破壊することはできない。

　なぜなら、一本の直径が一センチほどしかない格子は、金属ではなくデジタルコードで構成された仮想の３Ｄオブジェクトだからだ。システムに《破壊不能》と記述されている以上、たとえ大おお金かな槌づちで殴おう打だされてもその表面にはかすり傷ひとつつかない。

　そして第二の檻は、アスナがダイブするこの仮想世界そのものだ。

　世界の名前は《アルヴヘイム・オンライン》。略称をＡＬＯ。《レクト・プログレス》なる企業によって運営される、仮想大規き模ぼネットワークＲＰＧ──いわゆるＶＲＭＭＯゲームである。

　ＡＬＯそのものは何ら変へん哲てつのないネットゲームとして稼か働どう中で、数万人規模の一般ユーザーが接続料金を払って楽しんでいる。だがその裏では、たった一人の男の邪じや心しんに端を発した、大掛かりな非ひ合ごう法ほう・非ひ人じん道どう的てきプロジェクトが進行している。

　このＡＬＯを動かす基き幹かんシステムは、二〇二二年から二四年にかけて日本中を震しん撼かんさせた《ソードアート・オンライン》の複製なのだ。

　ＳＡＯの開発・運営企業だった《アーガス》は、一万人の老若男女が仮想世界の虜りよ囚しゆうとなり、実にその四割が死亡するという恐るべき事件の余波を受けてひとたまりもなく消しよう滅めつ。ＳＡＯサーバーの維持管理は、大手電子機器メーカー《レクト》のフルダイブ技術研究部門に委い託たくされた。その要職にあった問題の男は、基幹システムのコピーからＡＬＯを立ち上げて子会社に運営させたのみならず、デスゲームがクリアされ、即時解放されるはずだったＳＡＯプレイヤーの一部、三百人の意識をそのままＡＬＯサーバーに《拉ら致ち監禁》した。

　男の目的は、三百人の脳を実験台に、フルダイブシステムによる記憶及び感情の操作技術を研究することだ。

　同様に男は、アスナの意識をもまたＡＬＯ世界に幽ゆう閉へいした。アルヴヘイムの中央にそびえる《世界樹》の、決して他のプレイヤーが辿たどり着けない高さの枝にぶら下げた鳥とり籠かごにアスナのアバターを閉じ込めたのだ。こちらの目的は、アスナが現実世界で昏こん睡すいしているあいだに事実上の夫に納まり、アスナの父にしてレクト最高経営責任者・結ゆう城き彰しよう三ぞうの後継者の座を得ること。ＳＡＯ事件解決から二ヶ月が経った今、どちらの目的もほぼ達成されつつある。

　男の名前は須す郷ごう伸のぶ之ゆき。

　またの名を、アルヴヘイムの支配者、《妖よう精せい王おうオベイロン》。




　苦労して読み取った開錠番号を使用し、ついに黄金の鳥籠から外に出たアスナは、円えん弧こを描く地平線に今まさに沈まんとしている真っ赤な太陽を左に見ながら慎重に進んだ。

　恐ろしく太い《世界樹》の枝に刻きざまれた通路は、低い壁や床面に精せい緻ちな模様が彫ほり込まれ、左右に伸びた若芽が天然の手すりになっている意い匠しようと合わせて、いかにもファンタジー然とした雰囲気を漂ただよわせている。時折顔を出す小さな獣や小鳥といった動的オブジェクトが配置されていることからしても、この場所が《ゲームの内部》であることは確かだと思える。

　まさかモンスターまでは出ないだろうと思いつつも、充分に警けい戒かいしながら数分歩くと、ようやく木の葉のカーテンの向こうに世界樹の本体と思われる巨大な壁が見えてきた。枝と幹みきとの接合部分の上にぽっかりと木のうろのような穴が黒く口を開け、小路はその中へと続いている。無意識のうちに足音を殺しながら、アスナは慎重にその穴へと近づいた。

　すぐ前まで来てみると、入り口自体は天然の樹木を模もしてうねった楕だ円えん形だったが、その奥に明らかに人工的な長方形のドアがあるのがわかった。ノブに類するものはないが、タッチパネルのようなプレートが据すえられている。ロックされていないことを祈いのりながら、そこに指先を触れさせる。

　と、音もなくドアが右にスライドした。息を詰めて内部に人の気配がしないのを確かめ、素す早ばやく体を滑すべり込ませる。

　内部は、そのまま奥へと続く、オフホワイトの直線的な通路だった。薄うす暗ぐらく、所々でオレンジ色の照明が無機質な壁面を照らしている。見事な樹木の造形美を見せていた外部の通路と違い、ここはオブジェクトを配置する手間を惜しんだのか、一切の装飾のないのっぺりとした造りだ。

　まるで、ゲーム世界が突然オフィスの書庫か何かに変わってしまったかのようだった。白い無地の床を踏む剝むき出しの足から、ひんやりとした冷気が伝わってくる。その感かん触しよくに、いよいよ敵の牙が城じように侵入したのだ、という事実を容よう赦しやなく認識させられ、アスナは唇を嚙かみ締めた。

　須す郷ごう伸のぶ之ゆきは、茅かや場ば晶あき彦ひことは別種の狂気に支配された男だ。

　企業の一員でありながら、その立場を利用して三百人の脳を虜りよ囚しゆうとし、危険な人体実験に供するなど尋じん常じような精神状態ではない。彼の行動原理は、飽くなき欲望そのものだ。常により多くを手に入れたいという、底なしの餓うえに衝つき動かされている。それは子供の頃から近くにいたアスナが一番よく知っている。

　須郷は今、アスナの一部を手に入れ、やがては全てを手に入れられるという確信によってある程度の満足を得ている。だがアスナが己を出し抜き、鳥とり籠かごからの脱出を試みたと知れれば怒り狂うに違いない。現状で可能な限りの屈くつ辱じよくを与え、その上で邪じや悪あくな研究の生いけ贄にえとして捧げることも厭いとわないだろう。そう思うと膝ひざから力が抜けそうになる。

　だがここで引き返し、鳥籠に戻れば、アスナは本当の意味で須郷に屈したことになる。もしキリトなら、決してここで立ち止まりはしないだろう。たとえ手に剣は無くとも。

　アスナはしっかりと背筋を伸ばすと、通路の先を見つめた。鉛なまりのように重い足をどうにか動かして一歩踏み出す。いちど歩き出すと、後はもう止まることはなかった。

　通路は無限に続くとも思われた。上下左右のパネルには継ぎ目どころか傷ひとつなく、自分が本当に前進しているのかだんだん判らなくなってくる。たまに天井に現われるオレンジの光源だけを頼りにひたすら歩き続け、ついに正面に二枚目の扉が見えてきたときは思わずほっと息をついた。

　扉は先程のものとまったく同じだった。再び、パネルに慎重に指先を触れさせる。無音でドアがスライドする。

　その奥は、今度は左右に広がる、まったく同じような通路だった。げんなりしながらドアをくぐる。と、驚いたことに、数秒後自動で閉まったドアは、その瞬しゆん間かん何の痕こん跡せきも残さず壁面に溶け込んでしまった。慌あわててあちこち触るが、開く様子はなかった。

　アスナは肩を竦すくめると、ドアのことは忘れることにした。どうせ戻るつもりのない場所だ。顔を上げ、左右を眺める。

　通路は、今度は直線ではなく、ゆるやかに円えん弧こを描いているようだった。一瞬考えたあと、右方向へと歩き出した。

　ひたひたと微かすかな足音を響かせながら、ひたすら進み続ける。またしても見当識が怪しくなり始め、ひょっとして円形の通路をぐるぐると何周も歩いているのではないかと思えてきた頃──とうとう壁以外のものがアスナの視界に入った。

　カーブの内側、ライトグレーの壁に、何かポスターのようなものが貼られていた。思わず駆かけ寄ると、それはこの場所の案内図のようだった。食い入るように表示を眺める。

　長方形のオブジェクトの上部には、味気ないフォントで《ラボラトリー全図　フロアＣ》と書かれている。その下に、簡単な絵図。どうやら現在位置は、真円形の通路が三階層に重なった、その最上部らしかった。

　アスナが今いるフロアＣには、円形の通路以外何もない。先程通ってきた鳥とり籠かごへと続く直線の通路も表示されていない。だが、下のフロアＢ、さらに下のフロアＡには、円えん環かん通路の内側に様々な施設──《データ閲えつ覧らん室》だの《主モニター室》だの《仮眠室》などというものまでがある。

　フロア間の移動は、地図上で円環の頂点部分に表示されているエレベータで行うようだった。俯ふ瞰かんで描かれた円形の三フロアを一本の垂直線が繫つなぎ、更さらにその下まで長く伸びている。

　エレベータの直線を眼で辿たどっていくと、一番下には長方形の広い部屋があるようだった。その上に記された文字を読んだ途と端たん、アスナの背中を軽い悪お寒かんが走った。《実験体格納室》、そこにはそう書かれていた。

「実験体……」

　小さく呟つぶやいたその言葉は、アスナの口の中に苦い後味を残して消えていった。

　ここが須す郷ごうの非ひ合ごう法ほう研究施設であるのは間違いないと思われた。確かに、研究の全てを仮想世界内で行えば、それを会社に隠いん蔽ぺいするのは容た易やすいことだ。もし秘密が露ろ見けんしそうになっても、指先ひとつで全てをまとめて消去でき、あとには紙一枚残らない。

　そしてこの施設の目的を鑑かんがみれば、《実験体》という単語の意味するものはただひとつだった。須郷に拉ら致ちされた旧ＳＡＯプレイヤー。彼らの精神が、いかなる形によってか、案内図に示された格納室なる場所に囚とらわれているのだ。

　アスナはしばし黙もつ考こうしたあと、身を翻ひるがえして湾わん曲きよくした通路を再び歩き始めた。早足で数分進むと、やがて通路の左手、外周側の壁に飾り気の無いスライドドアが現われた。そばの壁面にプレートが据すえられており、小さな下向きの三角印が浮き上がっている。

　一回深呼吸をしてから指先でそこに触れる。すると即座にドアがスライドし、直方体の小部屋が出現した。中に踏み込み、体を半回転させると、現実のエレベータにそっくりな操作盤が眼に入る。

　一瞬の逡しゆん巡じゆんのあと、アスナは並んだ四つのボタンのうち一番下のものを押した。ドアが閉まり、驚いたことにわずかな落下感覚が体を包んだ。アスナを乗せた小さな箱は、仮想の大樹の深部目指して無音で降下し、数秒後、仮想の減速感を伴ともないつつ停止した。つるつるした純白のドアに、直前までは存在しなかった裂さけ目が縦に入り、左右に開く。

　アスナは可能な限りの静かな動作で、そっとドアの向こうへと足を踏み出した。

　眼前には、上層と同じような味気ない構造の通路が一直線に伸びていた。人の気配がないのを確かめ、歩き始める。

　オベイロンに与えられた衣い装しようは、シンプルな薄手のワンピース一枚のみという非常に心こころ許もとないものだが、素足なのがこの状況ではありがたい。靴を履はいていれば多分、避けがたく足音のサウンドエフェクトが発生してしまうところだ。かつてのＳＡＯでは、こちらに気付いていないモンスターへの背面攻撃バツクアタツクや待ち伏せアンブツシユを試みるときは、防ぼう御ぎよ力りよくの低下を覚悟で素足になったりしたものだ。

　実戦以外でも、アルゲードの廃はい墟きよ地区を舞台にキリトやクライン、リズたちと《不意打ちゲーム》を何度もやったが、もともと軽けい装そうのアスナはほとんどノイズ発生源がないためにコンスタントに上位に入った。しかしキリトにはなぜかバックアタックが成功せず、一度業ごうを煮にやして素足での接近を試みたのだが、木剣がキリトの後頭部にヒットする直前で察知され、あっさり回避された挙あげ句く、足をむんずと摑つかまれて笑い死ぬかと思うほどくすぐられてしまった。

　もはや存在すら定かでない現実世界よりも、あの頃ころに戻りたい──、不意に浮かび上がってきた涙とともにそう思ってしまってから、アスナは頭を振って感かん傷しようを払い落とした。

　キリトが現実世界で待っている。唯ゆい一いつ、自分がいるべき場所は彼の腕の中だけだ。そのために今は前に進むのだ。




　通路は、そう長いものではなかった。歩くうちに、前方にのっぺりとした扉が見えてくる。

　ロックされていたら、上層のラボラトリーでシステムコンソールを探そう、そう思いながらドアの前に立つと、予想に反してそれは音もなく左右に開いた。奥からさっと差し込んできた強きよう烈れつな光に、思わず眼を細める。

「…………!?」

　内部をひと目見た途と端たん、アスナは息を吞のんだ。

　途と方ほうもなく広大な空間だった。

　真っ白い、超巨大なイベントホールとでも言おうか。遥はるか遠く、左右と奥に垂直にそびえる壁面は、ディティールがまったく無いために遠近が感じ取れない。天てん井じようは一面に白く発光し、そして同じく白いフロアには──びっしり、かつ整せい然ぜんと、短い柱のようなものが並んでいた。

　視界に動くものがないのを確かめ、アスナは恐る恐る内部へと歩を進めた。

　柱型オブジェクトは、アスナの側から見る限り、十八本の列をなして配置されている。この空間が正方形なのだとすれば、それらはその二乗、ほぼ三百もの数が存在することになる。恐怖心を押し殺しながらそのうちのひとつに近づく。

　床面から、アスナの胸あたりの高さまで、白い円柱が伸びている。太さは両手でどうにか抱えられるほどだ。平へい滑かつなその上面に、わずかな隙間をあけて何かが浮かんでいる。それは、どう見ても──人間の、脳のう髄ずいだった。

　サイズは実物大だが、色合いはリアルなものではない。青紫色の半透明素材で構成されている。オブジェクトとしては非常に精せい緻ちで、ホログラフ表示というよりはサファイアを加工した彫ちよう像ぞうにも思える。

　よくよく観察すると、透すき通る脳の各所には周期的に光の筋が走り、それが消えたあたりでパッとカラフルな火花が散る。まるで極ごく細ぼその線香花火を幾いくつも束ねたかのようだ。

　アスナが眉まゆをひそめて見守っていると、放射状に走る光ネットワークの一部が、不意に脈みやく動どうを強めた。末端のスパークも、それまでの黄色から赤へと色を変え、激しく明めい滅めつを繰くり返す。脳のう髄ずいの下側に表示された半透明のグラフが、鋭するどいピークを次々に記録する。その横をだーっと流れる微細なログには、数字や記号に混じって、Pain、Terror、などの単語が散見される。

　……苦しんでる。

　直感的に、アスナはそう悟った。

　この脳は今、巨大な痛み、悲しみ、あるいは恐怖に苛まれて苦く悶もんしている。次々に発火するスパークは脳の悲鳴だ。アスナの眼前に、脳髄を収める誰だれかの顔が幻げん視しのように薄うっすらと浮かぶ。その顔は限界まで顔を歪ゆがめ、顎あごが外れそうなほど口を開いて、何度も何度も無音の絶叫を振り撒まく。

　恐ろしい想像に耐えられなくなり、アスナは数歩後あと退じさった。頭の中に、上層で見た案内板──《実験体格納室》──と、オベイロンの台詞せりふ──《感情を操るテクノロジー》──がフラッシュバックした。それらと眼の前の光景が結び合わされ、ある結論が浮かび上がる。

　つまり、この脳髄及び周囲の数百に及ぶ脳たちは、コンピュータによって生成された仮想オブジェクトではなく本物の人間──かつてのＳＡＯプレイヤーたちのリアルタイムモニタ映像なのだ。ゲームクリアに伴ともなって解放されるはずが、須す郷ごうの手によってこの場所に幽ゆう閉へいされ、ナーヴギアによって思考、感情、記憶までも操作するという悪魔の研究に供きようせられているのである。

「なんて……なんて酷ひどいことを……」

　アスナは両手で口を覆おおいながら喉のどの奥で呟つぶやいた。

　ここで行われている研究は、ヒトクローン技術と同様に、人間が手を触れてはいけない絶対の禁きん忌きだ。単に犯罪行為というだけではない。人の思考、つまり魂たましいという、最大にして最後の尊そん厳げんが踏みにじられ、破は壊かいされている。

　強こわ張ばった首を動かし、視線を右に振る。二メートルほど離れたその場所にも同様の円柱が生え、その上に青く透すき通る脳が浮かんでいる。造形は細部にいたるまでまったく同じだが、こちらの《誰か》が瞬またたかせる光回路はやけに緩かん慢まんだ。スパークの色は僅わずかに赤みがかった黄色で、まるで液体のようにとろりとして見える。

　その向こう……さらにその向こう、無限とも思える数で整列する虜りよ囚しゆうたちは、多種多様な色彩でクリスタルの脳髄を染めながら、その奥では皆が絶望の叫びを上げているように思えた。

　アスナはパニックの衝しよう動どうを必死に押さえつけ、目め尻じりに溜たまった涙の粒つぶをぐいっと拭ぬぐった。

　こんなことは許されない。いや、絶対に許さない。自分とキリトが命を賭かけて戦ったのは、須す郷ごうにこんな所しよ業ぎようを為さしむるためでは決してない。絶対にこの悪事を暴き、あの男に相応ふさわしい罰を与えなくてはならないのだ。

「待っててね……すぐ、助けるからね……」

　呟つぶやくと、アスナは苦く悶もんする脳の側面をそっと撫なでた。次いでキッと顔を上げ、立ち並ぶ柱の間を、部屋の奥目指して早足で歩き始めた。

　進みながら数えた円柱の列の数が十を超えたころ、不意にアスナの耳に人間の声とおぼしき音が届いた。反射的に体を伏せ、手近な円柱に張り付く。

　油断なく周囲に視線を走らせ、音源の方向を探る。話し声らしいものは右手奥から流れてくるようだ。ほとんど這はうような姿勢のまま、そろそろとその方向に前進していく。

　幾いくつめかの円柱の陰かげに達したとき、行く手に何か妙なものが見えた。

「…………!?」

　慌あわてて体を引っ込める。何度かパチパチと瞬まばたきしてから、恐る恐るもう一度顔を出す。

　──今は無きアインクラッドの第六十一層は、《むしむしランド》と通称されていた。フロアはその名の通り虫系モンスターで溢あふれ、アスナを含む大多数の女性プレイヤーにとっては地じ獄ごくに等しい場所だったのだが、中でも苦手だったのが《ブルスラッグ》という巨大なナメクジ型モンスターだった。黒い斑はん紋もんのある灰色の表皮はヌラヌラとした粘ねん液えきに包まれ、大小三対の眼がん柄ぺいでこちらをねめつけながら、口元の触しよく手しゆを伸ばして攻こう撃げきしてくる姿は悪夢そのものだったのだが──。

　今、アスナから数メートル離れた場所で、こちらに背を向けて話し込んでいる二匹の生き物は、限りなくそのブルスラッグに似ていた。

　巨大ナメクジたちは、ひとつの脳のう髄ずいを覗のぞき込んで熱心に意見を交換しているようだった。右側のナメクジが、長い眼を振り動かしながらキーキーした声で言う。

「オッ、こいつまたスピカちゃんの夢見てるよ。Ｂ13と14フィールドがスケールアウト。16もかなり出てるねぇ……大興奮」

　実験体の周囲に浮かぶホロウインドウを触手で示しながら左側のナメクジが答える。

「偶ぐう然ぜんじゃないのか？　まだ三回目だろ？」

「いやぁ、感情誘導回路形成の結果だって。スピカちゃんはぼくがイメージを組んで記憶領域に挿入したのに、この頻ひん度どで現れるのは閾いき値ちを超えてるでしょ」

「うーん、とりあえず継続モニタリングサンプルに上げとくか……」

　耳障りな甲かん高だかい声で話しつづける二匹のナメクジに嫌けん悪おの念を感じながら、アスナは再び柱の陰に引っ込んだ。

　なぜあんな姿をしているのかは不明だが、彼らはこの非人道的実験に従事する須郷の部下たちなのだろう。その言葉からは、倫理的な躊躇ためらいは一切感じられない。

　右手を硬く握り締めながら、この手のなかに剣があれば……と思う。奴らの姿に相応ふさわしい末路を与えてやるのに。

　燃え上がった怒りの衝しよう動どうをどうにか鎮しずめ、アスナはゆっくり後退した。ナメクジたちから距きよ離りを取り、再び空間の奥を目指す。

　慎重に、しかし最大の速度で円柱の列をひとつ、またひとつと通り過ぎ、ついに部屋の最深部へと達した。果たして──遠く離れた白い壁面の手前に、ぽつんと黒い立方体が浮かんでいるのが見えた。

　かつて、アインクラッド基部フロアの地下迷宮で見たシステムコンソールを思い出す。もしあれを使って管理者権限でアクセスできれば、この狂った世界からログアウトすることが可能かもしれない。

　ここから先は、もう身を隠すものは何一つない。アスナは大きく一回深呼吸すると、意を決して円柱の陰から飛び出した。

　極力音を立てないよう、かつ素早くコンソール目指して駆け寄る。わずか十メートルほどの距離が途と方ほうもなく遠く思える。

　一歩ごとに、背後から呼び止められるのではという恐怖を味わいながら、アスナは縺もつれそうになる脚あしをどうにか動かし続け、とうとうコンソールの前まで辿りついた。サッと背後を振り返る。幾いく重えにも並ぶ円柱の列の彼方に、ゆらゆら揺ゆれる触しよつ角かくが見て取れる。どうやらナメクジたちはまだ議論に夢中らしい。

　アスナは再び漆しつ黒こくのコンソールに向き直った。斜めにカットされた上面は黒く沈黙しているが、その右端に細いスリットがあり、溝みぞの上端に銀色のカードキーと思しき物体が差し込まれたままになっている。祈いのりながら手を伸ばし、カードをつかんで一気に下にスライドさせる。

　ポーン、という効果音が響いて、アスナは首を縮めた。スリットの左に、薄うす青あおいウインドウとホロキーボードが浮かび上がった。

　ウインドウにはびっしりと多種多様なメニューが表示されている。焦あせる心を押さえつけながら、細かい英字フォントを端から確認していく。

　左下に【Transport転送】というボタンを見つけ、震ふるえる指先でそこにタッチ。ブン、という音とともに新たな窓が浮かぶ。このラボラトリーエリアの全体図が表示されている。どうやらこのシステムで直接各所にジャンプできるらしい。

　だが、もうこの場所に用はない。必死に目を走らせると、右隅に【Exit virtual labo仮想ラボ離脱】というボタンが小さく光っていた。

「これだ……！」

　口の中で小さく叫び、それにタッチ。更さらなるウインドウが上面に出現する。小さな長方形のそれに表示されているのは【Execute log-off sequense?ログオフを実行しますか？】の一文とＯＫ、ＣＡＮＳＥＬのボタン。

　神様──。

　心の奥で必死に念じながら、ＯＫボタンに触れようとしたアスナの右手に──

　突然、背後から、灰色の触しよく手しゆがびしりと巻きついた。

「…………!!」

　洩もれそうになる悲鳴を必死に押しとどめ、アスナは強引に指先をボタンに近づけようとしたが、細い触手はまるで鋼鉄のワイヤーででもできているかのようにびくともしなかった。ならばと伸ばそうとした左手にも、新たな触手が絡からみつく。そのままアスナの両腕はぐいっと上に引っ張られ、つま先が床から離れてしまった。

　捕ほ獲かく者しやは、高く吊つり上げたアスナの体をくるりと半回転させた。目の前に出現したのは、予想どおり先ほどの巨大ナメクジたちだった。

　オレンジ色の虹こう彩さいを持つ、テニスボール大の眼球が四つ、細い枝の上でゆらゆらと揺れている。表情のないその眼は、アスナの顔や体を検分するように眺ながめまわしていたが、やがて、左がわのナメクジの円い口がもごもごと動き、軋きしるような声で言った。

「──あんた誰だれ？　何やってんの、こんなとこで？」

　アスナは恐怖を押し殺し、極きよく力りよく何気ない声を装って答えた。

「ちょっと、降ろしてよ！　わたしは須す郷ごうさんの友達よ。ここを見学させてもらってたんだけど、もう帰るところよ」

「へえ？　そんな話聞いてないなぁ？」

　右のナメクジが、二本の眼枝を、首を傾かしげるかのごとくひょいっと曲げる。

「お前なんか聞いてる？」

「なんにも。つうか部外者にこんなとこ見せたらヤバイだろ」

「あ……待てよ……」

　真ん丸い目玉がにゅっと伸びて、アスナの顔を覗のぞき込んだ。

「……あんたあれでしょ。須郷チャンが世界樹の上に囲ってるっていう……」

「あーあー。そういや聞いたなそんな話。ずるいなぁボスばっかり、こんなかわいい娘こを」

「く……」

　アスナは肩越しにコンソールを振り返り、左足を伸ばしてつま先でボタンを押そうとした。だが、ナメクジの口の周りに生えた触手が新たに伸び、足までも絡からめ取る。体を捩よじって抵抗しようとしたが、その努力が実る前に、処理がタイムアウトしたらしくホロウインドウは初期画面に戻ってしまった。

「こらこら、暴れちゃだめだよ」

　ナメクジたちは次々と触手を繰くり出し、アスナの全身をきつく縛しばりあげ始めた。お腹や大だい腿たい部ぶに、容よう赦しやない強さで細い肉のワイヤーが食い込んでくる。

「痛っ……！　やめて……離してったら、この化け物！」

「あー、ひどいなあ。これでも深部感覚マッピングの実験中なんだぜ」

「そうそう。このボディをここまで操るのは訓練がいるんだよー」

　アスナは、仮想世界特有の真綿に包んだような鈍にぶい痛みに顔をしかめながら、必死に言葉を投げかけた。

「あなたたちも科学者なんでしょ……!?　こんな……非ひ合ごう法ほう、非ひ人じん道どう的てきな研究に手を貸して、恥ずかしいと思わないの!?」

「んー、実験動物の脳を露ろ出しゆつさせて電極挿さすのよりは人道的だと思うけどねえ。この連中は夢見てるだけなんだしさ」

「そうそう。たまにはすっげえ気持ちいい夢も見せてやってるんだぜ。あやかりたいくらいのもんさ」

「……狂ってるわ……」

　アスナは、凍こおるような寒気を感じながら呟つぶやいた。この連中は、感情のないナメクジの見かけこそが真の姿なのだ。

　アスナの言葉など気にかけるふうもなく、ナメクジたちは眼を見交わすと相談を始めた。

「ボスは出張中なんでしょ？　お前、向こうに戻って指示聞いてきなよ」

「ちっ、しょうがねえなあ。ヤナ、俺おれがいない間に一人で楽しむなよな」

「わかったわかった。早く行きなって」

　ナメクジの片割れは触しよく手しゆをアスナの体から離すと、その一本で器用にコンソールを操り始めた。数回ぽちぽちとボタンを押すと、その巨体が無音で、あっけなく消え去った。

「…………!!」

　それを見て、アスナは焼け付くような焦しよう燥そうにかられ、縛しばられた体を滅め茶ちや苦く茶ちやに振り動かした。すぐそこに──目の前に、あれほど夢見た現実世界への出口がある。そのドアは焦らすように細く開かれ、外側の明るい光を溢あふれさせている。

「離して!!　離してよ!!　ここから出して!!」

　狂おしく絶叫するが、ナメクジの触手はわずかにも緩ゆるまない。

「だめだよぉー、ボスに殺されちゃうよ。それよりさぁ、君もこんな何もないとこにずーっといたら退屈してるでしょ？　一緒に電子ドラッグプレイしない？　ぼくも人形相手はもう飽き飽きなんだよねぇ」

　言葉と同時に、冷たく湿しめった触手がアスナの頰ほおを撫なでた。

「やっ……やめて!!　なにを……!?」

　必死に抗あらがおうとするが、ナメクジは次々と新たな触手を伸ばしてくる。それらはアスナの腕や脚あしの素す肌はだを撫でまわし、徐々にワンピースの中にまで侵入を開始する。

　全身をまさぐられる不快な感覚に耐えながら、アスナは体の力を抜き、抵抗する気力を失ったかのように装った。調子に乗った触しよく手しゆの一本が口に近づいてくる。それが唇くちびるに触れた瞬しゆん間かん──。

　さっと顔を上げると、アスナは触手に思い切り嚙かみ付いた。

「ぎゃっ!!　いだだだだだ!!」

　悲鳴を上げるナメクジに構わず、容よう赦しやなく歯を食い込ませる。

「やっ、やめっ、いだっ、わかった、わかったから!!」

　服に潜もぐり込んでいた触手が撤てつ退たいするのを確認し、アスナは口を開いた。痛めつけられた触手がぴゅるっと引っ込んでいく。

「いてて、ペインアブソーバ切ってたの忘れてたよ……」

　ナメクジが眼がん柄ぺいを引っ込めて呻うめいていると、その傍かたわらに光の柱が立ち上った。効果音とともにもう一匹のナメクジが出現する。

「……？　お前何やってんの？」

「なんでもないっす。それよりボスは何だって？」

「怒り狂ってたよ。すぐにラボの上の鳥とり籠かごに戻して、ドアのパス変えて二十四時間監視しとけだとさ」

「ちぇっ。せっかく楽しめると思ったのになぁ……」

　アスナは失望のあまり目の前が暗くなるのを感じた。千せん載ざい一いち遇ぐうのチャンスが指の隙すき間まからこぼれ落ちていく。

「せめて、テレポートじゃなくて歩いて戻ろうよ。もうちょっと感かん触しよくを味わいたいし」

「好きだねえ、お前も」

　アスナを縛しばり上げているほうのナメクジは、脚あしの無い体をぬるりと動かし、格納室の入り口のほうに向き直った。二匹の視線が一瞬外れた瞬しゆん間かん、アスナは素す早ばやく右足を伸ばした。コンソールのスリットに差し込まれたままのカードキーを、指先で挟んで抜き取る。

　同時にウインドウが消しよう滅めつしたが、ナメクジたちはそれに気付かなかったようだった。体を海老のように反そらし、つま先のカードを、体の後ろで縛られた手の中に移動させる。

「ほらほら、暴れちゃダメだよ」

　ナメクジは改めてアスナの体を持ち上げると、出口目指してぬるぬると移動を始めた。




　ガシャン、と音を立てて鳥とり籠かごの格子戸が閉まった。ナメクジは触手でナンバーロックを操作すると、それをアスナにむかって振った。

「じゃあねー、チャンスがあったらまた遊ぼうねー」

「あんたたちの顔は二度と見たくないわ」

　そっけなく言い、反対側の格こう子しまで歩く。二匹は名な残ごり惜しそうにアスナを見ていたが、やがて体の向きを変え、枝の上を遠ざかっていった。

　いつの間にか、夜闇が世界を包んでいた。遥はるかな下界で小さく瞬またたく街まち灯あかりを見下ろしながら、アスナは小さく呟つぶやいた。

「わたし──負けないよ、キリトくん。絶対に諦めない。必ずここから脱出してみせる」

　手の中の、銀色のカードキーに視線を移す。コンソールが無ければ役に立たないだろうが、今のところこれが唯一の希望だ。

　アスナはベッドに歩み寄ると、横たわる振りをしてカードを大きな枕まくらの下に挟み込んだ。

　瞼まぶたを閉じると、疲れ果てた頭の芯しんを、眠りのベールがゆっくりと包み込んでいった。
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　薄うすく雪の残る庭に出ると、ぴりぴりと冷たい朝の空気が俺おれの体を包んだが、それでも頭の芯しんに居座る眠気の残り滓かすは消えなかった。

　何度かぶんぶん頭を振ってから、意を決して庭の隅すみにある手洗い場へ向かう。古めかしい銀色の蛇口を捻ひねり、零こぼれ出る水を両手で受け止める。

　水道管ごと凍結しないのが不思議なほどの冷水をばしゃりと顔に浴あびせると、強引に叩き起こされた神経系が痺しびれるような痛みで抗議した。構わず二度、三度と水を被り、ついでに蛇口から直接ごくごくと飲む。

　首にかけたタオルで顔を拭ふいていると、縁えん側がわのガラス戸がからりと引き開けられ、ジャージ姿の直すぐ葉はが降りてきた。いつも朝から元気な彼女にしては珍しく、こちらも半眠半覚かく醒せいといった顔でぼーっと頭を揺ゆらしている。

「おはよう、スグ」

　声をかけると、ふらふらした足取りで俺の前まできて、眼をしばたきながら言った。

「おはよー、お兄ちゃん」

「やけに眠そうだな。昨日は何時に寝たんだ？」

「うーっと、四時くらいかなぁ」

　俺おれは呆あきれて首を振った。

「だめだぞ、子供がそんな夜よ更ふかししちゃ。何してたんだよ」

「えーっと……ネットとか……」

　その答えに少々驚く。昔の直すぐ葉はなら、ネットで夜更かしなんてまったく考えられない。俺が不在の二年の間にこいつもそれなりに育ってしまったのか、などという感慨が湧わいてくる。

「ほどほどにしとけよ。──俺も人のことは言えんけど……」

　後半は口の奥でごまかすように呟つぶやいてから、俺は昨夜の記憶からあることを思いついて直葉に言った。

「おいスグ、後ろ向いてみ」

「……？」

　半分眠っている顔を傾かしげながら直葉はくるりと半回転する。右手を蛇口に伸ばしてたっぷり濡らすと、ひょいっと直葉のジャージの襟えり首くびを引っ張り、無む防ぼう備びな背中に極低温の水滴を半ダースほど投下。

「ぴぁ─────っ!!」

　飛び上がった直葉の悲鳴が盛大に響き渡った。




　ストレッチと素す振ぶりのメニューをこなす間も直葉はぷーっとふくれていたが、近所のファミレスで宇治金時ラズベリークリームパフェを奢おごる約束をするとあっさり機嫌を直した。

　今日は二人とも少々寝坊したので、トレーニングのあと順番にシャワーを浴あび終わった頃には時計の針は九時を回っていた。母親は例によって寝室で爆ばく睡すい中だったので、直葉と二人で朝食の用意をする。

　洗ったトマトを六等分に切っていると、隣となりでレタスを千ち切ぎっていた直葉が俺おれの顔を覗のぞき込みながら言った。

「お兄ちゃん、今日はどうするの？」

「うーん、昼過ぎからちょっと約束があるんだけど……午前中は、病院に行ってこようかと思ってる」

「そう……」

　アスナの置かれた状況を知ってから、一日おきに彼女の病室を訪れるのは俺の最も重要な習慣となっていた。

　現実世界では無力な十六歳の子供でしかない俺が、アスナにしてやれることはごく少ない。いや──ほとんど無いに等しいと言っていい。彼女の手を取って祈いのる、できるのはただそれだけだ。

　エギルから送られてきた写真を脳のう裏りに思い浮かべる。

　あれを手がかりにアルヴヘイムなる仮想世界に足を踏み入れ、二日をかけてどうにか写真の少女がいるらしい場所の近きん隣りんまでは到達したが、彼女がアスナであるという確証はなにもない。まったく見当違いの方向を探しているにすぎないかもしれないのだ。

　あの世界には何かある──、それは確かだと思う。

　アスナが永遠に眠り続けることを望む男・須す郷ごう。奴の息がかかった企業によって運営されるアルヴヘイム・オンライン。その世界に残された《キリト》のキャラクターデータと、ＳＡＯのメンタルケアＡＩだった《ユイ》の存在……。それらのピースがどのようなパズルを組み上げるのかは、今はまだわからない。

　今日の午後にＡＬＯの定期サーバー・メンテナンスが明け次第、俺おれはあの妖よう精せいの国でいよいよ《世界樹》の突破に挑むつもりでいる。そのことを考えるたび、はやる気持ちで背中が震ふるえるのを感じる。このまま自室で、俺の目指している方向が正しいのか間違っているのか自問自答しながらメンテ終了をじっと待つのはとても耐えられそうにない。

　だから、その前に現実のアスナに触れ、彼女の温ぬくもりを確認しておきたかった。須郷はアスナの現状をタテに二度と来るななどと言っていたが、あの男にも具体的に何をできようはずもない。

　手分けして切り終わったトマトやレタス、クレソンをいっしょにボウルに入れ、ドレッシングを振りかけてかき混ぜている間、隣の直すぐ葉はもしばらく黙り込んでいたが、やがて顔を上げて言った。

「ねえ、お兄ちゃん。あたしも、一いつ緒しよに病院に行っていい……？」

「え……」

　俺はわずかに途と惑まどった。今まで直葉は、ＳＡＯに関することはあまり積極的に知りたがろうとしなかったからだ。アスナのことだけはしばらく前に話したが、それ以外は俺のキャラクターネームから何から、一切を伝えていない。

　一昨日の夜、アスナの婚約という話に打ちのめされて直葉の前で泣いてしまったことを思い出し、内心でやや狼ろう狽ばいしたが、俺はどうにか平静な顔を保ったまま頷うなずいた。

「ああ……いいよ。きっとアスナも喜ぶよ」

　すると直葉も笑みを浮かべてこくんと頷いたが、なぜかその笑顔にわずかな翳かげりを感じて、俺は彼女の瞳ひとみを覗のぞき込んだ。だが直葉はすぐにくるりと振り向くと、ボウルを抱えて食卓のほうに歩いていった。

　その後は特におかしい様子はなかったので、俺は直葉のぎこちない笑顔のことをすぐに忘れてしまった。

「ねえ、お兄ちゃん、学校のほうはどうなるの？」

　俺の向かいの椅子に座すわり、ぱりぱりと音を立てて生野菜を嚙かみながら、直葉が訊きいた。

　もっともな疑問だ。俺は十四歳つまり中学二年生の秋にＳＡＯに囚とらわれ、二年をかけて脱出し、今はもう十六歳になる。本来ならば今年の四月からは高校二年生のはずだが、当然入試など受けていないし、また受けようにも、脳内の記憶領域の大部分をＳＡＯ関連の膨ぼう大だいなデータで埋め尽くしてしまっている。アイテムの値段やらモンスターの攻こう撃げきパターンを忘れ、歴史の年号やら英単語を憶えなおすだけでも相当の時間がかかるだろう。

　その点について、あの総務省の眼鏡めがねの役人が何か言っていたはずだ。アスナのことで頭がいっぱいの俺おれはほとんど聞き流していたが、どうにか思い出しながら答えた。

「ええとな……、確か、都立高の統廃合で空いた校舎を利用して、ＳＡＯから帰き還かんした中高生向けの臨時学校みたいの作るとか言ってたな。入試なしで受け入れて、卒業したら大学受験資格もくれるらしい」

「へえ、そうなんだ。いい話……だと、思うけど……」

　一いつ瞬しゆん笑顔を見せかけた直すぐ葉はだが、すぐに眉まゆをひそめて口くち籠ごもった。

「…………なんかそれ、十じつ把ぱひとからげに対応しすぎな、感じも……」

「お、いい勘かんしてるな」

　俺は妹の言葉ににやっと笑って見せた。

「政府の狙ねらいはまさにそこだと思うよ。何せ俺たちは、二年も殺さつ伐ばつとしたデスゲームに明け暮れてたわけだからな。心理面にどんな影響を受けてるか、お役所は不安なんだろうさ。一箇所にひとまとめにして管理できれば、そのほうが安心ってことじゃないか」

「そ、そんな……」

　直葉がくしゃっと顔を歪ゆがめるので、慌あわてて付け加える。

「でも、管理云々はさて置いても、セーフティネット的な対処をしてくれるのは有り難いよ。たとえば、俺が今から普通に高校を受験しようと思ったら、今年一年予備校なりで勉強し直さないとならないしさ。もちろん、その臨時学校もまさか強制収容とかじゃないだろうから、自力で受験する選せん択たく肢しもあるにはあるだろうけど……」

「そうしても大丈夫だよきっと、お兄ちゃん成績いいんだしさ」

「もう過去形だ。二年も勉強しなかったんだぜ」

「ならあたしが家庭教師してあげる！」

「ほう。じゃあ数学と情報処理をお願いしようかな」

「うっ……」

　言葉に詰まる直葉ににやにや笑いを向け、バターを塗ぬったトーストを口に運ぶ。

　実際のところ、当分は学校のことなど考える心境にはなれそうにもなかった。アスナの状況もあるが、同時に学生である自分にさっぱりリアリティが感じられないのだ。

　この世界に帰き還かんして二ヶ月が経過した今でも、背中に二本の愛剣が無いことが実に心細く思える。ここは現実で、命を奪おうと襲おそってくるモンスターなどいないのだと解わかっていてもなお不安なのだ。俺の本質は《剣士キリト》で、今後学校に通い、授業を受け、齢よわいを重ねていくであろう《桐きりヶが谷や和かず人と》のほうが仮の存在なのだという意識は当分拭ぬぐい去ることはできないだろう。

　あるいは、それは俺おれのなかでソードアート・オンラインというゲームがまだエンディングを迎えていないせいなのかもしれなかった。アスナがこの世界に戻ってくるまで、俺は剣を置くことはできない。彼女を取り戻す──、全てはそれからだ。




　携帯端末で二人ぶんの料金を支払い、俺と直すぐ葉はは連れ立って路線バスの降車口から道路に降りた。いつもは自転車で病院まで通っているが、今日は筋トレはお休みにしてバスを使うことにしたのだ。

　直葉は眼前の病院を見上げると、ぱちくりと目を丸くした。

「うわぁー、大きい病院だねえ」

「中もすごいぞ。ホテル並だ」

　守しゆ衛えいに手を上げ、ゲートを通過する。徒歩だと驚くほど長い並木道を数分歩き、巨大なダークブラウンの建築物に足を踏み入れる。健康の申し子である直葉には病院自体が珍しいらしく、きょろきょろとあたりを眺ながめ回すその襟えり首くびを引っ張るようにして受け付けまで行き、通行パスを発行してもらってからエレベータへ。最上フロアで降り、人ひと気けの無い廊ろう下かを突き当たりまで歩く。

「ここ……？」

「ああ」

　俺は頷うなずいて、パスカードをドアのスリットに差し込んだ。その隣となりの金属プレートを見つめ、直葉が呟つぶやく。

「結ゆう城き……明あ日す奈なさん……。キャラネーム、本名だったんだね。あんまりいないよね、そういう人」

「へえ、詳くわしいな。俺の知る限りアスナだけだな、本名だったのは……」

　言いながらカードを滑すべらせると、控ひかえめな電子音とともにオレンジのＬＥＤが青く変わり、ドアが開いた。

　途と端たんに、濃密な花の香りが内部から流れ出した。自然に呼吸音までを殺しながら、静せい謐ひつな眠り姫の寝室へと歩を進める。俺にぴったりくっつくようにして歩く直葉の体からも緊張が伝わる。

　純白のカーテンに手を掛け、いつものように短く祈いのる。

　そっと、それを引き開ける。
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　直すぐ葉はは、息をするのも忘れ、広いベッドの上で眠りにつく少女に見入った。

　瞬しゆん間かん、人ではない、と思った。これは妖よう精せい──、世界樹の上に住むという伝説の真なる妖精アルフに違いない、と。それほどに、少女は世せ俗ぞく離れした雰囲気を漂ただよわせていた。

　隣となりの和かず人ともしばらく無言のまま佇たたずんでいたが、やがて小さく息をつくとかすかな声で言った。

「紹介するよ。彼女がアスナ……《血盟騎士団》副団長、《閃せん光こう》アスナだ。剣の速さスピードと正確さアキユラシーでは俺おれも最後までかなわなかった……」

　わずかに言葉を切り、少女に視線を落として続ける。

「アスナ、俺の妹の直葉だよ」

　直葉は少し進み出ると、恐る恐る声をかけた。

「……はじめまして、アスナさん」

　もちろん、眠る少女からの答えはない。

　彼女の頭を拘こう束そくする、濃のう紺こんのヘッドギアに視線を移す。かつて直葉も毎日のように目にし、時として深く憎ぞう悪おした《ナーヴギア》だ。その前縁部で青く輝かがやく三つのインジケータランプだけが、少女──アスナの意識の存在を示している。

　兄があのゲームに囚われていた二年の間、直葉が抱き続けた深い痛みと同じものを、いま和人も感じているのだろう。そう考えると、直葉の心は水面の木の葉のように揺れる。

　この、妖精のように美しい人の魂たましいが、どことも知れない異世界に繫つながれたままというのは残ざん酷こくすぎる。一刻もはやくこの現実世界に、和人のもとに帰き還かんし、和人に心からの笑顔を取り戻させてあげてほしいと、そう思う。

　でも同時に、いま隣に立ち、無言で少女を見つめている和人の顔は見たくない、そんな気もして直葉はそっと目を伏せた。ほんの少しだけ、この場所に来たことを後悔した。

　和人に同行を申し出た時は、今日こそちゃんと自分の気持ちを確かめたい、そう思ったのだ。

　翠みどりに真実を告げられた時以来、二年間の後悔と切望に満ちた日々の間に、直葉の中に生まれた疼うずき。それは、兄である和人への親愛なのか、それとも従兄としての彼への恋れん慕ぼなのだろうか。自分は和人に何を求めているのだろう。

　いつも一いつ緒しよにいて欲しい……仲のいい兄妹として。本当にそれだけなのか？　並んでトレーニングしたり、一緒にご飯を食べたりすること以上のなにかを求める気持ちが、自分の中に無いと言い切れるだろうか？

　それは、和人の帰還以後の二ヶ月、直葉が何度も何度も自分に問うた疑問だった。

　和人の心の奥底を占める《彼女》に直接会うことで、その答えが出るかもしれないと、そう思っていたのだが。

　今、金色の静せい謐ひつに満ちた病室に立ちながら、直葉は心が怖おじ気けづくのを感じていた。答えを知るのが恐かった。

　和人の顔を見ないようにしながら、邪じや魔ましちゃ悪いから廊ろう下かに出てるね、と言おうと唇くちびるを開いた、その時──。

　不意に和かず人とが歩きだし、直すぐ葉ははタイミングを逸いつしてしまった。和人はベッドの足元を回り込むと、向こう側にあった椅子に腰を下ろした。自然と、直葉の視界に和人の姿が映る。

　和人は、純白のシーツからのぞくアスナの小さな手を両手で包み込むと、無言のまま少女の寝顔に見入った。その顔を見た途と端たん──

「ッ…………」

[image: ]

　直葉の胸の奥を、鋭するどい痛みが深く貫つらぬいた。

　なんて眼をするんだろう、と思った。何年も……いや、前世から今生、そして来世へと何度も生まれ変わりながら運命の相手を捜さがし求める旅人のような眼だった。優しく、穏やかな光の奥に、狂おしいほどの慕ぼ情じようを感じた。瞳ひとみの色さえがいつもとは違っていた。

　その瞬しゆん間かん、直葉は自分の心が真に求めていたものを知り、同時にそれが決して手の届かない所にあることを悟さとった。




　帰り道、和人と何を話したのかさえよく覚えていなかった。

　気付くと、直葉は自室のベッドに横たわり、天てん井じようのポスターを染めるスカイブルーに見入っていた。

　ヘッドボードの上で携帯端末が軽やかな音を立てている。着信音ではなく、昨夜寝る前にセットしておいたアラームだ。午後三時、ＡＬＯの定期サーバー・メンテナンスが終了し、かの世界のゲートが再び開かれる時刻。

　現実世界では、涙を流したくなかった。泣けば逆に諦められなくなる、そう思った。

　そのかわりに、妖よう精せいの国でちょっとだけ泣こう。いつも元気なリーファなら、きっとすぐに笑えるはず。

　直すぐ葉ははアラームを止め、その隣となりからアミュスフィアを持ち上げた。そっと被かぶり、再び横たわる。瞳ひとみを閉じ、魂たましいを飛ひ翔しようさせる。




　シルフ族の少女として目覚めたのは、アルヴヘイム央おう都と《アルン》外がい縁えんに建つ宿屋の一室だった。

　ゆうべ──正確には今日の早朝、リーファは地下世界ヨツンヘイムからの脱出に辛くも成功した。木の根に刻きざまれた長い階段を昇った先は、期待違たがわずアルンの街外れだった。背後の木の根に開いた大きなうろは、ほんの数秒で再び閉じてしまい、もう二度と開く様子はなかった。

　その後、眠い目を擦こすりながら最も寄よりの宿屋にチェックインし、ベッドに転がり込んだ直後に寝落ちしてしまったのだ。二部屋取る余裕すらなかった。

　リーファは体を起こすとベッドの端に腰掛けた。街の喧けん騒そう、空気の匂い、自分の肌はだの色すら変わっていたが、心の奥に突き刺さる切ない痛みだけは消えていなかった。俯うつむいたまま、痛みが液体に形を変えて目め尻じりに溜まっていくに任せる。

　数十秒後、涼やかな効果音とともに、傍らに新たな人影が出現した。リーファはゆっくりと顔を上げた。

　黒衣の少年は、リーファを見るとわずかに目を瞠みはったが、すぐに柔らかい声で言った。

「どうしたの……リーファ？」

　その穏やかな、夜の微風のような笑みは、どこか和かず人とに似ていた。それを見た途と端たん、リーファの両眼から涙が滴したたり、光の粒つぶとなって宙に舞った。どうにか頰ほおに微び笑しようを浮かべながら、言った。

「あのね、キリト君……。あたし……あたし、失恋しちゃった」

　キリトは闇やみ色いろの瞳でまっすぐリーファを見つめた。この、外見のわりに大人びた、どこか謎めいた少年に、全てを話してしまいたい──という衝しよう動どうに一いつ瞬しゆん駆られたが、ぐっと奥歯を嚙かみ締めて堪こらえた。

「ご……ごめんね、会ったばかりの人に変なこと言っちゃって。ルール違反だよね、リアルの問題をこっちに持ち込むのは……」

　笑みの形を保ったまま、リーファは早口で言った。しかし頰を流れる涙はいっこうに収まろうとしなかった。

　キリトは左腕を伸ばすと、薄うすいグローブに包まれた手をリーファの頭に乗せた。二度、三度、いたわるように手が動く。

「──向こうでも、こっちでも、辛いときは泣いていいさ。ゲームだから感情を出しちゃいけないなんて決まりはないよ」

　仮想世界で動いたり、喋しやべったりするときは、必ずどこかにぎこちなさが残るものだ。だがキリトの韻いん律りつに富んだソフトな声や、リーファの頭を撫なでる手の動きは、あくまでも滑なめらかだった。それらの情報は、何にも障ることなくリーファの感覚神経をゆるやかに包み、流れていく。

「キリト君…………」

　呟つぶやくと、リーファは隣となりに座る少年の胸にそっと頭を預けた。ひそやかに零こぼれる涙の粒つぶがキリトの服に落ちるたびに、淡あわい光を放って蒸発していく。

　──あたしは、お兄ちゃんが、好き。

　確認するように、胸の奥で呟いた。しかし、すぐに続ける。

　──でも、この気持ちは、口に出しちゃいけない。胸のずっと深いとこに埋うめなきゃいけない。いつか、忘れられるように。

　たとえ本当は従兄妹同士なのだとしても、和かず人とと直すぐ葉はは長い間ずっと兄妹として育ってきたのだ。この気持ちを露あらわにすれば、和人も、そして父や母も激しく途と惑まどい、悩むだろう。それに何より、和人の心はすべて、あの美しい人だけに向けられているのだ……。

　全部、忘れなくてはならない。

　リーファに姿を変え、不思議な少年キリトの胸に頰ほおを預けていると、いつかはそれが出来るかもしれないと、そう思えた。




　ずいぶん長い間そのままの格好でいたが、キリトは何も言わずにリーファの頭を撫で続けた。

　やがて窓の外から遠く鐘かねの音が響いてきたのを機にリーファは体を起こし、キリトの顔を見た。今度は普段の笑顔を浮かべることができた。涙はいつの間にか止まっていた。

「……もう大丈夫。ありがとう、キリト君。優しいね、キミ」

　言うと、キリトは心底照れたような顔で頭を搔かいた。

「その反対のことはずいぶん言われたけどな。──今日は落ちる？　俺おれも、もう一人でも何とかなると思うし……」

「ううん、ここまで来たんだもん、最後まで付き合うよ」

　リーファは勢いをつけてぴょんとベッドから立ち上がった。くるんと一回転半してキリトに向き直ると、右手を差し出す。

「──さ、行こ！」

　キリトは唇くちびるの端にいつもの笑みを浮かべると、頷うなずいてリーファの手を取った。立ち上がり、何かを思い出したかのようにひょいっと上空を見回す。

「ユイ、いるか？」

　その言葉が終わらないうちに、二人の間の空間にキラキラと光が凝ぎよう集しゆうし、お馴な染じみのピクシーの小さな姿が出現した。右手で目め許もとを擦こすりながら大あくびしている。

「ふわぁ～～～……。……おはようございます、パパ、リーファさん」

　すとんとキリトの肩に着地した小妖よう精せいの顔を覗のぞき込みながら、リーファは挨あい拶さつついでにふと訊きいてみた。

「おはよう、ユイちゃん。──あのね、昨日から気になってたんだけど……その、ナビピクシーも、夜は眠るの？」

「まさか、そんなことないですよー。でも、パパがいない間は入力経路を遮しや断だんして蓄ちく積せきデータの整理や検証をしてますから、人間の睡眠に近い行為と言っていいかもしれませんが」

「でも、いま、あくびを……」

「人間って起動シークエンス中はああいうことするじゃないですか。パパなんて、平均八秒くらい……」

「妙なことを言わなくてよろしい」

　キリトは人差し指でこつんとユイの頭を突つ付ついてから、ウインドウを広げて背中に大きな剣を背負った。

「さて、行こうぜ！」

「うん！」

　リーファも頷うなずき、愛刀を腰に吊った。

　連れ立って宿屋から出ると、ちょうど朝あさ陽ひが完全に昇りきった頃だった。軒のきを連ねるＮＰＣショップも大半が開店し、逆に夜間営業の酒場や怪しい道具屋などは鎧よろい戸どにクローズドの札を掛けている。

　現実時間では平日の午後三時過ぎだが、週に一度の定期メンテナンス明けでモンスターやアイテムの湧出ポツプがリセットされた直後とあって、プレイヤーの通行は意外に多かった。

　今朝はあまりの眠さにろくろく周囲を見もしなかったが、改めて広い通りを行き交う人々を眺ながめると、やはり新鮮な驚きがあった。

　ずんぐり、がっしりした体を金属鎧に包み、巨大な戦せん斧ぷを背負ったノームや、その腰ほどまでの高さしかない小さな体に銀色の竪たて琴ごとを携たずさえたプーカ、不思議な薄うす紫むらさき色いろの肌はだに黒いエナメルの革かわ装そう備びをまとったインプなど、雑多な種族のプレイヤー達が連れ立って楽しそうに談笑しながら歩いている。所々に置かれた石のベンチでは、赤い髪のサラマンダーの少女と青い髪のウンディーネの青年が仲なか睦むつまじく見つめあい、その傍かたわらを巨大な狼を従えたケットシーが通り過ぎていく。

　街並みも人々の姿もグリーンを基調に統一されていたスイルベーンとは、似ても似つかぬ雑多な光景だったが、そこには心が浮き立つような活気が満ちていた。いつしかリーファも、胸の奥で疼うずいていた切ない痛みを忘れて笑顔を浮かべた。

　ここなら、シルフとスプリガンでも普通のカップルに見えるのかな、などと心のどこかで考えてしまい、慌あわてて打ち消す。そのまま視線を通りの先へと向けていくと──

「うわぁ……」

　にわかには信じられない眺ながめがそこにあった。

　アルヴヘイムの央おう都とアルンは、円えん錐すい形に盛り上がった超巨大な積層構造を成している。今リーファが立っているのは、中心からはまだ相当に離れた外環部だが、それでも幾いく重えにも連なるアルン市街の全景を一度に視界に収めることはできない程だ。

　高くそびえ立つアルン市街の表面には、薄うすいグレーの岩で出来た建材とは明らかに異なる質感の、モスグリーンの恐ろしく太い円筒がうねりながら何本も伸びている。一本の直径が、軽く二階建ての建物ほどもある。

　アルン中央市街を包み込むように這はいまわるそれらの円筒物は、実は木の根なのだった。遥はるか地下のヨツンヘイムから、分厚い地ち殻かくを貫つらぬいて伸びて上がる根っ子は、うねうねと曲がりながら次第に合流し、太さを増し、アルン市街の頂点でひとつに寄り集まっている。つまり、アルン市街と、ヨツンヘイムの天てん蓋がいから突き出す巨大氷柱とは互いに面対称の構造を持っていると言っていい。

　視線を更さらに上へと向けていく。同時にリーファの背中を、ぞくぞくという興奮が走る。

　根元部分からは、巨大という言葉では到底足りないほど太い幹みきが、まっすぐ上空に伸び上がっている。苔こけやその他の植物に覆おおわれて金緑色に光る幹は、高さを増すほどに空と溶け合い、薄いブルーに変わっていく。やがて幹の周囲を、白いもやが取り囲む。霧きりではなく、あれは雲なのだ。飛行制限エリアを示す雲の群を貫き、幹はなおも高く高く伸びていく。

　そして、完全に空の青と混ざって見えなくなる寸前で、幹からは太い枝が放射状に広がっているのがどうにか見て取れる。枝は薄れながら広がり、リーファたちが立つ外がい環かん部の上空までも覆っているようだ。あまりの大きさから鑑かんがみるに、木の頂点はアルヴヘイムの大気圏を突き破り、宇宙──もし存在するのならだが──までも続いていてもおかしくなかった。

「あれが……世界樹……」

　隣となりのキリトも、畏おそれに打たれたような声で囁ささやいた。

「うん……。すごいね……」

「えーと確か、あの樹の上にも街があって、そこに……」

「妖よう精せい王おうオベイロンと、光の妖精アルフが住んでいて、王に最初に謁えつ見けんできた種族はアルフに転生できる……って言われてるわ」

「…………」

　キリトは無言のまましばらく巨樹を見上げていたが、やがて真剣な表情で振り返った。

「あの樹には、外側からは登れないのか？」

「幹の周囲は侵入禁止エリアになってて、木登りは無理みたいだね。飛んでいこうとしても、とても上まで行けないうちに、翅はねに限界が来ちゃうらしいよ」

「何人も肩車して限界を突破した連中がいるって話を聞いたんだけど……」

「ああ、あの話ね」

　リーファはくすりと笑って続けた。

「枝までもうちょっと、ってとこまで迫ったらしいけどね。ＧＭも慌てたみたいで、すぐに修正が入っちゃったの。今は、雲の少し上に障壁が設定されてるんだって」

「……なるほど……。とりあえず、根元まで行ってみよう」

「ん。りょーかい」

　軽く頷うなずきあい、二人は大通りを歩き始めた。




　行き交う混成パーティーの間を縫ぬうように数分進むと、前方に大きな石段と、その上に口を開けるゲートが見えてきた。あれをくぐればいよいよ世界の中心、アルン中央市街だ。空を仰ぐと、屹きつ立りつする世界樹はすでに巨大な壁としか見えなかった。

　荘そう重ちような空気にうたれながら階段を登り、門をくぐろうとした──、その時だった。

　突然、キリトの胸ポケットからユイが顔を突き出した。いつになく真剣な顔で、食い入るように上空を見上げている。

「お、おい……どうしたんだ？」

　周囲の人目を憚はばかるように、小声でキリトが囁ささやいた。リーファも首を傾かしけながらピクシーの顔を覗のぞき込む。しかし、ユイは無言のまま見開いた瞳ひとみを世界樹の上部に向けつづけた。数秒間が経過し、そしてついに小さな唇くちびるから掠かすれた声が洩もれた。

「ママ……ママがいます」

「な…………」

　今度はキリトが顔を強こわ張ばらせた。

「本当か!?」

「間違いありません！　このプレイヤーＩＤは、ママのものです……座標はまっすぐこの上空です！」

　それを聞いたキリトは、燃えるような視線で空を振り仰いだ。顔の色が蒼そう白はくになり、ぎりぎりと音がしそうなほどに歯を食い縛しばったかと思うと──

　いきなり、背の翅を大きく広げた。クリアグレーのそれが、瞬しゆん間かん白熱したかのように輝かがやき、バン!!　という破は裂れつ音が空気を叩いたと思った時には、彼の姿は地上から消え去っていた。

「ちょ……ちょっと、キリト君!!」

　リーファは慌てて叫んだが、黒衣の少年は凄すさまじい勢いで急上昇していく。訳が解わからなかったが、やむなくリーファも翅を広げて地を蹴けった。

　垂直急ズ上ー昇ムは、急ダ降イ下ブと並んでリーファの得意技だったが、まるでロケットブースターのように加速するキリトにはとても追いつけなかった。黒い姿が、みるみる点のように小さくなっていく。

　アルン市街を構成する無数の尖せん塔とう群の間を抜け、街の上空に出るのに数秒もかからなかった。塔のテラスでくつろぐプレイヤーたちが、何事かという表情でこちらに視線を向けたが、キリトは彼らの鼻先を掠かすめてなおも上昇を続ける。

　やがて視界から建造物の姿が消え、かわりに金緑色の絶ぜつ壁ぺきにも似た世界樹の幹みきが現われた。それと平行して、キリトは黒い弾丸のように空を駆かけ上っていく。幹の周囲を包む白い雲の群むれがぐんぐん近づいてくる。リーファは必死に後を追い、顔を叩く風圧に耐えながら叫んだ。

「気をつけて、キリト君!!　すぐに障壁があるよ!!」

　だが、キリトに声が届いた様子はなかった。天地を貫つらぬく一本の矢となった彼は、仮想世界に孔あなを穿うがたんばかりの勢いで突進する。

　何が彼をここまで駆り立てるのだろう。世界樹の上にいるというその誰かは、彼にとってそれほど重要な人なのだろうか。

　ユイは、その人のことを《ママ》と呼んだ。女性なのだろうか──？　キリトがこうまでして捜し求めるその人は──？

　そう考えた途と端たん、リーファの胸の奥はずきんと痛んだ。和かず人とに感じたものとは似て非なる痛みだった。

　集中力が乱れ、ズームの速度が鈍にぶった。リーファは頭を振って雑念を払い落とし、全神経を背中の翅はねに集中する。

　キリトに遅れること数秒、リーファも分厚い雲うん海かいに突入した。視界が濃密な白に染まる。以前聞いた話が確かなら、この雲海の上はすぐに侵入不可能エリアに設定されているはずだ。わずかに速度を緩ゆるめつつ、雲の中を駆け抜ける。

　不意に、眼前に濃のう紺こんの世界が広がった。地上から見るのとは違う、染しみひとつないコバルトブルーの空が無限に続いている。頭上には、天を支える柱のごとく四方に枝葉を広げる世界樹の巨体。キリトは、その枝の一本目指して更さらに加速していく──。

　と、突然、彼の体を中心に、ぱぁっと虹にじ色いろの光が広がった。

　数すう瞬しゆん遅れて、落雷の音にも似た衝しよう撃げき音が大気を揺ゆるがした。見えない壁に激突したキリトが、銃に狙そ撃げきされた黒鳥のように弾け飛び、力なく空に漂ただよった。

「キリト君!!」

　リーファは悲鳴を上げ、キリトのもとへと急いだ。この高さから墜つい落らくすれば、ＨＰが吹き飛ぶのは勿もち論ろんのこと、ログアウト後も現実世界に悪影響を引きずりかねない。

　しかし、リーファが追いつく前に、キリトは意識を取り戻したようだった。二、三度頭を振って、再び上昇を開始する。すぐに障壁に阻はばまれ、空むなしくエフェクト光を散らす。

　ようやく同高度に達したリーファは、キリトの腕を摑つかんで必死に叫んだ。

「やめて、キリト君!!　無理だよ、そこから上には行けないんだよ!!」

　だが、キリトは両眼に憑つかれたような光を浮かべながら、なおも突進を繰くり返そうとした。

「行かなきゃ……行かなきゃいけないんだ!!」

　彼の視線の先では、世界樹の太い枝が天を横切っている。地上からよりは格段にクリアに見えるが、ディティールの減少具合からしてまだまだ相当の距きよ離りがあると思われる。

　その時、キリトの胸からユイが飛び出した。きらきらと光の粒つぶを振り撒まきながら、枝目指して上昇する。

　そうか、システム属性のナビピクシーなら……、とリーファは一いつ瞬しゆん思ったが、しかし見えない障壁はユイの小さな体をも冷れい酷こくに拒こばんだ。水面に波は紋もんが広がるが如く、七色の光が揺ゆれてユイを押し戻す。

　だが、ユイは、プログラムとは思えない必死の面おも持もちで障壁に両手を突き、口を開いた。

「警告モード音声なら届くかもしれません……！　ママ!!　わたしです!!　ママー!!」
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『…………!!』

　突然、耳元にかすかな呼び声を感じて、アスナは突っ伏していたテーブルから顔を跳ね上げた。

　慌あわてて周囲を見回すが、金色の檻おりの中には誰だれの姿もない。時々遊びに来る、瑠る璃り色いろの小鳥も今はいない。陽光が格こう子し状の影を落としているだけだ。

　気のせいか、と、テーブルに両手を戻した時。

『……ママ……!!』

　今度ははっきりと聞こえた。アスナは椅子を蹴けって立ち上がった。

　幼い少女の声だった。細い銀糸を鳴らすようなその声は、アスナの遠い記憶と共鳴して強く鳴り響いた。

「ユ……ユイちゃんなの……!?」

　アスナはかすかな声を洩らすと、格子の壁に駆かけ寄った。金属の棒を両手で摑み、必死に周囲を見回す。

『ママ……ここにいるよ……!!』

　その声は、アスナの頭の中に直接響くようで、咄とつ嗟さに方向がわからなかった。だが、それでもなお感じた。下だ。巨樹を包む白い雲うん海かい、どんなに目を凝こらしても何も見えないが、声はそこから届いてくる。

「わたしは……わたしはここだよ……!!」

　アスナは声の限りに叫んだ。

「ここにいるよ……!!　ユイちゃん……!!」

　それに──ユイ、あの世界で出会った《娘》がいるということは、きっと《彼》もそこに──。

「……キリトくん──!!」

　こちらの声が届いているかどうかは解わからなかった。アスナは咄とつ嗟さに鳥とり籠かごを見回した。何か、声以外に自分の存在を知らせる手段は──。

　だが、この鳥籠にあるオブジェクトは全て位置情報をロックされており、何一つとして格こう子しから外に出すことができないのは確認済ずみだった。はるか以前に、ティーカップやクッションを落として下界のプレイヤーにメッセージを送ろうと試み、挫ざ折せつしていた。アスナは焦しよう燥そうに駆られながら金の格子をきつく握り締めた。

　いや──。

　ある。たった一つ。以前はこの場所に存在しなかったもの。イレギュラーなオブジェクト。

　アスナはベッドに走り寄ると、枕まくらの下からそれを摑つかみ出した。小さな銀色のカード・キーだ。再び格子の前に戻る。カードを握った右手を、恐る恐る差し出す。以前なら、ここで眼に見えない壁に阻はばまれてしまったのだが。

「……!!」

　右手は、何の抵抗もなく檻おりから外に出た。クリアシルバーのカードが、陽光を反射してきらりと輝く。

　──キリトくん……気付いて……!!

　祈いのりながら、アスナは躊ちゆう躇ちよなく手を開いた。音も無く宙に舞ったカードキーは、きらきらと光を振り撒まきながら一直線に雲うん海かい目指して落下していった。
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　俺おれは全身が引き千ち切ぎられそうなもどかしさに駆られて、右拳こぶしを見えない障壁に叩きつけた。強きよう烈れつな磁じ石しやくにも似た斥せき力りよくによって拳が弾はじき返され、虹にじ色いろの波は紋もんが宙に広がった。

「何なんだよ……これは……！」

　食い縛しばった歯の間から震ふるえる声を絞しぼり出す。

　ここまで──ようやくここまで来たのだ。アスナの魂が捕われている牢、そこにあとわずかで手が届く。それなのに、《ゲームシステム》などという無機質なプログラム・コードにすぎないものが立ち塞ふさがる。

　凄すさまじいほどの破壊衝しよう動どうが全身を貫つらぬき、白熱した火花を散らした。

　このアルヴヘイム・オンラインにログインして二日、ゲームのルールに則のつとってここまで移動する間に、俺の心の奥底に蓄積し続けた焦しよう燥そうがいっぺんに爆発したかのようだった。俺は犬けん歯しを剝むき出し、背中の剣を抜こうと右手で柄つかを握り締めた。

　──その時だった。

　瞋しん恚いの炎に揺ゆれる視界の彼方かなたに、小さな白い光がちかりと瞬またたいた。

「……あれは……？」

　瞬しゆん間かん、俺おれは憤ふん激げきを忘れて光を凝ぎよう視しした。きらきらと輝かがやく何かが、ゆっくり、ゆっくりとこちらに向かって降ってくる。真夏の空に流れるひとひらの雪のように、長い旅路を経へたたんぽぽの綿毛のように、俺を目指して舞い降りてくる。

　ホバリングしたまま、俺は剣の柄を離し、両手を輪にして光に向けて差し伸べた。途と方ほうもなく長い数秒間の末に、白い光はふわりと俺の手のなかに収まった。どこか懐かしい温ぬくもりを感じながら、俺はその手を胸の前で開いた。

　左からユイ、右からリーファが覗のぞき込む。俺も無言で手の中のものをじっと見つめた。

「……カード……？」

　リーファがぽつりと呟つぶやいた。たしかにそれは、小さな長方形のカード型オブジェクトだった。透すき通る銀色の表面には、文字や装飾の類は何もない。俺はちらりとリーファの顔を見た。

「リーファ、これ、何だかわかる……？」

「ううん……こんなアイテム、見たことないよ。クリックしてみたら？」

　その言葉に従って、俺はカードの表面を指先でシングルクリックした。だがゲーム内のアイテムなら必ず出現するはずのポップアップ・ウインドウは表示されなかった。

　その時、ユイが身を乗り出し、カードの縁ふちに触れながら言った。

「これ……これは、システム管理用のアクセス・コードです!!」

「!?…………」

　俺は息を詰め、手の中のカードを凝視した。

「……じゃあ、これがあればＧＭ権限が行使できるのか？」

「いえ……ゲーム内からシステムにアクセスするには、対応するコンソールが必要です。わたしでもシステムメニューは呼び出せないんです……」

「そうか……。でも、そんなものが理由もなく落ちてくるわけがないよな。これは、多分……」

「はい。ママがわたし達に気付いて落としたんだと思います」

「…………」

　俺はカードをそっと握り締めた。寸前まで、これにアスナが触れていたのだ。彼女の意思が、おぼろげに感じ取れるような気がした。

　アスナも戦っている。この世界から脱出しようと懸けん命めいに抗あらがっている。俺にもまだ、できることがあるはずだ。

　俺はリーファを見つめ、口を開いた。

「リーファ、教えてくれ。世界樹の中に通じてるっていうゲートはどこにあるんだ？」

「え……あれは、樹の根元にあるドームの中だけど……」

　リーファは、気き遣づかわしそうに眉まゆを寄せた。

「で、でも無理だよ。あそこはガーディアンに守られてて、今までどんな大軍団でも突破できなかったんだよ」

「それでも、行かなきゃいけないんだ」

　カードを胸ポケットに収め、俺おれはそっとリーファの手を取った。

　思えば、このシルフの少女には随ずい分ぶん助けられた。右も左も判わからない世界で、焦あせる気持ちを抱えながらここまで来ることができたのは、彼女の知識はもちろん元気な笑顔に励まされたからという理由も大きい。いつか現実世界できちんと事情を説明し、お礼を言わないとな……と思いながら口を開く。

「今まで本当にありがとう、リーファ。ここからは俺一人で行くよ」

「……キリト君……」

　泣きそうな顔で口くち籠ごもるリーファの手をぎゅっと握り、離した。ユイを肩に乗せ、後退して距きよ離りを取る。

　最後にもう一度、長いポニーテールを揺ゆらして滞たい空くうする少女を見つめ、俺は深く頭を下げた。そのままくるりと身を翻ひるがえす。

　翅はねを畳たたみ、落下速度に加速の勢いを乗せて、俺は一直線に世界樹の最下部を目指した。

　目もくらむような急降下を数十秒続けると、やがて複雑に入り組んだアルン市街が世界樹の根元にその姿を現した。その上部、巨樹の根と根の隙すき間まにひときわ大きなテラスを見つけ、俺は体勢を入れ替えて減速を始めた。

　いっぱいに広げた翅でブレーキをかけながら着陸地点を見定める。両足を突き出し、石いし畳だたみに接する瞬しゆん間かんに思い切り制動をかけたが、それでもかなりの衝しよう撃げき音が周囲に響き渡った。テラスからの眺ちよう望ぼうを楽しんでいた数組のプレイヤーが、驚いた顔でこちらを見た。

　俺は彼らの目が離れるまで待ってから、肩のユイに小声で話し掛けた。

「ユイ、ドームとやらへの道はわかるか？」

「はい、前方の階段を上ればすぐです。でも──いいんですか、パパ？　今までの情報から類るい推すいすると、ゲートを突破するのはかなりの困難を伴ともなうと思われます」

「ぶつかってみるしかないだろう。失敗しても命まで取られるわけじゃない」

「それは、そうですが……」

　俺は手を伸ばし、軽くユイの頭を撫なでた。

「それにな、もうあと一秒でもぐずぐずしてたら発狂しちまいそうだ。ユイだって早くママに会いたいだろう」

「……はい」

　頷うなずくユイの頰ほおをつんと突つ付つくと、俺おれは目の前に見える大きな階段目指して歩き始めた。

　幅の広い石段を登りつめると、そこはもうアルン市街地の最上部らしかった。巨大な円えん錐すい形を成すアルンの表面を這はいまわる世界樹の根が、俺の眼前で寄り集まって一本の幹みきになっている。と言ってもあまりにも直径が太すぎるので、ここからでは単なる湾わん曲きよくした壁にしか見えない。

　その壁の一部に、プレイヤーの十倍はあろうかという身の丈たけの、妖よう精せいの騎士を象かたどった彫ちよう像ぞうが二体並んでいる場所があった。像の間には、華か麗れいな装飾を施ほどこした石造りの扉がそびえている。グランド・クエストの開始点にしては、他のプレイヤーの姿は一切ない。多分、《突破不可能》という話がもう共通認識になっているのだ。

　しかし、俺はどうしてもあの扉を抜け、ガーディアンとやらを突破して、ゲートに辿たどり着かねばならない。

　──待ってろよ、アスナ。すぐに行くからな……。

　俺は自分の心に刻きざみ込むように、胸の奥で呟つぶやいた。




　更さらに数十メートル歩き、大扉の前に立った途と端たん、右側の石像が低音を轟とどろかせながら身動きを始めた。少々意表を衝つかれて振り仰ぐと、石像は仰々しい兜かぶとの奥の両眼に青白い光を灯ともしながらこちらを見下ろし、口を開いた。大岩を転がすような重々しい声が響き渡る。

『未だ天の高みを知らぬ者よ、王の城へ到いたらんと欲するか』

　同時に、俺の目の前に、最終クエストへの挑戦意志を質ただすためのイエス、ノーのボタンが表示された。迷うことなく、イエスのボタンに手を触れる。

　と、今度は左側の石像が大だい音おん声じようを発した。

『さればそなたが背の双そう翼よくの、天てん翔しように足ることを示すがよい』

　遠雷のような残響音が消えないうちに、大扉の中央がぴしりと割れた。地響きを上げ、ゆっくり左右に開いていく。

　その轟ごう音おんは、否いや応おうなく俺にアインクラッドのフロアボス攻略戦を思い起こさせた。当時の、呼吸も忘れるほどの緊張感が甦よみがえり、背筋に冷たい戦せん慄りつが走る。

　ここで倒れても実際に死んだりはしないんだ、と自分に言い聞かせてから、俺はその思考を振り払った。アスナの解放を賭けたこの闘たたかいは、ある意味ではかつて経験したどんな戦闘よりも重い。

「行くぞ、ユイ。しっかり頭を引っ込めてろよ」

「パパ……、がんばって」

　胸ポケットに収まったユイの頭を一撫なでして、背中の剣を抜き放つ。

　分厚い石扉は、完全に開ききると轟音と共に停止した。内部は完全な暗くら闇やみだった。一歩足を踏み入れてから、暗あん視しスペルを使うべきかと考えたが、右手を掲かかげるより早く突然の眩まばゆい光が頭上から降り注いだ。思わず両眼を細める。

　そこは、とてつもなく広い円形のドーム状空間だった。ヒースクリフと戦った、アインクラッド第七十五層のボス部屋を思い出したが、優にあの数倍を超える直径があるだろう。

　樹の内部らしく、床は太い根か蔦つたのようなものが密に絡からみ合って出来上がっている。蔦は外周部分で垂直に立ち上がり、壁を形成しながらなだらかに天てん蓋がい部分へと続く。

　半球形のドームとなっている天蓋では、絡み合う蔦は床よりも疎まばらとなり、ステンドグラス状の紋もん様ようを描いている。白光はその向こうから降り注いでいるようだ。

　そして──天蓋の頂点に、円形の扉が見えた。精せい緻ちな装飾が施ほどこされたリング型のゲートを、十字に分割された四枚の石盤がぴたりと閉ざしている。目指すべき樹上への道はあの向こうにあるはずだ。

　俺は大剣を両手で構え、大きく深呼吸した。両足に力を込め、翅はねを広げる。

「──行けッ!!」

　己を叱しつ咤たするように一声叫び、猛もう然ぜんと地を蹴けった。

　飛び上がって一秒も経たないうちに、天蓋の発光部に異変が現われるのが見えた。白く光る窓が一つ、泡となって沸わき立ち、何かを生み出そうとしている。またたく間に光は人間の形を取り、滴したたり落ちるかのようにドーム内に放出されると、手足と、そして四枚の輝かがやく翅を広げて咆ほう哮こうした。

　それは、全身に白銀の鎧よろいをまとった巨きよ軀くの騎士だった。鏡のようなマスクに覆おおわれて顔は見えない。右手には、俺の得え物ものをも上回る長大な剣を携たずさえている。間違いなく、あれがリーファの言っていたガーディアンだろう。

　守護騎士は、急速に上昇する俺に鏡の顔を向けると、再び人語ならぬ雄お叫たけびを上げながら真正面からダイブしてきた。

「そこをどけええええっ!!」

　俺も絶叫しつつ大剣を振りかぶる。両者の距きよ離りがゼロに近づくにつれ、脳の中で冷たい火花がスパークするような感覚が俺を襲おそい、あの世界での限界戦闘で何度か味わったアクセル感が戻ってくる。守護騎士のマスクに映る俺の姿に向かって、剣を思い切り打ち下ろす。

　俺と、奴の剣が空中でぶつかり合い、落雷にも似たエフェクト光が空間を切り裂いた。騎士は大きく弾はじかれた剣を再度頭上高く振りかぶろうとしたが、俺は剣が流されるに任せたまま、奴の懐ふところに潜もぐりこんだ。俺の二倍の身長がある巨人騎士の首元を左手で摑つかみ、密着する。

　ＣＰＵが動かすモンスターを相手にする場合、敵の武器が作り出す被ダメージ圏を見切り、その外側にポジションを取るのは基本だが、このような巨大なエネミーの場合は最小の間合いにも死角が発生する場合が多い。無論そこに留とどまり続けるのは危険だが、崩くずれた体勢を回復する程度の時間は稼かせげる。

　俺は右手一本に握った剣を引き戻すと、その剣けん尖せんを守護騎士の首元にあてがった。

「ラァッ!!」

　翅はねを力いっぱい打ち鳴らし、全身の重さを乗せて剣を撃うち込む。ガツッ!!　と硬い物体を断ち割る響きと共に、剣が騎士の首を深く貫つらぬいた。

「ゴガアアアアア!!」

　神こう々ごうしい外見にそぐわない、獣のごとき絶叫を上げて守護騎士は全身を硬直させた。直後、その巨体は純白のエンドフレイムに包まれ、四散した。

　──行ける!!

　俺おれは心の奥で快かい哉さいを叫んだ。この守護騎士は、ステータス的にはＳＡＯのフロアボスに遠く及ばない。一対一なら、こちらに分がある。

　体にまとわりつく白い炎を振り払い、俺は顔を上げてゲートを見み据すえた。そして──その光景を見た途と端たん、顔が強こわ張ばるのを感じた。

　未いまだかなりの距きよ離りがある巨大な天てん蓋がい、それを作っている無む秩ちつ序じよなステンドグラスの、殆ほとんど全ての窓から、白い守護騎士が出現しようとしていた。その数、数十──いや数百か。

「────うおおおお!!」
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　一いつ瞬しゆん怯ひるんでしまった己を鞭むち打つかのように、俺は叫んだ。例え何匹来ようとも、全てを切り捨てるだけだ。翅を震ふるわせ、猛もう然ぜんとダッシュする。

　天蓋から新たに産み落とされた数体の騎士が、俺の進路を阻はばもうと舞い降りてきた。その先頭の一体に狙ねらいを定め、再び剣を振りかぶる。

　今度は、剣を打ち合わせて体勢が硬直してしまうのを避けるべく、俺おれは斜めに振り下ろされる敵の剣の先端に意識を集中し、体を捻ひねってそれを回避した。完全には見切れず、肩を掠かすった剣先によってわずかな被ダメージ感が発生したが、それを無視して自分の攻こう撃げきに全神経を傾かたむける。

　俺の大剣は、一直線に守護騎士のマスクに吸い込まれるように命中し、そのまま二つに断ち割った。白い炎が噴き上がり、消しよう滅めつする巨体の向こうから、次の騎士が姿を現す。

　敵の剣がすでに攻こう撃げき軌き道どうに入っているのを見て、俺は歯を嚙かみ締めた。完全に回避する余裕はないと判断し、襲おそい来る剣を左拳の甲で受け流す。

　骨まで浸しん透とうするような衝しよう撃げきとともに、視界左端のＨＰバーが一割ほど減少した。だが敵の剣の軌道は俺の体を逸それ、騎士の姿勢がぐらりと崩くずれた。その首筋に、右手の剣を斬り下ろす。

　今度はこちらの攻撃スピードが減げん殺さいされたため、一撃で片付けることが出来なかった。右方向から、更さらに新たな守護騎士が迫ってくる。俺は体をそちらに捻ると同時に、その勢いを利用して左足のブーツを手負いの騎士のマスクに叩き込む。

　かつての剣士キリトのステータス・データから、この世界では無用と思われた体術スキルの熟練度をも引き継いでいたのが幸いし、蹴けりのダメージは敵のＨＰを削けずりきることに成功したようだった。仰のけ反ぞる巨体が炎に包まれ、エフェクトで歪ゆがんだ悲鳴とともに爆ばく散さんする。

　三体目の騎士の剣を、危ういところで俺の剣が弾はじいた。

「せああああっ!!」

　気合と共に、固く握った左拳こぶしを鏡のマスクに突き入れる。ビシィッ!!　と硬質な音を立ててその表面が放射状にひび割れ、騎士が苦く悶もんの叫びを上げる。

「落ちろ！　落ちろぉぉッ!!」

　俺は絶叫した。今朝方、ヨツンヘイムでウンディーネの戦士たちに斬りかかった時には感じなかった、焼け付くような破壊衝しよう動どうが俺を駆り立てていた。右手の剣を騎士の首に引っ掛け、何度も何度も左拳を打ち付ける。

　そうだ──、俺はかつてこの世界に生きていたのだ。ダンジョンの最さい奥おうをひとり彷さ徨まよい、死線の連続に魂たましいを磨ま耗もうさせ、モンスターの屍しかばねで己の墓ぼ碑ひを築くかの如く剣を振るい続けた。

　とうとう拳が敵のマスクを貫通し、どぼっと粘ねん液えき質の発光体が飛び散った。だが殺さつ戮りくを求める内なる声に従い、左手をいっそう深く光の奥へと突き込む。腕が頭部を貫通すると同時に騎士の全身が溶け崩くずれ、俺の体を白い炎が包み込む。

　あの頃、俺の心は石のように固く乾ききっていた。ゲームクリアだとか、プレイヤーの解放だとかいうお題目はもうどうでもよかった。他人を拒絶し、ただひたすらに次の戦場を求めて這はいずっていた。

　更に四、五匹の守護騎士が、輝かがやく剣を高く掲かかげ、怪鳥のような奇声とともに降下してきた。俺おれは片かた頰ほおに獰どう猛もうな笑みを浮かべ、背中の翅はねで空気を切り裂きながらその群むれに突っ込んだ。激げき烈れつな加速感に全神経が震ふるえ、俺の脳とかりそめの肉体を繫つなぐ電子パルスが青白いスパークとなって視界を横切った。

「うおおおああぁぁぁぁぁ!!」

　雄お叫たけびとともに、俺は両手に握った剣を横一文字に薙なぎ払った。敵の剣が弾はじかれる。そのまま体を風車のように回転させ、限界まで加速してから守護騎士どもの首に撃うち込む。

　がつ、がつっ！　と鈍にぶい音が連続し、二つの鏡面に包まれた首が宙高く舞った。白いバラのように咲く断だん末まつ魔まの炎が俺の神経を灼やき、更さらに熱く燃え上がらせる。

　死地の中でだけ、俺は自分の命を確認できた。ギリギリの戦闘に身を投じ、己を最後まで焼き尽くし、その後に倒れることだけが、かつて眼前で死んでいった者たちに報むくいる道だと思っていた。

　俺は回転の勢いを止めずに体の向きを入れ替え、伸ばした右足のつま先を錐きりのように新たな守護騎士の胸板に突き立てた。硬さの中にも湿しめった柔らかさのある嫌いやな音が響き、俺の体が騎士を貫通する。エンドフレイムの中心で動きの止まった俺の体に、左右から二本の剣が鋏はさみのように迫った。右の剣を自分の剣で受け、左の剣は左腕で止め、ＨＰバーに目もくれず俺は双方を押し返した。

　間髪入れずに右の騎士の手首を摑つかみ、

「ぐうううおおおおっ!!」

　咆ほう哮こうしながら頭上高く振り回すと左の騎士に叩き付ける。二匹が重なったところを剣でまとめて貫つらぬき、止めを刺す。

　いつまでも、敵が何匹来ようとも戦いつづけられると思った。あの頃のように、殺さつ戮りくの炎で己を焦こがし、心を硬く、硬く研とぎ上げて──。

　いや──そうじゃない……。

　──そんな、乾ききった俺の心に、懸けん命めいに水を注いでくれた人たちがいたのだ。クライン、エギル、シリカ、リズベット、そしてアスナ。

　俺は……俺は、アスナを助けだし、あの世界を本当に終わらせるためにここへ──

　顔を上げると、天てん蓋がいに視線を向けた。意外なほど近くに、石のゲートが見えた。

　そこへ向かって上昇しようとしたその時、唸うなりを上げて飛来した何かが俺の右足を貫いた。

　冷たく輝かがやく光の矢だった。俺の動きが止まる瞬しゆん間かんを狙い定めたかのように、雨のように矢が降り注いだ。二本、三本と立て続けに命中し、ＨＰバーががくん、がくんと減少する。

　視線を巡らせると、いつのまにか遠えん距きよ離りで俺を取り囲んでいた守護騎士たちが、左手を俺に向け、ディストーションのかかった耳障りな声でスペルを詠えい唱しようしていた。光の矢の第二波が、甲高い音とともに殺さつ到とうしてくる。

「うおおおおおっ！」

　俺おれは大剣を振り回して矢を弾はじき落したが、更さらに数本が命中し、ＨＰバーがイエローゾーンに突入した。顔を上げ、ゲートを凝ぎよう視しする。

　遠距離攻こう撃げきを行う敵を単騎で撃破するのは難しい。俺は強行突破を図るべくゲートに向かって突進した。降り注ぐ光の矢が全身を貫つらぬくが、ゴールはもうすぐそこだ。歯を食い縛しばって衝しよう撃げきに耐えながら、石扉に触れようと左手を伸ばす──。

　──しかし。

　あと数秒というところで、すさまじい衝撃が背中を襲おそった。振り向くと、いつの間に接近していたのか、守護騎士が一匹、鏡面マスクに歪ゆがんだ笑みの気配を滲にじませて俺の背に剣を突き立てていた。体勢が崩くずれ、加速が止まる。

　そこへ、獲え物ものに群がる白い屍鳥の如く、十数匹の守護騎士が四方から押し寄せてきた。ドッ、ドッと鈍にぶい音を立てて、剣が次々に俺の体を貫いた。ＨＰバーを確認する余裕もなかった。

　視界に、青い燐りん光こうをまとった黒い炎が渦うず巻まいた。それが自分のエンドフレイムだと気付くのに少し時間がかかった。炎を背景に、小さく浮かび上がる紫の文字。【You are dead】。

　次の瞬しゆん間かん、俺の体は呆あつ気けなく四散した。

　次々とスイッチを切るように、身体感覚が消失していく。

　アインクラッド七十五層で聖騎士ヒースクリフと相打ちになり、倒れたときの記憶が鮮明にフラッシュバックし、瞬しゆん間かん、俺は激げき甚じんな恐怖に晒さらされた。

　だが勿もち論ろん、そこで意識が途と切ぎれることはなかった。半思考停止状態のなか、俺はＳＡＯベータテスト以来の《ゲームにおける死》を体験することとなった。

　不思議な感覚だった。視界は彩度を失い、紫がかったモノトーンに染まっている。その中央に、同じくシステムカラーの小さな文字で【蘇そ生せい猶ゆう予よ時間】の表示と、右に減少していく数字。視界の奥では、俺を屠ほふった白銀の守護騎士たちが、満足の唸うなりを上げながら天てん蓋がいのステンドグラスに帰き還かんしていくのが見えた。

　四肢の感覚は存在しなかった。動かそうにも、今の俺は、この世界で斬り倒してきたプレイヤーたちが皆そうなったような小さな残り火リメインライトにすぎないのだ。心細く、惨みじめで、卑ひ小しような気分だった。

　そう──、惨めだった。この世界のことを心のどこかで、ただのゲームだと思い続けていた報むくいを受けたと感じていた。俺の強さなどというものは所しよ詮せん、ステータスデータという名の数字でしかないのだ。なのに、ゲームの枠わくを越え、限界を超えて、何でも出来ると思っていた。

　アスナに会いたい。彼女の、全すべてを包み、癒いやす温かい腕に抱かれ、思考と感情を解き放ちたい。しかし、俺の手はもう彼女には届かない。

　秒数表示が減少していく。これがゼロになったとき俺はどうなるのか、即座には思い出せなかった。

　しかしどうなろうと、俺に出来ることは唯ただひとつだ。再びこの場所まで這はい戻り、守護騎士に挑むのだ。何度倒れようと、たとえ勝てないとわかっていても──俺おれの存在が切り刻きざまれ、磨ま耗もうし、この世界から全て消えてなくなるその瞬しゆん間かんまで──……

　その時だった。真下に向けられた俺の視線を、きらりと横切る影があった。

　誰だれかが、開いたままの入り口からドーム内に侵入し、凄すさまじいスピードで上昇してくる。

　来るな、と叫ぼうとしたが、声は出なかった。上空を窺うかがうと、天てん蓋がいに並ぶ白い窓から、再びボトボトと守護騎士どもが産み出されつつあるのが見えた。

　神経を逆さか撫なでる叫びを上げながら、白い巨人たちが俺の横を通過し、侵入者目指して殺さつ到とうしていく。単騎で対抗できる相手ではないことは、既に身を以もって体感している。今すぐ逃げろと必死に念じるが、人影は一直線に俺目指して上昇してくる。

　最前列の守護騎士数匹が、右手に握った長大な剣を次々に振り下ろした。侵入者は俊しゆん敏びんな機動でそれらを回避したが、時間差で襲おそい掛かった剣が体を掠かすめた。それだけで華きや奢しやな体が大きく跳ね飛ばされた。

　だが侵入者は、その勢いをも利用して更さらに加速すると、騎士どもの列を回り込み上昇を続けた。俺に近づくにつれ、それを阻止せんと天蓋が吐き出す騎士の数はますます増え、奇怪な合唱を響かせながら所ところ狭せましと飛び回る。

　人影は右手に長刀を握っていたが、それは防ぼう御ぎよにのみ利用し、敵を一箇所にまとめては逆に障壁として利用する見事な機動で着実に距きよ離りを詰め続けた。痛々しいほどの必死の飛行だった。

　ついに俺の前に達したとき、そのプレイヤーは涙の粒つぶを散らして一声叫んだ。

「──キリト君!!」

　リーファだった。シルフの少女は両手を伸ばし、俺をしっかりと包み込む。

　すでにゲートにかなり接近しており、騎士どもはこれ以上の上昇は絶対に許さないと言わんばかりに上空にびっしりと密集し、幾いく重えもの肉の壁を作り上げた。だがリーファは俺を確保した途と端たん急激にターンし、今度は一直線に出口を目指した。

　背後から、呪じゆ詛その如きスペル詠えい唱しようが鳴り響いた。たちまち、唸うなりを上げて白い光の矢が飛来する。リーファは右に左に進路を揺らし、敵の狙ねらいを外そうとするが、降り注ぐ矢は驟しゆう雨うのような密度で、避けきれなかった一弾が命中する震動が俺にも届いた。

「っ……!!」

　リーファは息を詰まらせたが、ダイブの勢いは鈍にぶらなかった。ド、ドッと立て続けに矢がリーファの体を貫つらぬく。俺の視界の上隅に表示された彼女のＨＰバーが、たちまち半減する。

　追撃は、光の矢だけではなかった。猛もう烈れつな勢いで肉薄した二匹の守護騎士が、左右から十字に長剣を振り下ろすのが見えた。

　リーファは右に錐きり揉もみし、片方の剣をかわしたが、もう一方の金きん属ぞく塊かいがまともに彼女の背を捉とらえた。

「あっ……」

　悲鳴に似た声を上げ、リーファは毬まりのように弾はじき飛ばされ、間近に迫っていた床に激突した。数度のバウンドののち、床面を削けずる勢いで滑かつ走そうし、停止する。そこに、とどめの一撃とばかりに、数匹の守護騎士が舞い降りてくる。

　リーファは震ふるえる片手で体を起こすと、背中の翅はねを一度羽ばたかせた。その勢いで床を転がり──不意に俺おれの視界を、明るい日光が包み込んだ。そこはもう、ドームの外だった。




　　　　　＊＊＊




　かつてない程の絶望的な状況からどうにか生せい還かんし、リーファは恐怖に冷え切った体を石いし畳だたみに投げ出して荒い息をついた。背後に眼を向けると、イベントの設定時間が終了したのだろう、巨大な石扉が重々しく閉じ始め、その奥で白い巨人たちが舞い上がっていくのが見えた。

　腕の中には、小さく揺ゆらぐ黒い残り火。キリト君──、と胸の奥で呟つぶやくが、感かん傷しように浸ひたっている時間はない。上体を起こし、傍かたわらに立つ巨石像の足に背中をもたれさせると、右手を振ってアイテムウインドウを開く。

　水属性や神聖属性の魔ま法ほうスキルをマスターしていないリーファは、高位の蘇そ生せい魔法を使うことができない。ゆえに、《世界樹の雫しずく》なるアイテムをオブジェクト化させ、出現したブルーの小こ瓶びんを手に取る。

　ウインドウを消して小瓶の栓せんを抜き、輝かがやく液体をキリトのリメインライトに注ぎかける。たちまちその場に、蘇生スペルと似たような立体魔方陣が展開し、数秒後、黒衣の少年の姿が実体化した。

「……キリト君……」

　座すわったまま、リーファは泣き笑いのような顔で少年の名を呼んだ。キリトも、どこか哀あい切せつな笑みを浮かべると、石畳に片かた膝ひざをつき、右手をそっとリーファの手に乗せた。

「ありがとう、リーファ。……でも、あんな無茶はもうしないでくれ。俺は大丈夫だから……これ以上迷惑はかけたくない」

「迷惑なんて……あたし……」

　そんなつもりじゃない、と言おうとしたが、その前にキリトは立ってしまった。くるりと振り向き──再び、世界樹内部へ繫つながる扉へと足を踏み出す。

「き、キリト君!!」

　愕がく然ぜんとしながら、リーファは震ふるえる脚あしに力を込め、どうにか立ち上がった。

「ま、待って……無理だよ、一人じゃ！」

「そうかもしれない……。でも、行かなきゃ……」

　背を向けたまま呟くキリトの姿に、リーファは限界まで負荷のかかったガラスの像のように張り詰めたものを感じ、必死にかける言葉を探した。でも、喉のどが焼き付いたように声を発することができなかった。夢中で両手を伸ばし、キリトの体をぎゅっと抱いた。

　惹ひかれている、と強く感じた。和かず人とのことを諦めるために、無理矢理この人を好きになろうとしているのかもしれないと心の隅すみで考えたが、同時に、それでもいいと思った。この気持ちは真実だと思えた。

「もう……もうやめて……。いつものキリト君に戻ってよ……。あたし……あたし、キリト君のこと……」

　右手が軽くキリトの手に包まれた。耳に、静かだが張り詰めた声が流れ込んでくる。

「リーファ……ごめん……。あそこに行かないと、何も終わらないし、何も始まらないんだ。会わなきゃいけないんだ、もう一度……」




「もう一度……アスナに」




　何を聞いたのか、一いつ瞬しゆん解わからなかった。空白に塗ぬりつぶされた意識の中で、キリトの言葉の残響がゆっくりと消えていった。

「……いま……いま、何て……言ったの……？」

　キリトはわずかに首を傾かしげ、答えた。

「ああ……アスナ、俺おれの捜さがしてる人の名前だよ」

「でも……だって、その人は……」

　口元に両手をあて、リーファは半歩後あと退じさった。

　白く凍こおりついた脳のう裏りに、滲にじむように記憶の残像が甦よみがえる。

　数日前、道場で試合した時の和人。

　初めて会った時、古森でサラマンダーを退しりぞけたキリト。

　記憶の中の二人は、戦いを終えた後、右手の剣を素早く切り払い、背中に収める。寸すん分ぶん違たがわぬ動作で。

　ぴたりと重なった二人のシルエットが、放射光の中に溶けていった。リーファは目を大きく見開き、震ふるえる唇から消え入るような声を絞しぼり出した。

「……お兄ちゃん……なの……？」

「え…………？」

　それを聞いたキリトは訝いぶかしそうに眉まゆを動かした。漆しつ黒こくの瞳ひとみがまっすぐリーファの眼を捉とらえる。瞳に浮かぶ光が、水面の月のように揺らぎ、たゆたい、そして──

「──スグ……直すぐ葉は……？」

　黒衣のスプリガンは、ほとんど音にならない囁ささやきに乗せて、その名前を呼んだ。

　周囲の石いし畳だたみ、アルンの街や巨大な世界樹、それらを包み込む世界そのものが崩ほう壊かいしていくような感覚に捕われて、リーファ／直葉はよろめくように更さらに数歩下がった。

　目の前の少年と旅をした数日間、リーファはこの仮想の世界がどんどん鮮やかに色づいていくのを感じていた。並んで飛ぶだけで心が躍おどった。

　直すぐ葉はとして和かず人とを慕したい、リーファとしてキリトに惹ひかれる自分に罪悪感を抱かなかったといえば噓になる。しかし、リーファにとっては長らく仮想飛行シミュレータの延長でしかなかったアルヴヘイム世界が、もうひとつの真なる現実であることを教えてくれたのはキリトだった。それゆえに、リーファはこの世界で自分が抱いた感情もまた、デジタルデータではなく本当の気持ちだと悟さとることができたのだ。

　和人を求める心を無理矢理に凍こおらせ、深く埋うめる痛みも、キリトの隣となりでならいつかは忘れられそうな、そんな気がしていた。──それなのに、この世界の基き盤ばんを成している《現実》、妖よう精せいのキャラクターに命を与えているのは本当の人間であるという《リアル》は、思いもよらない形の結末をリーファに突きつけたのだった。

「……酷ひどいよ……。あんまりだよ、こんなの……」

　うわ言のように呟つぶやきながら、リーファは首を左右に振った。これ以上、一秒たりともこの場所に居たくなかった。キリトから顔をそむけ、左手を振る。

　出現したウインドウの左下端に触れ、更さらに浮かび上がった確認メッセージを殆ほとんど見もしないで叩いた。堅く閉じた瞼まぶたの下で、虹にじ色いろの光の輪が広がり、薄うすれ、暗くら闇やみが訪れた。




　自室のベッドで覚かく醒せいし、最初に目に入ったのは、アルヴヘイムの空を映した深いブルーだった。いつもなら憧どう憬けいと郷きよう愁しゆうに似た感慨をおぼえるその色にも、今は苦痛しか感じなかった。

　直葉はのろのろと頭からアミュスフィアを外し、眼の前にかざした。

「っ……ぅ……」

　喉のどの奥から、抑えきれない嗚お咽えつが洩もれた。細い円えん環かんを二つ重ねた華きや奢しやな機械を握った両手に、衝しよう動どうのままに力を込める。リングがたわみ、かすかな悲鳴を上げる。

　このままアミュスフィアを破壊し、あの世界への通路を永遠に閉ざしてしまおうと思った。しかし、できなかった。リングの向こうにいるリーファという名の少女が、あまりにも哀れだった。

　機械をベッドの上に戻し、直葉は体を起こした。両足を床に降ろして、目を閉じ、項うな垂だれる。もう何も考えたくなかった。

　静せい寂じやくを破ったのは、控ひかえめなノックの音だった。次いで、ドアの向こうから、キリトとは違うが、同じ抑よく揚ようを持つ声。

「──スグ、いいか？」

「やめて!!　開けないで！」

　反射的に叫んでいた。

「一人に……しておいて……」

「──どうしたんだよ、スグ。そりゃ俺おれも驚いたけどさ……」

　途と惑まどいをはらんだ和かず人との言葉が続く。

「……またナーヴギアを使ったことを怒ってるなら、謝るよ。でも、どうしても必要だったんだ」

「違うよ、そうじゃない」

　不意に、感情の奔ほん流りゆうが全身を貫つらぬいた。床を蹴けるように立ち上がり、ドアに向かう。

　ノブを回し、引き開けると、そこに和人の姿があった。気遣わしそうな光を浮かべた瞳ひとみで、じっと直すぐ葉はを見ている。

「あたし……あたし……」

　気持ちが、勝手に涙と言葉になって溢あふれ出すようだった。

「あたし──自分の心を裏切った。お兄ちゃんを好きな気持ちを裏切った」

　ついに面と向かって口にした『好き』のひと言なのに、それは刃のように直葉の胸を、喉のどを、唇を切り裂いていった。焼け付くような痛みを感じながら、かすれ声で更さらに言い募つのる。

「全部忘れて、諦めて、キリト君のことを好きになろうと思った。ううん、もうなってたよ。──なのに……それなのに……」

「え……」

　和人は数すう瞬しゆん、絶句してから、囁ささやくように言った。

「好き……って……だって、俺たち……」

「知ってるの」

「……え……？」

「あたしももう、知ってるんだよ」

　いけない、と思った。しかし止められなかった。激げき情じようの全てを込めた視線を和人に向け、わななく唇で直葉はその先を告げた。

「あたしとお兄ちゃんは、ほんとの兄妹じゃない。あたしはそのことを、もう二年も前から知ってるの!!」

　いけない。母親に頼んで、自分がその事実を知らされたことを和人に告げるのを待ってもらったのは、こんな風に持て余す感情をただぶつける為ではなかったはずだ。このことが持つ意味を、時間をかけてちゃんと考えたい、そう思っていたはずなのに。

「お兄ちゃんが剣道辞めて、あたしを避けるようになったのは、ずっと昔からそれを知ってたからなんでしょ？　あたしがほんとの妹じゃないから遠ざけてたんでしょ？　なら、なんで今更優しくするのよ!!」

　どんなにいけないと思っても、もう言葉を留とどめることはできない。直葉の声が廊ろう下かの冷えた空気に響くたび、和人の黒い瞳が徐じよ々じよに表情を失っていく。

「あたし……お兄ちゃんがＳＡＯから戻ってきてくれて嬉しかった。小さい頃みたいに仲良くしてくれて、すごく嬉しかった。ようやくちゃんとあたしを見てくれたって、そう思った」

　ついに、堪こらえきれなくなった涙が二粒つぶ頰ほおに伝った。それを乱暴に払い落とし、直すぐ葉はは限界まで張り詰めた声を胸から押し出した。

「……でも……こんなことなら、冷たくされたままのほうが良かった。それなら、お兄ちゃんを好きだって気付くことも……アスナさんのこと知って悲しくなることも……お兄ちゃんの代わりにキリト君を好きになることもなかったのに!!」
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　その言葉を聞いた和かず人とはわずかに眼を見開き、表情を凍こおりつかせた。全てが停止したような数秒間ののち、瞳ひとみが揺ゆれ、俯うつむけられ、たったひと言だけが発せられた。

「……ごめんな……」

　覚かく醒せいしてからの二ヶ月間、直葉を見る和人の瞳は常に、慈いつくしむような穏やかな光に彩いろどられていた。今、その光が消え、代わりに深い暗くら闇やみが広がるのを見て、直葉は悔かい恨こんの刃やいばが激痛を伴ともなって胸の奥を切り裂くのを感じた。

「……もう、放っておいて」

　それ以上和人の顔を見ていられなかった。罪悪感と自己嫌けん悪おに押し潰つぶされそうになりながら、直葉は逃げるようにドアを閉め、数歩後あと退じさった。踵かかとがベッドに触れ、そのまま横向きに倒れこむ。

　シーツの上で固く体を丸め、直葉はこみ上げる嗚お咽えつに肩を震ふるわせた。涙があとからあとから溢あふれ、白い布にかすかな痕あとを残して吸い込まれていった。
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　閉じられたドアの前で、俺おれはしばし立ち尽くしていた。

　やがて体の向きを変え、背中をドアに預けて、ずるずると廊ろう下かに座すわり込む。

　本当の妹ではないから遠ざけていた、という直すぐ葉はの指摘はおおむね正しい。しかし、俺が住基ネットの戸こ籍せき表示に抹まつ消しよう記録印があるのに気付き、いまの両親にそれについて問い質ただしたのは、ほんの十歳の頃だ。だから直葉と距きよ離りを置くようになったのも、具体的な意図があったゆえのことではない。

　あの頃ころから、俺は、人との距離感というものがよく解わからなくなってしまった。

　実の両親に関する記憶は皆かい無むだし、桐きりヶが谷や峰みね嵩たか・翠みどり夫婦は俺に事実を伝える前も後も何一つ変わることなく俺を愛してくれたので、外的なショックというようなものはなかった。それでもなお、俺の内部にはひとつの奇き妙みような感覚が芽吹き、深く根付いた。

　それは、相あい対たいした人物に対して必ず生しようずる、この人はいったい誰だれなのだろう？　という疑問のようなものだ。どんなに長く付き合い、何もかも知っている相手──それこそ家族に対してさえも、俺は折おりに触れて考えるようになった。この人は、本当は誰なんだろう、と。俺はこの人のことを、本当に知っているのか、と。

　その違い和わ感かんが、俺をネットゲームの世界へと向かわせた一つの理由なのかもしれない。なぜならネットワーク越しに接するアバターには、異なる内面が存在して当然だからだ。誰もが誰ものことを本当には知らない。それを前提として交流する、言ってしまえば偽りの世界は、俺にとって心地いい場所だった。俺は小学校五、六年生の頃からネットゲームに耽たん溺できし、わき目も振らずに一直線に突き進んでいった。やがて二年もの間幽ゆう閉へいされることになる、あの世界へと向かって。

　ソードアート・オンラインという名の世界は、デスゲームのルールさえ無ければ、俺にとって理想郷と言ってもいい場所のはずだった。醒さめない偽りの夢。終わらない仮想世界。

　俺はあの世界で、キリトという名の見知らぬ誰かを演じようとした。

　しかし、ログアウトできないフルダイブ型ネットゲームという異常な状況は、やがて俺を、否いや応おう無くひとつの真理へと導みちびいた。

　現実世界も、仮想世界も、本質的にはまったく同じものなのだ。

　なぜなら、人間は五感で収受した情報を脳で処理することによってのみ世界を認識しているからだ。ネットゲームが偽りの世界足り得るのは、マシンのスイッチを切ることによっていつでも離り脱だつできるというその一点においてのみなのだ。

　脳が電子パルスによって認識する、ログアウト不可能の世界。

　それは、現実世界を説明する言葉そのものだ。

　そうと気付いた時、俺おれはようやく、十歳の頃から俺を惑まどわせた疑問の空しさを悟さとった。人が本当は誰だれなのか、などと悩んでもまったく意味はない。できるのはただ、信じ、受け入れることだけだ。自分が認識する誰かが、本当のその人なのだと。

　背中を預けたドアを通して、直すぐ葉はのかすかな嗚お咽えつが届いてくる。

　この世界に帰き還かんし、初めて彼女の顔を見た瞬しゆん間かん、俺は素直にまた会えて嬉うれしい、と感じた。俺の無意味な疑問によって距きよ離りを作ってしまった数年間を取り戻すため、これからはあらゆる垣かき根ねを取り払い、ただ接したいように接しようと思った。

　しかし恐らく、この二年の間に、直葉も直葉なりに俺への認識を新たにしていたのだろう。本当は兄ではなく従兄なのだと知り、距離感に途と惑まどい、ずっと手探りをしていたのだろう。彼女はまだ真実を知らないと思い込んでいた俺は、その気持ちに気付くことができなかった。

　俺は、そんな直葉の前で、何度もアスナへの気持ちを露あらわにした。アスナのことを思って泣きさえしたのだ。それが直葉を深く傷つけたであろうことは想像に難かたくない。

　いや、それだけではない。

　ＰＣ音おん痴ちでゲーム嫌いだった直葉が、ＶＲＭＭＯゲームを始めた理由も、おそらくは俺のためだ。俺の世界を知るために直葉は仮想世界へとダイブし、長い時間をかけてもう一人の自分を育て上げた。あのアルヴヘイムという世界で何度も俺を助けてくれたリーファという少女──。彼女こそが直葉だったのだ。

　ログインして初めて出会ったのが彼女だった、その理由をユイは、近きん傍ぼうの経路からＡＬＯに接続しているせいではないかと推すい測そくした。近傍どころではない、同じ家からダイブしていたのだからグローバルＩＰは同一だ。俺とリーファは出会うべくして出会ったのに、俺はキリトでいるときもアスナのことで頭がいっぱいで、直葉と同じくリーファをも傷つけてしまった。

　俺は強く眼をつぶり、音がしそうなほどに見開くと、両りよう脚あしに力を込めて立ち上がった。

　今は直葉のために出来ることをしよう。言葉で足りないときは手を伸ばす、それはＳＡＯ世界で多くの人たちが身を以もって俺に教えてくれたことでもある。
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　力強いノックの音が、虚きよ脱だつした直葉の意識を揺り動かした。反射的に体を竦すくませる。

　開けないで、と叫ぼうとしたが、喉のどからは掠かすれた音が洩もれるだけだった。しかし和かず人とはノブを回さずに、ドアの向こうで短く言った。

「スグ……、アルンの北側のテラスで待ってる」

　落ち着いた、穏やかな声だった。そのままドアの前を離れていく気配。廊ろう下かの向こうで開閉音がして、静せい寂じやくが訪れた。

　直すぐ葉はは、瞼まぶたを固く閉じ、再び体を小さく縮こまらせた。弾はじき出された涙が、ぽつぽつと音を立てて落下する。

　和かず人との声には、動揺の響きは無かった。妹から酷ひどい言葉を浴あびせられたのに、もうそれを吞のみ込んだのだろうか。

　──強いね、お兄ちゃんは。あたしは、そんなに強くなれないよ……

　心の中で呟つぶやいてから、ふと数日前の夜のことを思い出した。

　あの夜、和人は今の直葉のように、ベッドの上で体を丸めていた。同じように、手の届かない人のことを思って泣いていた。その姿は、途と方ほうに暮れた幼おさな子ごのようだった。

　キリトと出会ったのはその翌日だ。つまり和人は、どのようにしてか、眠るあの人の意識がアルヴヘイムに──世界樹の上にあるという情報を得て、再び仮想世界に身を投じたのだ。涙を振り払い、剣を握って。

　──あのとき、あたしは、がんばれって言った。諦めちゃだめだと、そう言った。なのに、自分はこうして泣き続けている……。

　直葉はゆっくりと眼を開けた。視線の先に、輝かがやく円えん冠かんが横たわっていた。

　手を伸ばし、それを持ち上げると、深く頭に被かぶせた。




　薄うす曇りの空から降り注ぐ淡あわい陽光が、アルンの古代様式の街並みを柔やわらかく照らしていた。

　ログイン地点には、キリトの姿は無かった。マップを確認すると、今いるドーム前広場は世界樹の南側で、北側にはイベント用の広大なテラスがあるようだ。多分そこでリーファを待っているのだろう。

　ここまで来たものの、正直会うのは恐かった。何を言うべきか判わからなかったし、何を言われるのかも予想できない。リーファは悄しよう然ぜんと数歩あるくと、広場の片かた隅すみにあるベンチに腰を下ろした。

　俯うつむいたまま何分経過しただろうか。不意に、目の前に誰かが着地する気配がした。反射的に体を固くし、眼を閉じる。

　だが、リーファの名を呼んだのは意外な人物だった。

「んも～～～、捜さがしたよリーファちゃん！」

　馴な染じみの深い、頼りないくせに元気いっぱいな声が響き渡る。啞あ然ぜんとして顔を上げると、黄緑色の髪の少年シルフの姿があった。

「……れ、レコン!?」

　思いがけない顔の出現に瞬しゆん間かん、疼とう痛つうを忘れて、どうしてここにと訊たずねた。するとレコンは両手を腰に置き、自慢そうに胸を反そらせて言った。

「いやー、地下水路からシグルドがいなくなったんで隙すき見て麻ま痺ひ解除してサラマンダー二人を毒殺して脱出して、いざ旦だん那なにも毒食わせてやろうと思ったらなんかシルフ領にいないし、仕方ないんで僕もアルンを目指そうと思って、アクティブなモンスターをトレインしては他人に擦なすり付けトレインしては擦り付けでようやく山脈を越えて、ここに着いたのが今日の昼前だよ。一晩かかったよ、マジで！」

「……アンタそれはＭＰＫなんじゃあ……」

「細かいことはいいじゃんこの際！」

　リーファの指摘など気にするふうもなく、レコンは嬉き々きとした様子で、隣となりに密着する勢いで腰を下ろす。そこで今いま更さらのようにリーファが独ひとりでいることに疑問を持ったらしく、周囲をキョロキョロ見回しながら言った。

「そういやあのスプリガンはどうしたの？　もう解散？」

「ええと……」

　リーファはそれとなく腰をずらして隙すき間まを空あけながら言葉を探した。しかし相変わらず胸の奥は切ない疼うずきの塊かたまりに塞ふさがれていて、器用な言い訳は浮かんでこなかった。気付いたときには心の裡うちをぽろりと口にしていた。

「……あたしね、あの人に酷ひどいこと言っちゃった……。好きだったのに、言っちゃいけないことを言って傷つけちゃったの……。あたし、馬鹿だ……」

　再び涙が溢あふれそうになったが、リーファは必死に堪こらえた。レコン／長なが田たは単なるクラスメートで、その上ここは仮想のゲーム世界であって、彼を困惑させるような剝むき出しの感情を見せたくはなかった。顔をそむけ、早口で続ける。

「ゴメンね、変なこと言って。忘れて。あの人とは、もう会えないから……帰ろう、スイルベーンに……」

　たとえここで逃げても、現実の二人は数メートルと離れていない場所に横たわっているのだ。しかしやはりキリトと会うのは恐かった。待ち合わせ場所に行くことなく、このままスイルベーンに帰って、数は少ないが親しい人たちに挨あい拶さつしてから《リーファ》を永い眠りにつかせよう、そう思った。いつかこの痛みが薄うすれる、その時まで。

　心を決め、顔を上げて、リーファはレコンの顔を見た。そして思わずギョッとして仰のけ反ぞった。

「な……なに!?」

　レコンは、茹ゆで上がったかのように顔を紅こう潮ちようさせ、眼を見開き、口をぱくぱくと開閉していた。一いつ瞬しゆんここが街の中であることを忘れ、水属性の窒ちつ息そく魔ま法ほうでも掛けられたかと思ったその時、突然レコンが猛もう烈れつなスピードでリーファの両手を取り、胸の前で固く握った。

「なななんなの!?」

「リーファちゃん！」

　問いただす間もなく、かなり遠くにいるプレイヤー達も振り向くような大声で叫ぶ。顔をぐいーっと突き出し、限界まで後傾したリーファを至近距きよ離りから凝ぎよう視ししつつ言葉を続ける。

「り、リーファちゃんは泣いちゃだめだよ！　いつも笑ってないとリーファちゃんじゃないよ！　僕が、僕がいつでも傍そばにいるから……リアルでも、ここでも、絶対独ひとりにしたりしないから……ぼ、僕、僕、リーファちゃん……直すぐ葉はちゃんのこと、好きだ！」

　壊れた蛇口のように一気にまくし立てたレコンは、リーファの返事を待つこともなく更さらに顔を突出させてきた。いつもは気弱そうな目に異様な輝かがやきを貼り付け、脹ふくらませた鼻の下の唇くちびるがにゅーっと伸びてリーファに迫る。

「あ、あの、ちょっ……」

　待ち伏せアンブツシユからの不意打ちはレコンの得意技ではあるが、それにしてもあまりの展開に度ど肝ぎもを抜かれてリーファは硬直した。それを許きよ諾だくと取ったか、レコンは顔を傾かたむけ、リーファに覆おおい被さらんばかりに身を乗り出して接近を続ける。

「ちょ……ま、待っ……」

　顔にレコンの鼻息を感じる所まで肉にく薄はくされてから、ようやくリーファは金ス縛タりンから回かい復ふくし、左拳こぶしを握った。

「待ってって……言ってるでしょ!!」

　叫ぶと同時に体を捻ひねり、全力のショートブローをレコンのみぞおちに叩き込む。

「ぐほェ!!」

　街区圏内であるゆえ数値的ダメージは通らないがノックバックは発生し、レコンは一メートルほど浮き上がったのちどさりとベンチに落下した。そのまま腹部を両手で押さえつつ苦く悶もんの声を上げる。

「うぐぐぐううぅぅ……ひ、酷ひどいよリーファちゃん……」

「ど、どっちがよ!!　い、いきなり何言い出すのよこのアホチン！」

　ようやく顔がかーっと熱くなるのを感じながらリーファはまくし立てた。危うく唇を奪われるところだったと思うと怒りと恥ずかしさが相乗効果でドラゴンブレスの如く燃えさかり、とりあえずレコンの襟えり首くびを摑つかみ上げると右拳を更さらに数発ドカドカと見舞う。

「うげ！　うげえ！　ご、ごめん、ごめんって!!」

　レコンはベンチから転げ落ち、石いし畳だたみの上で右手をかざして首をぷるぷると振った。リーファがとりあえず攻こう撃げき姿勢を解除すると、胡坐あぐらをかいて座すわり込んで、がっくりと項うな垂だれる。

「あれ～～……。おっかしいなあ……。あとはもう僕に告白する勇気があるかどうかっていう問題だけだったはずなのになあ……」

「……あんたって……」

　リーファはほとほと呆あきれ、ついしみじみした口調になりつつ言った。

「……ほんっとに、馬鹿ね」

「うぐ……」

　叱しかられた子犬のようなレコンの傷ついた顔を見ていると、呆れるのを通り越して笑いがこみ上げてきた。ため息と笑みの混合したものを大きく吐き出す。同時に、すーっと胸の奥が軽くなったような気がした。

　今まであたしは何もかも吞のみ込みすぎてたのかな、とリーファはふと思った。傷つくのが恐くて、ぐっと歯を嚙かみ締めてばかりいた。そのせいで、抱えきれなくなった気持ちが洪こう水ずいのようにあふれ出て、大切な人を傷つけてしまった。

　もう遅いかもしれないけど──でもせめて、最後くらいは素直になりたい。そう考えて、リーファは肩の力を抜き、空を見た。そのまま、ぽつりと言った。

「──でもあたし、アンタのそういう所、嫌いじゃないよ」

「え!?　ほ、ホント!?」

　レコンは再びベンチに飛び上がると、懲こりもせずにリーファの手を取ろうとした。

「調子に乗んな！」

　その手をすり抜けて、リーファはすいっと空に浮かび上がった。

「──あたしもたまにはアンタを見習ってみるわ。ここでちょっと待ってて。──付いてきたら今度こそコレじゃ済すまないからね！」

　ポカンとした顔のレコンに向かってしゅっと突き出した右拳こぶしを開き、ひらひらと振ってから、リーファは体を反転させた。そのまま翅はねを強く震ふるわせ、世界樹の幹みき目指して高く舞い上がった。




　恐ろしく太い世界樹を、回り込むように数分飛ぶと、眼下に広大なテラスが見えてきた。時々フリーマーケットやギルドイベントに利用されているらしいそのスペースは、しかし今日は閑かん散さんとしていた。アルン北側は大した建築物もないために観光客の姿も見えない。

　がらんとした石畳の中央に、小こ柄がらな黒い人影がぽつんと立っていた。鋭えい利りな形のグレーの翅、その上に斜ななめに背負った巨大な剣。

　リーファは大きく一回深呼吸すると、意を決して彼の前へと舞い降りた。

「……やあ」

　キリトは、リーファを見ると、強こわ張ばってはいるもののいつもの飄ひよう然ぜんとした微び笑しようを交まじえながら短く言った。

「お待たせ」

　リーファも笑みとともに言葉を返した。しばしの沈黙。風の音だけが二人の間を吹きぬけていく。

「スグ……」

　やがてキリトが口を開いた。瞳ひとみが真しん剣けんな輝かがやきを帯びる。だが、リーファは軽く手を上げてその言葉を遮さえぎった。翅を一度羽ばたかせ、すとんと一歩後ろに下がる。

「お兄ちゃん、試合、しよ。あの日の続き」

　言いながら腰の長刀に手をかけると、キリトは軽く目を瞠みはった。唇くちびるが動き、何かを言いかけるが、すぐに引き結ばれる。

　その深い輝かがやきだけは現実の彼と共通している黒い瞳ひとみでしばらくリーファを見つめていたが、数秒後、こくんと頷うなずいた。彼も翅はねを動かし、距きよ離りを取る。

「──いいよ。今度はハンデ無しだな」

　微び笑しようを消さぬまま言い、背中の剣に手を添そえた。

　抜ばつ剣けんは同時だった。涼やかな金属音がふたつ、重なって響く。リーファは手に馴な染じんだ愛刀をぴたりと中段に構え、まっすぐにキリトを見つめた。キリトは腰を落とし、大剣を地面すれすれに低く構えている。あの日と同じように。

「寸すん止どめじゃなくていいからね。──行くよ!!」

　言うと同時に地を蹴けった。

　距離を詰める須しゆ臾ゆの間、リーファは、そうか──と思っていた。あの日、無む茶ちや苦く茶ちやだが不思議に様になっていた和かず人との構えは、この仮想世界で磨みがかれたものだったのだ。二年もの長い日々、和人は命を賭かけて本当の剣のやり取りをしていたのだ。

　知りたい、と、初めて痛切に思った。殺人ゲームとして憎ぞう悪おの対象でしかなかったあの世界で、和人が何を見、何を考え、どのように生きたのか知りたい。

　高く振りかぶった剣を、リーファは一直線に斬きり下ろした。スイルベーンでは不ふ可か避ひと言われたリーファの斬ざん撃げきだが、キリトは空気が動くようにわずかに体をずらすだけでそれをかわした。直後、唸うなりと共に大剣が跳ね上がってくる。引き戻した長刀で受けるが、ずしんと重い衝しよう撃げきに両腕が痺しびれる。

　武器が弾はじかれる勢いを利用して、二人は同時に地を蹴り、背中の翅を震ふるわせた。二重螺ら旋せん状の軌き跡せきを描きながら急上昇し、交こう錯さく点で剣を打ち合う。爆ばく発はつにも似た光と音のエフェクトが宙に轟とどろき、世界を震わせる。

　剣を交まじえながら、リーファは妖よう精せいの剣士として、また剣道選手として、キリトの動きに感かん嘆たんせざるを得なかった。無駄の一切無い、舞ぶ踏とうのように美しい動作で攻防一体の技を次々に繰くり出してくる。

　彼のリズムに同期して剣を振り続けるうち、いつしかリーファは自分がかつて体験したことのない領域に上り詰めつつあるのを感じていた。思えば、かつてこの世界で何度となく行ったデュエルでは、一度として心の底から満足を味わったことはなかった。破れたことは何度もあるが、それらは全て武器のエクストラアタックやスペルによるもので、真に剣だけでリーファを圧あつ倒とうした者はいなかったのだ。

　今、ついに自分を上回る剣士とまみえ、それが誰だれよりも愛する人だったことに、リーファは歓喜にも似た感情を味わっていた。例え二度と心が交わることはないとしても、この一いつ瞬しゆんだけで充分に報われたと、そう思った。いつしかリーファは、目の縁ふちに涙が溜たまっているのに気付いた。

　何度目かの激しい撃剣によって体が弾はじかれたとき、リーファはそのまま宙を後ろに跳ね飛んで大きく距きよ離りを取った。翅はねを広げてぴたりと静止し、高く、高く、大上段に剣を構える。

　これが最後の一撃、というリーファの意思はキリトにも伝わったようだった。彼も体を捻ひねり、後方に大きく剣を振りかぶる。

　一いつ瞬しゆん、凪ないだ水面のような静せい謐ひつが訪れた。

　リーファの頰ほおを音も無く涙が伝い、雫しずくとなって落ち、静せい寂じやくの中に波は紋もんを広げた。同時に二人は動いていた。

　空を焼き焦こがす勢いで、リーファは宙を駆かけた。長刀が、まばゆい光の弧こを描いた。正面では、キリトが同じようにダッシュするのが見えた。彼の剣も純白に輝かがやき、空を裂いて飛ぶ。

　自分の愛刀が頭上をわずかに越えたところで──リーファは両手を開いた。

　主を失った剣は、光の矢となって空高く飛んでいった。しかしそれにはもう視線を向けず、リーファは両腕を大きく広げ、キリトの剣を迎えようとした。

　こんなことで、キリト／和かず人とが満足するとは思えなかった。しかし、彼を深く傷つけたであろう自分の愚おろかしさを謝罪し得る言葉を、リーファ／直すぐ葉はは持たなかった。

　せめて、彼の剣の下に、自分の分身であるこの身を差し出すことしか出来ることはないと、そう思った。

　両手を広げ、眼を半ば閉じて、リーファはその瞬しゆん間かんを待った。

　しかし──。白い光に溶けつつある視界の中、飛ひ翔しようしてくるキリトの手にも、剣は無かった。

「……!?」

　リーファは愕がく然ぜんとして目を見開いた。視界の端に、自分の剣と同じように回転しながら遠ざかっていくキリトの大剣が見えた。リーファが剣から手を離すと同時に、彼も自分の武器を捨てていたのだ。

　何で──、と思う間も無く、二人は宙で交こう錯さくした。同じく両腕を広げたキリトの体とリーファの体が正面から衝しよう突とつし、息も止まるようなショックに見舞われて、リーファは夢中で相手にしがみついた。

　エネルギーを殺しきれず、二人の体はひとつになって回転しながら吹き飛ばされた。視界を、青い空と巨大な世界樹がぐるぐると横切っていく。

「どうして──」

　それだけを、どうにか口にした。至近距離からリーファを見つめるキリトも、同時に言った。

「何で──」

　沈黙し、視線を交差させたまま、しばらく二人は慣性に乗ってアルヴヘイムの空を流れ続けた。やがてキリトが翅を広げ、姿勢を制せい御ぎよして回転を止めながら口を開いた。

「俺おれ──スグに謝ろうと思って──。でも……言葉が出なくて……せめて剣を受けようって……」

　不意に、リーファは、背に回されたキリトの両腕にぎゅっと力が入るのを感じた。

「ごめんな──スグ。せっかく帰ってきたのに……俺おれ、お前をちゃんと見てなかった。自分のことばかり必死になって……お前の言葉を聞こうとしなかった。ごめんな……」

　その声を耳元で受け止めると同時に、リーファの両眼から迸ほとばしるように涙が溢あふれた。

「あたし……あたしのほうこそ……」

　それ以上はもう言葉にならなかった。リーファは声を上げて泣きながら、キリトの胸に強く顔を埋うずめた。

　永遠に続け、と思った時間もやがて終わり、二人はふわりと草の上に着地した。リーファがしゃくりあげている間、キリトはそっと頭を撫なで続けてくれていたが、数分が経過したあと静かな声で話しはじめた。

「俺……本当の意味では、まだあの世界から帰ってきてないんだ。終わってないんだよ、まだ。彼女が目を醒さまさないと、俺の現実は始まらない……。だから、今はまだ、スグのことをどう考えていいのかわからないんだ……」

「……うん」

　リーファは小さく頷うなずき、呟つぶやくように言った。

「あたし、待ってる。お兄ちゃんが、ちゃんとあたしたちの家に帰ってくる、その時を。……だから、あたしも手伝う。説明して、あの人のことを……なんで、この世界に来たのか……」
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　飛んでいってしまった二本の剣を苦労して回収し、キリトと連れ立ってゲート守護像前の広場に着陸すると、予想外におとなしく待っていたらしいレコンが駆かけ寄ってきた。リーファの隣となりに立つ黒衣のスプリガンの姿を見て表情を目まぐるしく変えた挙あげ句く、首を捻ひねりながら言う。

「えーと……ど、どうなってるの？」

　リーファはにっこり笑いかけながら答えた。

「世界樹を攻略するのよ。この人と、アンタと、あたしの三人で」

「そ、そう……って……ええ!?」

　顔面蒼そう白はくになって後あと退じさるレコンの肩をポンと叩き、がんばってね、と言っておいて、リーファは改めて眼前の巨大な石扉を見上げた。二体の守護像に挟はさまれたそれは、侵入者を拒絶するかの如き冷気をまとってそびえ立っている。

　攻略する、と言ってはみたものの、キリトほどの剣士が守護騎士に無む惨ざんに倒されるシーンを見せつけられた後では、正直二人増えたところでどうにかなるものとも思えなかった。かたわらのキリトにちらりと視線を向けると、彼も厳きびしい表情で唇くちびるを引き結んでいる。

　と、キリトが何かを思いついたように顔を上げた。

「ユイ、いるか？」

　その言葉が終わらないうちに、中空に光の粒つぶが凝ぎよう集しゆうし、お馴な染じみの小さなピクシーが姿を現した。両手をがっしと腰にあて、憤ふん慨がいしたように唇くちびるを尖とがらせている。

「もー、遅いです！　パパが呼んでくれないと出てこられないんですからね！」

「悪い悪い。ちょっと立てこんでて」

　苦笑しながら差し出したキリトの左手に、小妖よう精せいがちょこんと座すわった。するとその前にレコンが物凄すごいスピードで首を伸ばし、食いつかんばかりの勢いでまくし立てた。

「うわ、こ、これプライベートピクシーって奴!?　初めて見たよ!!　うおお、スゲエ、可か愛わいいなあ!!」

　途と端たん、ユイが眼を丸くして身を引いた。

「な、なんなんですかこの人は!?」

「こら、恐がってるでしょ」

　リーファは思い切りレコンの耳を引っ張ってユイから遠ざける。

「コイツのことは気にしないでいいから」

「……あ、ああ」

　呆あつ気けに取られた様子のキリトは、二、三度瞬まばたきをすると、改めてユイの顔を見た。

「──それで、あの戦闘で何か解わかったか？」

「はい」

　ユイも、可愛らしい顔に真剣な表情を浮かべて頷うなずく。

「あのガーディアン・モンスターは、ステータス的にはさほどの強さではありませんが、湧出パターンが異常です。ゲートへの距きよ離りに比例してポップ量が増え、最接近時には秒間十二体にも達していました。あれでは……攻略不可能な難易度に設定されているとしか……」

「ふん」

　キリトは顔をしかめながら首肯した。

「個々のガーディアンは一、二撃で落とせるからなかなか気付けないけど、総体では絶対無敵の巨大ボスと一緒だってことだな。ユーザーの挑戦心を煽あおるだけ煽って、興味を繫つなげるぎりぎりのところまでフラグ解除を引っ張るつもりだろう。しかしそうなると厄介だな……」

「でも、異常なのはパパのスキル熟練度も同じです。瞬しゆん間かん的な突破力だけならあるいは可能性があるかもしれません」

「…………」

　キリトはしばらく黙もつ考こうするふうだったが、やがて顔を上げ、じっとリーファを見た。

「……すまない。もう一度だけ、俺おれの我わが侭ままに付き合ってくれないか。ここで無理をするよりは、もっと人数を集めるか、別のルートを捜さがすべきなのはわかる。でも……なんだか嫌いやな感じがするんだ。もう、あまり猶ゆう予よ時間がないような……」

　リーファはその言葉に、一いつ瞬しゆんだけ、シルフ領首都スイルベーンの領主館へとメッセージを飛ばすことを考えた。領主サクヤに、シルフ族のハイレベルプレイヤーたちを救きゆう援えんに送ってもらえないだろうか、と思ったのだ。

　しかしすぐに、軽く唇くちびるを嚙かんでアイデアを捨てる。脳のう裏りには、今日の早朝、ヨツンヘイムで遭そう遇ぐうしたウンディーネ族の姿が甦よみがえっていた。彼らは効率と安全のみを優先し、リーファたちの懇こん願がんを一いつ顧こだにせず無抵抗の邪じや神しんを狩ろうとした。

　もちろん、友人であるサクヤを、あのウンディーネたちと同列に考えているわけではない。しかしサクヤは重大な責任を背負ったリーダーだ。個人の感情よりも、種族全体のための常識的判断を優先せねばならない立場なのだ。いずれ世界樹攻略に挑戦するにせよ、それは充分すぎるほどの準備を整えた後になるはずで、リーファ一人の頼みを聞き入れて全ぜん滅めつ覚悟で参じてくれるとは到とう底てい思えなかった。

　短い沈黙を経て顔を上げたリーファは、はっきりした口調でキリトに言った。

「解わかった。もう一度がんばってみよ。あたしにできることなら何でもする……それと、コイツもね」

「え、ええ～……」

　リーファに肘ひじで突付かれたレコンは、いつも困ったような眉まゆの下がり角を最大にして情けない声を出したが、リーファちゃんと僕は一心同体だし等々とぶつぶつ呟つぶやいた挙あげ句くにかっくんと頷いた。




　地の底から響くような低音を轟とどろかせつつ開いた石扉の向こうからは、濃密な妖よう気きが流れ出しているような気がして、リーファは軽く翅はねを震ふるわせた。先ほどキリトを助けるために飛び込んだときは無む我が夢む中ちゆうだったが、改めて前に立つと強きよう烈れつな心理的圧迫があった。

　しかし、心の中は不思議に穏やかだった。

　今、自分は嵐の中にいる。現実世界でも、仮想世界でも、何もかもが音を立てて流れ、変わっていく。この激げき流りゆうの行方はまるでわからないけれど、今はただ、彼方かなたに見える灯あかり目指して懸けん命めいに飛ぶだけだ。

　キリトに続いてリーファとレコンも剣を抜く。ユイも含めた四人は視線を交わすと、翅を広げた。

「……行くぞ!!」

　キリトの叫び声を合図に地を蹴けり、一気にドーム内部へと突入する。

　事前の打ち合わせどおり、キリトは猛もう烈れつな加速で天てん蓋がい中央のゲート目指して急上昇を開始した。リーファとレコンは底面付近に留とどまり、ヒールスペルの詠えい唱しように入る。

　天蓋の発光部分から、粘ねん液えきが滴したたるように次々と白い巨人が産み出されるのが見えた。不気味な雄お叫たけびを上げつつキリトに殺さつ到とうしていく。守護騎士の先陣と、それに比べてあまりにも小さなキリトが交差した瞬しゆん間かん、轟とどろくような爆ばく音おんと閃せん光こうがドームを揺るがした。

　複数の巨人が、一撃で胴を分断されて四散するのを見て、隣となりのレコンが低く呻うめいた。

「……すげぇ」

　確かに恐ろしいほどの剣の威力だ。しかしリーファは、鬼神の如く戦うキリトの向こうに出現しつつある光景に、全身を冷気が駆け巡めぐるのを感じていた。

　あまりにも、敵の数が多すぎる。網あみ目め状の天てん蓋がいから吐き出される守護騎士の密度は、ゲームバランスの埒らち外がいと言ってもいい規き模ぼだ。現在最悪のフィールドと目されている地下世界ヨツンヘイム内のダンジョンですら、モンスターの湧出ペースはこれよりずっと穏やかだろう。

　守護騎士たちはいくつかの密集した群むれを作り、うねる帯を描いて次々とキリトに襲おそい掛かった。その度に空間に眩まばゆい閃光が連続し、吹き飛ばされた騎士の体が雪のように舞い散るが、一体消しよう滅めつするたびに三体が増えるような有様だ。

　ゲートまでの距きよ離りを半分ほど詰めたところで、ついにキリトのＨＰバーが一割ほど減少した。間髪入れず、リーファとレコンは待機状態のまま保持していた治ち癒ゆ魔ま法ほうを発動させる。キリトの体を青い光が包み、ゲージが回復していく。

　──だが。

　スペルが届くと同時に、恐ろしいことが起きた。

　最も低空を飛行していた守護騎士の一群が、短い奇声とともに揃そろってリーファ達のほうに顔を向けたのだ。

「うぁ……」

　レコンが引き攣つったような声を上げた

　守護騎士たちの、鏡面マスクの奥から放たれる視線が自分に集中するのをリーファは感じた。思わず強く歯を嚙かみ締める。

　ターゲットされるのを回避するために、リーファとレコンはキリトに対するヒール以外のスペルを一切使わないことを決めていた。通常、モンスターは反応圏内にプレイヤーが侵入するか、あるいは遠距離から弓やスペルで攻こう撃げきされない限り襲ってくることはないからだ。

　しかし、どうやら守護騎士たちは外界のモンスターとは違う、より悪意あるアルゴリズムを与えられているようだった。圏内にいるプレイヤーに対する補助スペルにさえも反応するのであれば、前衛にアタッカー、後衛にヒーラーというオーソドックスな配置は意味がない。

　五、六匹で構成される騎士の一群は、あっちを向け！　というリーファの願いも空むなしく、四枚の翅はねを打ち鳴らすと急降下を開始した。彼らの右手に握られた、リーファの身長を軽く上回るであろう長大な剣がぎらぎらと餓うえたような光を放る。

　リーファは咄とつ嗟さにレコンに向かって叫んだ。

「奴等はあたしが引きつけるから、あんたはこのままヒールを続けて！」

　そのまま返事を待たずに上昇しようとする。しかし、今まで戦闘中は常にリーファの指示に従うだけだったレコンが、待って、と右手を摑つかんだ。驚いて振り向くと、緊張に震ふるえた声で、しかしいつになく真剣な表情を浮かべつつ言った。

「リーファちゃん……、僕、よく解わかんないんだけど、これ、大事なことなんだよね？」

「──そうだよ。多分、ゲームじゃないのよ、今だけは」

「……あのスプリガンにはとても敵かないそうにないけど……ガーディアンは僕がなんとかしてみる」

　言うやいなや、レコンはコントローラを握ると床を蹴けった。リーファが虚きよを突かれて立ち尽くすうちにみるみる遠ざかり、正面から守護騎士群に突入していく。

「ば、ばかっ……」

　──歯が立つ相手じゃないのに、と思ったときにはもう追いつけないほどの距きよ離りができていた。視線を彼方かなたに向けると、一度は全快したキリトのＨＰバーが再びわずかに減少を始めている。リーファはやむなく回復スペルの詠えい唱しように入った。スペルワードを早口で組み立てる間にも、気が気でない思いでレコンの後姿を見守る。

　レコンは、飛行中に準備していたらしい風属性の範はん囲い攻こう撃げき魔ま法ほうを正面から守護騎士に浴あびせた。緑色のカッターが複数枚、扇おおぎ状じように広がって飛び、騎士たちに絡からみつくように切り裂く。気休め、としか言えないほどわずかに騎士たちのＨＰが減少し、同時に彼らのターゲットが全てレコンに移る。

　歪ゆがんだ怒声を上げながら、白い巨人の群むれが、対たい峙じするにはあまりに小さな緑色の少年に襲おそい掛かった。レコンは風に翻ほん弄ろうされる木の葉のようにふらふらと飛行しながら、危いところで巨剣をかいくぐり群の後方に抜けた。騎士たちも急旋回し、彼を追う。

　リーファの詠唱が終わり、遥はるか上空で闘たたかうキリトをヒールスペルの光が包んだ。再び数匹の守護騎士が反応し、下降を始める。その一団はすぐにレコンを追いまわす群と合流し、白いうねりは倍の大きさに膨ふくれ上がる。

　空中戦闘エアレイドが決して得意ではないはずのレコンだが、彼は驚くほどの集中力で殺さつ到とうする剣を避け続けた。時折かすめる攻撃でＨＰバーはじわじわと減少していくが、致ち命めい的な被弾はまだない。

「……レコン……」

　あまりにも懸けん命めいなその飛行に、リーファは思わず胸を衝つかれたが、それがいつまでも続かないことは明らかだった。リーファの回復呪じゆ文もんがキリトに届くたびに、確実に降下してくる騎士の数は増えていく。

　ついに、レコンを追う守護騎士の群は二つに分裂し、左右から挟はさみ込むような動きを見せ始めた。雨のように降り注ぐ剣けん尖せんのひとつがレコンの背を捉とらえ、その体を大きく跳ね飛ばす。

「レコン、もういいよ！　外に逃げて!!」

　これ以上見ていられず、リーファは叫んだ。一度退避した者は、内部の戦闘が続いている間はもう扉をくぐることができない。後は自分が限界まで引き受けるしかない、と覚悟を決め、ヒールの詠えい唱しようをしながら飛び立とうとする。

　しかし、その直前、レコンがちらりと振り向いた。その顔に、ある種の決意に満ちた笑みが浮かんでいるのを見て、リーファは開きかけた翅はねを止めた。

　立て続けに剣を身に受けながら、レコンは新たなスペルの詠唱を開始した。体を、深い紫色のエフェクト光が包む。

「……!?」

　それが闇やみ属ぞく性せい魔ま法ほうの輝かがやきであることに気付き、リーファは息を吞のんだ。たちまち、複雑な立体魔ま方ほう陣じんが展開する。その大きさからしてかなりの高位呪じゆ文もんと思われた。シルフ領ではあまり目にする機会のない闇魔法ゆえ、咄とつ嗟さにはそれがどのような効果を持つものなのか判わからなかった。

　魔方陣はいくつかの軸じくを作って回転しつつみるみる巨大化し、全方位から押し寄せる騎士の群むれを包み込んだ。複雑な光の紋もん様ようが一いつ瞬しゆん、小さく凝ぎよう縮しゆくし──次いで恐ろしいほどの閃せん光こうを放った。

「あっ……!!」

　リーファは、あまりの眩まばゆさに思わず顔をそむけた。天地が砕くだけたかと思うほどの爆ばく音おんが轟とどろき、ドーム全体が激しく震動した。

　白く飛んだ視界が回かい復ふくするのに一秒ほどかかった。リーファは手をかざしながら必死に爆心点のほうを凝ぎよう視しし、そして驚きの余り言葉を失った。あれほど密集していた守護騎士の群が、綺き麗れいに消しよう滅めつしていた。跡には紫の残ざん光こうが宙に揺ゆらいでいるだけだ。

　恐ろしいほどの威力だった。範はん囲い攻こう撃げき魔法でこれほどのパワーを持つ呪文は、風魔法はもちろん火属性魔法にも存在しない。レコンの奴、いつのまにこんな隠し技を、とリーファは驚きよう嘆たんすると同時に快かい哉さいを叫んでいた。この魔法を数発撃てば、ゲートまでの突破口を開くことも可能なはずだ。とりあえずレコンにヒールを掛けようと手をかざし──そして再び凍こおりついた。

　爆発の余光が残るその場所には、レコンの小さな姿も既になかった。代わりに、小さな緑色のリメインライトがぽつんと漂ただよっているのが見えた。

「──自じ爆ばく魔法……？」

　呆ぼう然ぜんと呟つぶやく。そう言えば──闇魔法に、そのようなものが存在するとは昔聞いた記憶があった。しかしあれは、死ぬと同時に通常の数倍のデスペナルティを課せられる、言わば禁きん呪じゆだったはずだ。

　リーファは数すう瞬しゆん絶句してから、ぎゅっと目をつぶった。たかがゲーム、たかが経験値、でもその為にレコンが費ついやした努力と熱意だけは本物の犠ぎ牲せいだ。もう、ここからの撤てつ退たいは許されない、そう決意して目を見開き、上空を凝視する。そして──

　その光景を見て、リーファは両りよう脚あしが力なく萎なえるのを感じた。

　いつの間にか、ドームの天てん蓋がいは、びっしりと蠢うごめく白いモノに隙すき間ま無く埋うめつくされていた。

　小さな黒点となったキリトは、あとわずか、ほんのわずかのところまで天蓋に肉にく薄はくしている。彼の剣が閃ひらめく度たびに、分断された騎士の体がバラバラと落下する。しかしそれは、広大な砂浜に針で穴を穿うがとうとする行為にも思えた。守護騎士の体で作られた白い肉の壁は、わずかに凹へこみはするものの次の瞬しゆん間かんには埋め戻され、分厚くキリトの行く手を阻はばむ。

「うおおおおおおお!!」

　鬼神の如く闘たたかうキリトの、血を吐くような絶叫が、リーファの耳にもかすかに届いた。反射的にヒールを掛けようと両手を掲かかげたが、しかしリーファはだらりとその手を下ろし、呟つぶやいた。

「……無理だよ、お兄ちゃん……こんな、こんなの……」

　正直なところ、キリトの言ったこと、この世界にあの人の魂たましいが囚とらわれているという話を、そのまま信じられたわけではなかった。ここはあくまでゲームを楽しむための仮想世界であって、リーファにとっては悪夢と同義語である彼かの《ＳＡＯ世界》に侵食されているという話には抵抗を感じずにはいられなかった。

　しかし、リーファは今初めて、これまで意識することのなかった《システムの悪意》を感じた。公平なバランスのもと世界を動かしているはずの見えない存在が、この空間でだけはプレイヤーに対する殺意に満ちた、血ち塗ぬられた大おお鎌がまを振り回しているような──そんな気がした。それは神の殺意だ。抗あらがうことは誰だれにもできない。

　不意に、呪じゆ詛そのような歪ゆがんだ低音がドーム内に響いた。

　守護騎士の一部が移動を停とめ、左手を前に突き出してスペルを詠えい唱しようしていた。一回目の挑戦でキリトの動きを封じた光の矢の呪じゆ文もんだ。あれに射られると短時間のスタンに見舞われ、続く剣攻撃を全て食らってしまう。

　キリトが再び無数の刃に串くし刺ざしにされる光景を予期し、リーファは全身を凍こおらせた。

　その時だった。

　突然、背後から、津つ波なみのような声のうねりがリーファの萎なえた翅はねを叩いた。

「っ……!?」

　慌あわてて振り向いたリーファの目に入ったのは──開け放たれた大扉から、密集隊形をとって突入してくる、新緑の色に輝かがやく鎧に身を固めたシルフの戦士たちの姿だった。

　一見してエンシェントウェポン級と知れる、お揃そろいのフル装そう備びを煌きらめかせたプレイヤーの大集団は、春の突風を思わせる勢いでリーファの傍かたわらを駆かけ抜け、天蓋目指して一直線に上昇していった。その数、五十は下るまい。

　啞あ然ぜんとしながらも視線を集中し、次々とカーソルを出現させる。目深に下ろされたバイザーのせいで顔はわからなかったが、表示された名前はどれもシルフ領ではよく知られた有力プレイヤーのものだった。彼らの雄お叫たけびを聞いた守護騎士の群れが、キリトを狙ねらっていた呪文の詠唱を中断して再度移動を始めた。

　リーファの背を、戦せん慄りつとも感動ともつかぬ震ふるえが駆け抜けた。だが、ドーム攻略に参戦したのは彼らだけではなかった。

　シルフの精せい鋭えい部隊の最さい後こう尾びが大扉をくぐった数秒後、再びときの声が響き渡った。それに重なって、遠雷のような巨獣の雄お叫たけびも。

　突入してきた新たな一団の数は、シルフ部隊よりもかなり少なかった。およそ十と言ったところか。しかし、その一騎一騎がとてつもなく巨大だった。

「飛ひ竜りゆう……！」
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　リーファは驚きよう愕がくのあまり叫んでいた。頭から尾までがプレイヤーの数倍はあろうかという、鉄灰色の鱗うろこをもつドラゴンの集団だ。野生のモンスターではない証に、竜の額ひたいと胸、長大な両翼の前縁部には輝かがやく金属のアーマーが装そう着ちやくされている。

　額の装そう甲こうの両端からは、銀の鎖くさりで作られた手た綱づなが伸び、背の鞍くらに跨またがるプレイヤーの手にしっかりと握られていた。騎手も真新しい鎧よろいに身を固めているが、頭の両脇に突き出た三角形の耳と、腰アーマーの下から長くたなびく尻尾しつぽは見落としようもない。

　彼らがケットシー族の最終戦力、竜騎士ドラグーン隊であるのは間違いないと思われた。切り札として秘ひ匿とくされ、スクリーンショットすら流出したことのない伝説の戦士たちが、今リーファの眼前を飛ひ翔しようしていく。

　全身の血が沸わき立つような高こう揚よう感にとらわれ、翅はねをぴんと伸ばして立ち尽くしていると、不意に背後からリーファに声をかける者がいた。

「すまない、遅くなった」

　さっと振りかえると、そこに立っていたのは高たか下げ駄たに着流し姿のシルフ領主・サクヤだった。隣となりに寄り添そうケットシー領主アリシャ・ルーが、耳をぱたぱたと動かしながら言った。

「ごめんネー、レプラコーンの鍛か冶じ匠合を総動員して人数分の装そう備びと竜鎧を鍛きたえるのにさっきまでかかっちゃったんだヨ～。スプリガンの彼から預かった分も合わせて、うちもシルフも金庫すっからかんだヨ！」

「つまりここで全ぜん滅めつしたら両種族とも破産だな」

　サクヤは腕組みをして涼しげに笑った。

　──来てくれたのだ。二人とも、領主の地位を失う危険を顧かえりみず、これほど早く。リソースの奪い合いというＭＭＯＲＰＧの本質を乗り越え、あらゆるリスク計算をかなぐり捨てたこの二種族の合同部隊は、きっとゲームマスターの思おも惑わくをも超えた力を発はつ揮きするに違いない。

「……ありがとう……ありがとう、二人とも」

　震ふるえる声でリーファはどうにかそれだけを口にした。やっぱりこの世界にだって、ルールやマナーといった常識よりも大切なものがあったんだ、という思いが胸に溢あふれ、それ以上何も言えなかった。

　しかし二領主は、異い口く同どう音おんに礼は全部終わってから、と答え、厳しい顔で天てん蓋がいを睨にらんだ。サクヤが右手に握った扇せん子すを音高く、ぱちんと鳴らした。

「さて──我々も行こう！」

　力強く頷うなずきあい、三人が地を蹴って向かった先では、すでに白い守護騎士の壁から群むれが何本も長く垂れ下がり、突進するシルフ部隊を迎え撃うとうとしていた。中央では相変わらずキリトが激戦を繰くり広げているが、彼も援軍に気付いたのか、遮しや二に無む二に突とつ貫かんしようとするのを止めて、壁からある程度の距きよ離りを取っている。

　ドーム中央部まで急上昇すると、アリシャ・ルーが高く右手を上げ、可か愛わいらしいがよく通る声で叫んだ。

「ドラグーン隊！　ブレス攻こう撃げき用──意！」

　十騎の竜騎士は、リーファたち三人を囲むように広い円陣を組んでホバリングした。翼を大きく広げた飛ひ竜りゆうは長い首をＳ字型にたわめ、牙の奥からオレンジ色の光をかすかに洩もらす。

　次いで、サクヤが朱しゆ塗ぬりの扇子をさっと掲かかげた。

「シルフ隊、エクストラアタック用意！」

　密集方形陣に固まったシルフ部隊も、突進しつつ右手の長剣を頭上にかざす。その刀身を、エメラルド色の電光が網あみ目めのように包み込む。

　あまりの数が集まっているために白い虫の群のように見えていた守護騎士の塊かたまりが、耳障りな奇声を上げつつ殺さつ到とうしてきた。アリシャ・ルーは長い八や重え歯ばで唇くちびるを嚙かみ締め、限界まで守護騎士を引き付けたあと、大きく右手を振り、声を張り上げた。

「ファイアブレス、撃て────ッ！」

　直後、十騎の飛ひ竜りゆうが、溜ため込んだ紅ぐ蓮れんの劫ごう火かを一斉に吐き出した。クリムゾンレッドの火線が、長く尾を引いて宙を疾はしる。シルフ隊とその前方に浮かぶキリトを囲むように、十本の炎の柱が屹きつ立りつし、守護騎士の群むれに突き立った。

　パァッ、と眩まばゆい光がドームを照らし出した。一いつ瞬しゆんの後、膨ふくれ上がった火球が立て続けに炸さく裂れつし、巨大な爆ばく炎えんの壁を作り出した。凄すさまじい轟ごう音おんが世界を揺ゆり動かす。千ち切ぎれ飛んだ守護騎士の残ざん骸がいが放射状に拡かく散さんし、白い炎を引いて燃え尽きていく。

　だが、無限とも思える数のガーディアンは、肉の壁から新たな群を伸ばし、燃えさかる業ごう火かを強引に突破してきた。まず、最前線にいるキリトを飲み込もうというのか、液体が広がるように大きく口を開ける。

　その白い塊かたまりが殺到する寸すん前ぜん、サクヤが鋭するどく扇子せんすを振り下ろし、叫んだ。

「フェンリルストーム、放てッ!!」

　シルフ部隊が、一いつ糸し乱れぬ動作で長剣を鋭く突き出した。五十本の剣それぞれから、まばゆいグリーンの雷光が迸ほとばしり、宙をジグザグに切り裂いて守護騎士群を深く貫通した。

　ふたたび純白の閃せん光こうが世界を白く染め上げた。今度は爆ばく発はつは起きなかったが、替わりに縦じゆう横おう無む尽じんに太い稲妻が走り、そのあぎとに捕えた守護騎士を粉々に吹き飛ばしていく。

　二度に渡って大集団を粉ふん砕さいされ、守護騎士の壁の中央部分はさすがに大きく落ち窪くぼんでいた。しかしそれも、液体の表面が元に戻ろうとするかのように、周囲からじわじわと盛り上がっていく。

　今しかない、とリーファは確信した。瞬しゆん時じに長刀の鞘さやを払い、宙を蹴けって突進を開始する。そう判断したのは領主たちも同じようだった。サクヤの鞭むちのように鋭するどい声が響き渡った。

「全員、突撃!!」




　それは、間違いなくこの世界で行われた最大の戦闘だった。後方から断続的に放たれるブレスによって、守護騎士が次々と炎上、落下していく。一個の弾頭のように密な陣形を取ったシルフ部隊は、肉の壁に更に深い穴を穿うがつべく、押し寄せる巨人たちを凄すさまじい威力を持つ長剣で切り倒していく。

　弾丸の尖せん端たんに立つのは、黒衣のスプリガンの小さな姿だった。装備のグレードは明らかにシルフ戦士たちには劣おとるだろうが、神速と言うよりない勢いで振り回される巨剣は、触れるもの全てを瞬時に崩ほう壊かい、霧む散さんさせていく。

　リーファはシルフ隊の中央に開いた間かん隙げきを駆け抜け、キリトの直後にまで到達した。彼の背後から襲おそいかかろうとした守護騎士の剣を長刀で弾はじき、その鏡面マスクの下、白い発光体に深く刀身を埋うめ込む。全身を振り回すように剣を薙なぐと、騎士の首が飛び、その体が白く炎上した。

　ちらりと振り返ったキリトが、唇くちびるの動きだけで言った。

「スグ──後ろを頼む！」

「任せて!!」

　同じく視線で応こたえ、リーファはぴたりとキリトの背に自分の背を合わせた。そのまま二人はぐるぐると回転し、目の前に現われる守護騎士を次々と切り倒していった。

　一対一なら、巨人の騎士はそう容た易やすく落とせる敵とは思えなかった。しかし、キリトと密着し、その速度に同期するうちに、リーファは騎士の動きがどんどん遅くなっていくのを感じていた。いや──自分の神経が加速されているのだろうか？　かつて剣道の試合中にほんの何度か訪れた、全てを脳の中心でダイレクトに把は握あくできる感覚がリーファを包んでいた。

　キリトと一体になっている、と感じた。直結した神経を、電子パルスが青白い尾を引いて流れていく。見なくても、背後のキリトの動きが解わかる。彼が剣を打ち合わせた守護騎士の首を、反転したリーファが高く刈かり飛ばす。リーファが傷をつけた騎士のマスクの、まさに同じ箇所をキリトの剣が深く貫つらぬく。

　キリト、リーファ、シルフ隊、ドラグーン隊は、白熱した一個のエネルギー体となって、無限に出現しつづける守護騎士の壁を融とかし、抉えぐり、深く深く突き進んでいった。騎士の数は無限でも、ドームの空間は固定されている。前進し続ける限り、いつかはその瞬しゆん間かんがやってくる。

「セラァァァッ!!」

　気合と共に、リーファが縦に分断した守護騎士の体が、崩くずれ、飛び散った。

　その向こうに、一いつ瞬しゆんではあったが、ドームの天てん頂ちようが見えた。

「おおおっ!!」

　絶叫したキリトが、リーファの背から離れ、黒い閃せん光こうとなって肉壁の間かん隙げきに突進した。それを阻そ止ししようと、怨えん嗟さの唸うなりを上げながら最後の守護騎士の群むれが上下左右から迫る。その数、約三十。

「キリト君!!」

　リーファは、本能的に自分の剣を振りかぶり、キリトの左手目掛けて思い切り投げた。

　回転しながら飛ひ翔しようした薄うす緑みどり色いろの長刀の柄つかが、吸い寄せられるようにキリトの手に収まった。

「う……おおおおおお────!!」
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　ドーム全体を震ふるわせるような咆ほう哮こうとともに、キリトの右手の大剣と、左手の長刀が、恐るべきスピードで交互に撃うち出された。

　右上から斬きり下ろす。左下から斬り上げる。輝かがやく二本の剣は、徐じよ々じよに角度を変えながら純白の真円を描き出す。それはまるで、皆かい既き日につ食しよくの太陽から迸ほとばしるコロナのようだった。数十連に及ぶ超高速の斬ざん撃げきに巻き込まれた騎士たちの体が、紙くずのように引き千ち切ぎられ、一斉に周囲に散った。

　吹き荒れるエンドフレイムの白炎の輪の向こうに、今度こそはっきりと見えた。樹の枝が網あみ目めのように絡からみ合ったドームの天てん蓋がいの中央に、十字に分割された円形のゲート。世界樹の幹みきを貫つらぬき、樹じゆ上じようの城へと続くアルヴヘイム最後の門。

　黒衣の姿は、光の尾を引き、ゲートに向かって飛翔していく。抜けた。とうとう。

　リーファの眼前で、たちまち守護騎士の体が幾いく重えにもかさなり、一いつ瞬しゆん開いた隙すき間まを埋うめ尽くした。キリトが防衛線を突破したのを見て取ったサクヤが、後方から叫んだ。

「全員反転、後退!!」

　シルフ隊と一緒に身を翻ひるがえし、ファイアブレスの援えん護ごを受けながら急降下に入ったリーファは、一瞬、天蓋の方向を振り返った。ガーディアンの壁に阻はばまれてキリトの姿は見えなかったが、リーファの心の眼には、高く、高く、かつて誰だれも達したことのない場所目指して舞い上がっていく彼の姿が映った。

　飛べ──行け──行け、どこまでも！　巨樹を貫き、空を翔かけて、世界の核心まで──！




　　　　　＊＊＊




　俺おれは、脳神経が灼やきつくかと思うほどの速度で最後の距きよ離りを駆け抜けた。

　眼前には、巨大な円形のゲートがあった。四分割された石版が十字に組み合わさり、中央を閉ざしている。その向こうに、彼女が──アスナがいる。あの世界に置き去りのままの、俺おれの魂たましいのもう半分とともに。

　背後で、守護騎士どもの悲鳴にも似た怨えん嗟さの声が轟とどろいた。反転して、俺を追ってくる気配。また、ゲートの周囲の天てん蓋がい発光部分からも再現なく騎士が産み落とされ、俺目掛けて押し寄せてくる。

　だが、俺のほうが早い。ゲートはもう手を伸ばせば届くほどの距きよ離りだ。

　しかし──しかし。

「……開かない……!?」

　俺は、予想外の事態に思わず叫んでいた。

　ゲートが開かない。直前まで接近すればその忌いま々いましい重い口を開けるものとばかり思っていたが、ぴたりと閉ざされた十字の溝みぞは、小揺るぎさえせず俺の行く手に立ち塞ふさがっている。

　今から減速する余よ裕ゆうはない。俺は右手の剣を腰溜めに構え、それで石壁を打ち砕かんと一体になって突進した。

　直後、凄すさまじい衝しよう撃げきとともに俺はゲートにぶち当たった。剣けん尖せんが石版に突き立って火花が激しく飛び散った。だが──その表面は、わずかにも傷ついた様子はなかった。

「ユイ──どういうことだ!?」

　混乱して、俺は絶叫した。まさか、まだ足りないのか？　守護騎士どもを蹴け散ちらすだけではなく、何らかのアイテムかフラグが必要だとでも言うのか？

　衝しよう動どうのまま、再び剣を振りかぶろうとした俺の胸ポケットから、鈴の音を引きながらユイが飛び出した。小さな両手でゲートを塞ぐ石版を軽く撫なでる。

「パパ」

　さっと振り向き、早口で言った。

「この扉は、クエストフラグによってロックされているのではありません！　単なる、システム管理者権限によるものです」

「ど──どういうことだ!?」

「つまり……この扉は、プレイヤーには絶対に開けられないということです！」

「な……」

　俺は絶句した。

　それでは、このグランドクエスト──世界樹の上の空中都市に達したものは、真の妖よう精せいに生まれ変わるというそれは、プレイヤーの鼻先にぶら下げられた、永遠に手の届かないニンジンだということか？　難易度を極限まで上昇させるに留とどまらず、扉に絶対に解除できない、システム権限という名の鍵かぎが掛けられているというのか……？

　全身から力が抜けるのを感じた。背後に、俺目掛けて津つ波なみのように殺さつ到とうしてくる守護騎士の叫びが響く。しかしもう、剣を握りなおす気力も湧わかなかった。

　──アスナ、ここまで、ここまで来たのに……もう少しで、手の届くところまで……。君の手からこぼれた一ひと片ひらの温ぬくもりが、あれが、俺おれたちの最後の触れ合いなのか……？

　──いや。待て。あれは、あれは確か……

　俺は目を見開いた。左手で、腰のポケットをまさぐる。あった。小さなカード。ユイは言った。これは、システムアクセス・コードだと……。

「ユイ──これを使え！」

　俺は引っ張り出したシルバーのカードを、ユイの眼前に差し伸べた。ユイも一いつ瞬しゆん目を丸くし、次いで大きく頷うなずいた。

　小さな手がカードの表面を撫なでる。光の筋がいくつか、カードからユイへと流れ込む。

「コードを転写します！」

　一声叫ぶと、ユイは両の掌てのひらでゲートの表面を叩いた。

　俺はあまりのまばゆさに目を細めた。ユイの手が触れた箇所から、放射状に青い閃せん光こうのラインが走り、直後、ゲートそのものが発光を始めた。

「──転送されます!!　パパ、摑つかまって!!」

　ユイが伸ばした小さな右手を、俺は左手の指先でしっかりと摑んだ。光のラインは、ユイの体を伝わり、俺の中にも流れ込んできた。

　突然、頭のすぐ後ろで守護騎士どもの奇声がした。体を固くするのも束の間、何本もの大剣が降り注いできた。だが──、それらの剣は、まるで実体を失ったかの如く、何の感かん触しよくももたらさずに俺をすり抜けた。いや、透とう過かし始めているのは俺の方か。体が薄うすれ、光に溶けていく。

「──!!」

　不意に、前方に引っ張られた。すでに白く輝かがやくスクリーンへと変へん貌ぼうしていたゲートの中へ、俺とユイはデータの奔ほん流りゆうとなって突入した。




　意識の空白は一いつ瞬しゆんだった。

　数回頭を振り、ぱちぱちと瞬まばたきをしながら俺は転送感覚の余よ韻いんを払い落とした。アインクラッドで転移結晶を使った後に似ていたが、必ずゲート広場の喧けん騒そうの中に出現したあれとは異なり、周囲は完全な静せい寂じやくに満ちていた。

　片かた膝ひざをついた姿勢から、俺はゆっくりと立ち上がった。目の前に、心配そうな顔をしたユイの姿があった。小さなピクシー態ではなく、本来の、十歳ほどの少女の姿だ。

「大丈夫ですか、パパ？」

「──ああ。ここは……？」

　俺は頷うなずきながら周囲を見回した。

　何とも──奇き妙みような場所だった。最新のゲームらしく、過か剰じようなほどに精せい緻ちな装飾を与えられていたスイルベーンやアルンの街並みとは大きくことなり、視界に入るのはのっぺりとした、ディティールやテクスチャの一切無い白い板だけだ。

　どこか、通路の途中のようだった。直線ではなく、ゆるく右に湾わん曲きよくしている。後ろを振り返ると、こちらも同様に曲がっていた。どうやら長いカーブか、あるいは円形の通路らしい。

「……判わかりません、ナビゲート用のマップ情報が、この場所には無いようです……」

　ユイも困惑した顔で言った。

「アスナのいる場所は判るか？」

　聞くと、ユイは一いつ瞬しゆん目を閉じ、すぐに大きく頷うなずいた。

「はい、かなり──かなり近いです。上のほう……こっちです」

　白いワンピースから伸びた素す足あしで床を蹴けり、音もなく走り出す。俺おれは右手に握ったままの剣を背中に戻し、慌あわててその後を追った。左手にあったはずの長刀は消しよう滅めつしていた。恐らく、転送された時、システム上の所有者であるリーファの元へと戻ったのだろう。彼女があの剣を投げてくれなかったら、最後の壁は突破できなかったに違いない。一瞬眼をつぶり、左手に残る感かん触しよくに向けて礼の言葉を念じる。

　ユイを追って数十秒走ると、左側、外周方向の壁に四角い扉が見えてきた。これも一切装飾はない。

「ここから上部へ移動できるようです」

　立ち止まったユイの言葉に頷いて、俺は扉の脇わきに視線を落とし──一瞬、硬こう直ちよくした。

　そこにあったのは、上下に二つ並んだ三角形のボタンだった。この世界では初めて見るが、現実ではよく見慣れた形のモノ。エレベータのボタンとしか思えない。

　何だか、不意に、戦闘服に身を包み、剣を背負った自分がとてつもなく場違いな存在であるような感覚に襲おそわれて、俺は顔をしかめた。いや──おかしいのはこの場所のほうだ。ボタンが見た目どおりの物なら、ここはゲーム内世界ではない。ならば……何ど処こなのだろうか？

　しかし、その疑問は一瞬俺の脳を横切っただけだった。何処でもいい。アスナがいるなら。

　躊ちゆう躇ちよせず、俺は手を伸ばすと上向きの三角形にタッチした。すぐに、ポーンという効果音と共に扉がスライドし、その向こうに箱型の小部屋が現われる。ユイと共に乗り込み、向き直ると、やはりドアの脇にボタンの並んだパネルがあった。光っているボタンが現在位置なのだとしたら、この上にさらに二つのフロアがあるようだ。わずかに迷ったのち、一番上のボタンを押す。

　再び効果音。ドアが閉まり、紛まごうことなき上昇感覚が俺を包んだ。

　エレベータはすぐに停止した。開いたドアの向こうは、先ほどまで居た場所と同じような湾曲した通路だ。俺の右手をぎゅっと握っているユイに向かって、言う。

「高さはここでいいか？」

「はい。──もう、すぐ……すぐそこです」

　言うやいなや、ユイは俺の手を引いて走り出した。

　更さらに数十秒、高鳴る鼓こ動どうを必死に抑えつけつつ通路を駆ける。いくつか、内周に並んだドアの前に差し掛かったが、ユイはそれらには目も向けることなく通過した。

　やがて、何もない場所でユイはぴたりと立ち止まった。

「……どうしたんだ？」

「この向こうに……通路が……」

　呟つぶやきながら、ユイは外周のつるりとした壁を手で撫なでた。と、手がぴたりと止まり、ゲートの時と同じような青い光のラインが直角に曲がりくねりながら壁面に走る。

　突如、太いラインが四角く壁を区切り、ブン、と音を立ててその内側が消しよう滅めつした。奥には、やはりツルリとした無味乾かん燥そうな通路が、まっすぐ伸びている。

　ユイは無言で通路に足を踏み入れると、一層スピードを増して駆けはじめた。その幼い顔にも、これ以上一秒たりとも待てないという渇かつ望ぼうが色濃く浮かんでいるのを見て、俺おれはアスナが近いことを確信した。

　早く、早く。心の奥で一心不乱に念じながら、ひたすら進む。やがて、前方で通路は終わり、四角いドアが行く手を塞いでいた。ユイはもう立ち止まることなく、左手を伸ばすと、勢いよくそのドアを押し開いた。

「────!!」

　正面に、今まさに沈しずみつつある巨大な太陽が見えた。

　世界を包む、無限の夕焼け空。視点の位置にわずかな違い和わ感かんを覚え、そして気付いた。この場所は、途と方ほうもないほどの高度に設定されているのだ。ゆるいカーブを描く地平線が見える。強く風が鳴っている。

　否いや応おう無く、俺はあの瞬しゆん間かんを想起していた。

　アスナと並んで腰掛け、浮遊城の終しゆう焉えんを看み取とった、あの永遠の夕焼けの世界。耳もとに、彼女の声が甦よみがえる。

『わたしたちは、いつまでも一いつ緒しよ』

「ああ──そうだ。俺は、戻ってきたよ」

　呟つぶやいてから、俺は視線を足元に向けた。

　そこにあったのは、水晶の板ではなく、恐ろしく太い樹の枝だった。

　深しん紅くの夕陽だけにむかって狭きよう窄さくした視野が、広さを取り戻した。頭上には、天を支える柱のような枝が四方に大きく伸び、葉を繁しげらせている。眼がん下かには更に何本かの枝が広がり、その向こうには薄うすい雲うん海かい、そして遥はるか彼方かなたの地上には、緑の草原を蛇だ行こうして流れる河がかすかに見て取れる。

　ここは、世界樹の上だ。リーファ……直すぐ葉はがあれほど夢見た、世界の頂いただき。

　しかし──。

　俺はゆっくりと振り向いた。そこには、壁のごとく屹きつ立りつする世界樹の幹みきがどこまでも伸び上がり、枝分かれしていた。

「無いじゃないか……空中都市なんて……」

　呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた。あったのは、あの無味乾かん燥そうな白い通路だけだ。あんなものが伝説の都市のわけはない。そもそも、グランド・クエストの謳うたい文句どおりなら、ドームのゲートを突破した時点で何らかのイベントが発生してしかるべきだ。しかし俺おれにはファンファーレひとつ聞こえなかった。

　つまり、全ては中身のないギフトボックスだったのだ。包装紙やリボンで飾り立て、しかしその内側に広がるのは空くう疎そな噓のみ。あれほど上位妖よう精せいに生まれ変わることを夢見ていたリーファに何と言えばいいのだろうか。

「……許されないぞ……」

　思わず呟いていた。この世界を動かしている誰だれか、何かに向かって。

　不意に、右手が軽く引っ張られた。ユイが、気遣わしそうな顔で俺を見上げていた。

「ああ、そうだな。行こう」

　全ては、アスナを救い出してからだ。俺は、そのためだけにここに来たのだ。

　目の前には、太い樹の枝が夕陽に向かって伸びていた。枝の中央には、人工的な小道が刻きざみ込まれている。道の先は、生い茂った木の葉に遮さえぎられているが──その梢こずえの向こうに、夕陽を反射して、金色にきらりと光る何かがあった。俺とユイは、その光目指して走り始めた。

　今にも発火しそうなほどの焦しよう燥そうと渇かつ望ぼうを必死に抑えつけ、樹上の道を進む。あと数分──数十秒でとうとうその瞬しゆん間かんが来ると思うほどに、加速された俺の知覚は一いつ瞬しゆん一瞬を無限の長さにも引き伸ばしていく。

　色濃く繁しげった不思議な形の木の葉の群むれをくぐり、乗り越え、道は続く。枝のうねりに合わせて、短い階段が上ったり下ったりしながら現われるたびに、背中の翅はねを一振りして飛び越える。

　行く手できらめく金色の光の正体が、やがて明らかになってきた。金属を縦横に組み合わせた格こう子し──いや、鳥とり籠かごだ。

　俺たちが走る太い枝の、少し上空に平行して伸びる別の枝から、円筒の上部がすぼまったオーソドックスな形の鳥籠がぶら下がっている。だが、途と轍てつもなく大きい。小鳥はおろか、猛もう禽きんだって閉じ込めることはできまい。そう──あれはもっと、別の用よう途との──。

　もう遥はるか昔に思えるほど遠い記憶の中から、エギルの店で彼が口にした台詞せりふが思い出される。プレイヤー五人が肩車飛行で世界樹に肉にく薄はくし、限界高度でスクリーンショットを撮影した。その写真には、少女を閉じ込めた不思議な鳥籠が写り込んでいた。そうだ、間違いない。アスナ──あの中に、アスナがいる。

　俺の右手を引くユイの小さな手にも、確信を示す強い力がぎゅっと込められた。俺たちはほとんど宙を滑すべる勢いで疾しつ走そうし、最後の階段を飛び越えた。

　小道の刻まれた枝は、急きゆう激げきに細くなりながら鳥籠の下部に達し、そこで道は終わっていた。

　金色の鳥とり籠かごの中も、すでにはっきりと見えた。一つの大きな植木と、様々な花の鉢はちが白いタイル張りの床を彩いろどっている。中央には、豪ごう奢しやな天てん蓋がいつきの大きなベッド。傍かたわらに、純白の丸テーブルと、背の高い椅子。それに腰掛け、両手をテーブルの上で組み合わせ、何かを祈いのるような姿勢で頭を垂れる、ひとりの少女。

　まっすぐに流れる長い髪。ユイのものに似た薄うす手でのワンピース。その背から伸びる、優美な細い翅はね。すべてが、沈しずみかけた太陽に照らされて赤く輝かがやいている。

　少女の顔は翳かげになって見えなかった。だが、俺おれには解わかった。解らない筈はずがあろうか。引き合う魂たましいの磁じ力りよくが、目に見えるほどの閃せん光こうとなって、俺と彼女の間にスパークした。

　その瞬しゆん間かん、少女──アスナが、さっと顔を上げた。

　あまりにも深い思し慕ぼのゆえか、俺の中ではもう光に満ちた概念にまで昇華されていたその懐かしい姿。時には研とぎ上げた刃やいばのような怜れい悧りな美しさ、時には人ひと懐なつっこいやんちゃな暖かさを浮かべ、あの短くも懐かしい日々の間、常に俺の傍らにあった彼女の顔に、まず純粋な驚きが走り、次いで組み合わされていた両手が口もとを覆おおった。はしばみ色の大きな瞳ひとみに、溢あふれるような輝きが満ち、それはたちまち涙に形を変えて睫まつ毛げに溜たまった。

　最後の数歩を一息に飛ひ翔しようしながら、俺は音にならない声で囁ささやきかけた。

「──アスナ」

　同時に、ユイも叫んだ。

「ママ……ママ!!」

　小道の終点、鳥籠と接する部分には、壁より少し密な格こう子しで作られた四角いドアがあり、その横にロック機構と思しき小さな金属板があった。ドアは閉じられていたが、ユイは俺の手を引きながらわずかにも勢いを緩ゆるめず、ドアの直前で右手を体の左側に振り上げた。その手を青い輝きが包んだ。

　直後、手はさっと右側に払われ、同時にドアが金属板ごと吹き飛んだ。それはたちまち光の粒つぶを散らして消しよう滅めつする。

　ユイは俺の手を離すと、両腕をいっぱいに差し伸べて再び叫んだ。

「ママ──!!」

　そのまま一気に、開け放たれた入り口から鳥籠に駆け込む。

　アスナも、椅子を蹴けり飛ばす勢いで立ち上がった。口もとに添そえられていた両手が大きく開かれ、そしてその唇くちびるから、震ふるえているがはっきりとした声が発せられた。

「──ユイちゃん!!」

　直後、床を蹴ったユイの小さな体が、アスナの胸にまっすぐ飛び込んだ。二人の、栗くり色いろと漆しつ黒こくの長い髪が宙に揺ゆれ、夕焼け色の光が舞った。

　固く抱き合ったユイとアスナは、互いの頰ほおをすり寄せ、確かめるようにもう一度名前を呼んだ。

「ママ……」

「ユイ……ちゃん……」

　二人の涙が次から次へと零こぼれ落ち、夕陽を受けて炎のように輝かがやきながら消えていった。

　俺おれは走る勢いを緩ゆるめ、そっとアスナに歩み寄り、数歩手前で足を止めた。顔を上げたアスナが、瞬まばたきをして涙を払い落とし、正面から俺を見た。

　あの時と同じように、俺は動けなかった。これ以上近づき、手を触れたら、全てが消えてしまいそうな──。それに、今の俺の姿は当時とはまるで違う。スプリガンの浅黒い肌はだも、逆立った髪型も、かつてのキリトと共通する部分は一切ない。俺はただただ涙をこらえ、じっと彼女を見つめることしかできなかった。

　しかし、やはりあの時と同じように、アスナの唇くちびるが動き、そして俺の名を呼んだ。

「──キリトくん」

　一いつ瞬しゆんの静せい寂じやくのあと、俺の口が動き、彼女の名を呼んだ。

「……アスナ」
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　俺は、最後の二歩を進み、両手を広げた。胸に抱かれたユイの体ごと、アスナの華きや奢しやな体を包み込み、強く力を込めた。懐かしい香りがふわりと漂ただよい、懐かしい暖かさが俺の体に染しみ透とおった。

「……ごめん、遅くなった」

　震ふるえる声で呟つぶやくと、アスナは至近距きよ離りからまっすぐ俺の目を見つめ、答えた。

「ううん、信じてた。きっと──助けに来てくれるって……」

　それ以上、言葉はもう不要だった。俺おれとアスナはどちらからとも無く目を閉じると、互いの肩口に顔を埋うずめた。俺の背にアスナの両手が回され、固く力が込められた。二人の間で、ユイが幸せそうな吐と息いきを洩もらした。

　──これで、もう、いい。そう思った。

　この瞬しゆん間かんが最さい期ごになるなら、俺の命が燃え尽きてももう悔くいはなかった。あの世界と共に終わっていたはずの命は、ここで完結する、それだけのために永らえ……

　──いや、そうじゃない。ようやく、ここから始まるのだ。ここで、あの剣と戦闘の世界がついに終わり、現実という名の新しい世界へと二人で旅立つのだ。

　俺は、顔を上げ、言った。

「さあ、帰ろう。現実世界へ」




　抱ほう擁ようを解いたあとも、俺とアスナはしっかりと手を握り合い、ユイはアスナのもう片方の腕に抱かれていた。俺はその顔を覗のぞき込み、訊たずねた。

「ユイ、ここからアスナをログアウトさせられるか？」

　するとユイは瞬間眉まゆを寄せ、すぐに首を振った。

「ママのステータスは複雑なコードによって拘こう束そくされています。解除するにはシステム・コンソールが必要です」

「コンソール……」

　首を傾かしげると、アスナが緊張した声で言った。

「わたし、ラボラトリーの最下層で多分それらしいものを見た。……あ、ラボラトリーっていうのは……」

「あの、白い何も無い通路のことか？」

「うん。……あそこを通って来たの？」

「ああ」

　頷うなずいた俺に向かって、アスナは何か気がかりそうに顔をしかめる。

「何か……ヘンなモノ、いなかった？」

「いや、誰だれにも会わなかったけど……」

「……ひょっとしたら、須す郷ごうの手下がうろついてるかもしれないの。その剣で斬きれればいいんだけど！」

「えっ……須郷!?」

　俺はアスナが出した名前に、驚きよう愕がくと得とく心しんを同時に感じた。

「あの男……須郷の仕し業わざなのか？　アスナをここに閉じ込めたのは」

「ええ。──それだけじゃないわ、須す郷ごうはここで恐ろしいことを……」

　アスナは深い憤いきどおりを滲にじませながら何かを言いかけたが、すぐに首を振った。

「続きは、現実に戻ってから話すわ。須郷は今、会社に居ないらしいの。その隙すきにサーバーを押さえて、みんなを解放しないと……。行きましょう」

　色々と聞きたいことはあったが、何よりもアスナを現実に戻すのが先決だった。俺おれは頷うなずき、体を翻ひるがえした。

　ユイを抱いたアスナの手を引き、俺はドアの吹き飛んだ入り口に向かって駆かけはじめた。二歩、三歩進み、格子をくぐろうと身をかがめた、その時だった。

　──誰だれかが、見ている。

　不意に、俺はうなじの辺りに嫌いやな気配をちりちりと感じた。ＳＡＯ世界で、モンスターではなく、物もの陰かげに身を潜ひそめたオレンジカラーの殺人者にターゲッティングされた時とまったく同じ感覚だ。

　咄とつ嗟さに俺はアスナの手を離し、背中の剣の柄つかを握った。それを抜こうと、わずかに腕を動かした、その瞬しゆん間かん。

　いきなり、鳥とり籠かごが水没した。ドプン、と粘ねん性せいの高い、濃い色の液体が俺たちを包んだように感じた。

　いや、そうではない。呼吸はできるが、しかし空気が異常に重くなったのだ。体を動かそうとすると、ねっとりとした粘液の中にいるかのような、凄すさまじい抵抗を感じる。体が重い。立っているのも苦痛だ。

　同時に、世界から光が遠ざかっていった。鳥籠を満たしていた赤い夕陽が、深い闇やみにみるみる覆おおい尽くされていく。

「──な、なに!?」

　アスナが叫んだ。その声も、深い水底で発せられたかのように歪ゆがんでいる。

　俺は途と方ほうもなく嫌な戦せん慄りつを感じながら、振り返ってアスナとユイを抱き寄せようとした。だが──体を動かせない。ねばねばとした空気が、意思あるもののように俺に絡からみつく。

　やがて、ついに世界は全まつたくの暗闇に包まれてしまった。いや、それとは少し違う。白いワンピース姿のアスナとユイは明めい瞭りように見える。だが、視界のバックグラウンド全てが濃密な黒に塗ぬりつぶされてしまっているのだ。

　俺は歯を食いしばって右手を動かした。すぐ近くに鳥籠の格こう子しがあったはずだ。それに摑つかまって、体をこの空間から引き抜こうとしたのだが──しかし、伸ばした手は何にも触れることは無かった。

　見た目だけではない。俺たちはどことも知れない闇の世界に放り込まれたらしい。

「ユイ──」

　状況が分かるか、と言おうとした時。アスナの腕の中で、突然ユイが体を仰のけ反ぞらせ、悲鳴を上げた。

「きゃあっ！　パパ……ママ……気をつけて！　何か……よくないモノが……！」

　その言葉が終わる前に。ユイの小さな体の表面を紫色の電光が這はいまわり、一いつ瞬しゆん眩まばゆくフラッシュした──と思ったときにはもう、アスナの腕の中はからっぽになっていた。

「ユイ!?」

「ユイちゃん──!?」

　俺おれとアスナは同時に叫んだ。しかし答えはない。

　どろりと濃い、リアルブラックの闇の中に、俺とアスナだけが残された。俺は必死に手を伸ばし、アスナの体を引き寄せようとした。不安そうに目を見開いたアスナもこちらに手を差し出す。

　だが、二人の指先が触れ合う直前、すさまじい重力が俺たちを襲おそった。

　まるで、深い深い粘ねん液えきの沼の底に放り込まれたかのようだ。全身に圧のし掛かるプレッシャーに耐えかね、俺は片かた膝ひざを突いた。同時にアスナも倒れ込み、不ふ可か視しの床に両手を突く。

　アスナが俺の瞳ひとみを見つめ、唇くちびるを動かした。

「キリト……くん……」

　大丈夫、何があろうと俺が守る──と答えようとした、その時だった。粘ねばつくような笑いを含んだ、甲かん高だかい声が闇やみの中に響き渡った。

「やあ、どうかな、この魔ま法ほうは？　次のアップデートで導どう入にゆうされる予定なんだけどね、ちょっと効果が強すぎるかねえ？」

　抑え切れない嘲ちよう弄ろうの色を含んだその声には、聞き覚えがあった。眠るアスナを前にして、俺を英雄君と揶や揄ゆしたあの男の声。

「──須す郷ごう!!」

　俺は立ち上がろうともがきながら、唸うなり声で叫んだ。

「チッチッ、この世界でその名前は止めてくれるかなあ。君らの王に向かって呼び捨ても戴いただけないね。妖よう精せい王おう、オベイロン陛下と──そう呼べッ!!」

　声の語尾が、高く跳ね上がって絶叫に変わり、同時に何かが俺の頭を強く打ちつけた。

　首を動かすと、いつの間にかそこに立っている男がいた。ごてごてと刺し繡しゆうの施ほどこされたブーツを履はき、白いタイツに包まれた足の片方を、俺の頭に乗せて左右に動かしている。

　視線を上向けていくと、体には毒々しい緑色の長衣トーガをまとい、その上に、作り物のように端たん正せいな顔が乗っていた。いや──実際作り物なのだ。ポリゴンによってゼロから構築された美び貌ぼうにありがちな生気の乏とぼしさは、いっそ醜しゆう悪あくなほどだ。真っ赤な唇くちびるを大きく歪ゆがめ、かつて見たことのあるニヤニヤ笑いを浮かべている。

　たとえ姿は違えど、俺には解わかった。この男は須郷だ。アスナの魂を強ごう奪だつし、こんなところに閉じ込めた、どれほど憎んでも憎み足りない男。

「オベイロン──いえ、須す郷ごう！」

　床にほとんど倒れながらも、気き丈じように顔を上げたアスナが鋭するどい声で叫んだ。

「あなたのした事は、全部この眼で見たわ!!　あんな酷ひどいことを……許されないわよ、絶対に!!」

「へえ？　誰だれが許さないのかな？　君かい、この彼かい？　それともまさか神様かな？　残念ながら、この世界に神はいないよ。僕以外にはね、くっ、くっ！」

　耳障りな笑いの混じった声で言うと、須郷は一際激しく俺おれの頭を踏み下ろした。圧のし掛かる重力に耐え切れず、俺は床に押し付けられた。

「やめなさい、卑ひ怯きよう者もの!!」

　アスナの言葉には耳も貸さず、須郷は身を屈かがめると、背中の鞘さやから俺の剣を抜き取った。伸ばした人差し指の上に、巨大な剣をまっすぐに立て、くるくると垂直に回転させる。

「──それにしても桐きりヶが谷や君、いや……キリト君と呼んだほうがいいかな。まさか本当にこんな所まで来るとはねえ。勇ゆう敢かんなのか、愚ぐ鈍どんなのか。まあ今そうやってへたばってるんだから、後の方かな、ククッ。僕の小鳥ちゃんがカゴから逃げ出したって言うんで、今度こそきついお仕置きをしてあげようと急いで帰ってきてみれば、いやあ驚いたね！　カゴの中にゴキブリが迷い込んでるとはね！　──そう言えば、あと一つ妙なプログラムが動いてたな……」

　須郷は言葉を切ると、さっと左手を振ってウインドウを出した。唇を曲げながらしばらく青く発光するスクリーンを眺めていたが、やがてフンと鼻を鳴らし、窓を閉じた。

「……逃げられたか。あれは何だい？　そもそもどうやってここまで登ってきたのかな？」

　少なくともユイが消去されたわけではないらしいと知り、かすかに安あん堵どしながら、俺は言った。

「飛んできたのさ、この翅はねで」

「──ふん、まあいい。君の頭の中身に直接訊きけば解わかることさ」

「……なに？」

「君はまさか、僕が酔すい狂きようでこんな仕掛けを作ったと思ってるんじゃないだろうね？」

　須郷は指先でひょいひょいと剣をバウンドさせながら、ニタリと毒の滴したたるような笑みを浮かべた。

「元ＳＡＯプレイヤーの皆さんの献けん身しん的な協力によって、思考・記憶操作技術の基礎研究はすでに八割がた終了している。かつて誰も為し得なかった、人の魂たましいの直接制せい御ぎよという神の業わざを、僕はあと少しで我わが物にできる！　その上、本日めでたく新しい実験体を手に入れたわけだ。いやあ、楽しいだろうね!!　君の記憶を覗のぞき、感情を書き換えるのは!!　考えただけで震ふるえるね!!」

「そんな……ことが、出来るわけが……」

　あまりに途と方ほうもない台詞せりふに、愕がく然ぜんとしながら俺が呟つぶやくと、須郷は再び右足を俺の頭に乗のせ、つま先をとんとんと動かした。

「君、性しよう懲こりも無くナーヴギアで接続してるんだろう？　なら、立場は他の実験体の皆さんとまったく同じってことだよ。やっぱり馬鹿だね、子供は。犬だって一度蹴け飛とばされれば、しちゃいけないことは憶えるだろうに」

「そんな……そんな事、許さないわよ須す郷ごう!!」

　アスナが、血の気の引いた顔で叫んだ。

「キリトくんに手を出したら、絶対に許さない!!」

「小鳥ちゃん、君のその憎ぞう悪おが、スイッチ一つで絶対の服ふく従じゆうに変わる日も近いよ」

　陶とう酔すいした表情で言うと、須郷は俺おれの剣を握りなおし、左手の指先で刀身をぬるりと撫なでた。

「さて！　君たちの魂たましいを改かい竄ざんする前に、楽しいパーティーと行こうかな！　ああ……とうとう、待ちに待った瞬しゆん間かんだ。最高のお客様も来てくれたことだし、限界まで我が慢まんした甲か斐いがあったというものだ!!」

　くるりと体を一回転させ、両手を大きく広げる。

「ただ今、この空間の全ログを記録中だ！　せいぜいいい顔をしてくれ給たまえよ!!」

「…………」

　アスナは唇くちびるを嚙かみ締めると、俺の目をじっと見つめ、早口で囁ささやいた。

「……キリトくん、今すぐログアウトして。現実世界で、須郷の陰いん謀ぼうを暴くのよ。わたしは大丈夫」

「アスナ……！」

　俺は一いつ瞬しゆん、体を引き裂かれるような葛かつ藤とうを感じた。しかし即そく座ざに頷うなずくと、左手を振った。これだけの情報があれば、物的証拠なしでも救出チームを動かせるかもしれない。レクトプログレスにあるＡＬＯサーバーを押さえれば、すべてを白日のもとに引き出せる。

　──だが。ウインドウは、出現しなかった。

「アハハハハハ!!」

　須郷は体を折り、腹を抱えて哄こう笑しようした。

「言ったろう、ここは僕の世界だって！　誰だれもここからは逃げられないのさ!!」

　ひっ、ひっ、と体を跳ねさせながら踊おどるように歩き回り、突然さっと左手を掲かかげる。指がパチンと鳴らされると、無限の闇やみに塗ぬり込められた上空から、じゃらじゃらと音を立てて二本の鎖くさりが落ちてきた。

　耳障りな金属音とともにぶら下がった鎖の先端には、幅広の金属リングが鈍にぶく輝かがやいていた。須郷はその片方を取ると、俺の目の前に倒れたままのアスナの右手首にカチンと音を立てて嵌はめた。次いで、闇の中にまっすぐ伸びている鎖を軽く引く。

「きゃあっ！」

　いきなり鎖が巻き戻り、アスナは右手から吊り上げられた。つま先がぎりぎり床につくかどうかという所でがくんと停止する。

「貴き様さま……何を……！」

　叫ぶが、須す郷ごうは俺おれには目もくれず、鼻歌交まじりにもう片方のリングを手に取った。

「小道具は色々用意してあるんだがね。まあ、まずはこの辺からかな」

　言いながら、リングをアスナの左手首に嵌め、鎖を引く。そちらもジャラっと巻き上がり、アスナは両手を強く引かれる格好で宙吊りになった。強きよう烈れつな重力はまだ影響しているらしく、優美な眉まゆの曲線が歪ゆがむ。

　須郷は、アスナの前で腕組みをすると、下品な口笛を吹いた。

「いいね。やっぱりＮＰＣの女じゃあその顔はできないよね」

「……っ！」

　アスナはキッと須郷を睨にらみつけると、俯うつむいてきつく瞼まぶたを閉じた。須郷は喉のどの奥でククッと笑うと、ゆっくりと歩いてアスナの後ろに回った。長い髪をひと房手に取り、鼻に当てて大きく息を吸い込む。

「うーん、いい香りだ。現実のアスナ君の香りを再現するのに苦労したんだよ。病室に解かい析せき機まで持ち込んだ努力を評価してほしいねえ」

「やめろ……須郷!!」

　耐えがたい怒りが俺の全身を貫つらぬいた。赤い炎が神経を駆け巡めぐり、瞬しゆん間かん、体にかかる重圧を吹き飛ばした。

「ぐ……おっ……」

　俺は右手を突っ張り、体を床から引き剝はがした。片かた膝ひざを立て、そこに全身の力を込めてじわじわと体を持ち上げていく。

　須郷は芝しば居いがかった仕草で左手を腰にあて、首を左右に振った。俺の前まで歩いてくると、口を歪ゆがめる。

「やれやれ、観客はおとなしく……這はいつくばっていろッ!!」

　いきなり両足を真横に蹴り払われ、俺は支えを失って床に叩き付けられた。

「ぐはっ!!」

　肺が空になるような衝しよう撃げきに、思わず声を上げる。再び手を突き、顔を上向けると、須郷は唇くちびるの両端を吊って毒々しく笑い──右手に握ったままの俺の剣を、思い切り俺の背に突き立てた。

「がっ……！」

　分厚い金属が体を貫通する感覚が、俺の神経を駆け巡めぐる炎を吹き飛ばした。剣は俺の胸の中央から抜け、床に深く食い込んだようだった。痛みはないが、ざらざらした不快感が強きよう烈れつに襲おそってくる。

「き……キリトくん!!」

　アスナの悲鳴に、俺おれは視線を向け、大丈夫だ、と言おうとした。

　しかし声が出るより早く、須す郷ごうがふいっと上空の闇やみを振り仰いで言った。

「システムコマンド！　ペイン・アブソーバ、レベル８に変更」

　その途と端たん、鋭するどい錐きりを突き込まれるような純粋な痛みが、俺の背中に疾はしった。

「っ……ぐっ……」

　俺が呻うめき声を洩もらすと、須郷は愉ゆ快かいそうな含み笑いを響かせた。

「くくく、まだツマミ二つだよ君。段階的に強くしてやるから楽しみにしていたまえ。レベル３以下にすると、ログアウト後もショック症状が残る恐れがあるらしいがね」

　さて、と手を叩き、アスナの背後に戻っていく。

「い……今すぐキリトくんを解放しなさい、須郷！」

　アスナの叫びにも、無論耳を貸す様子はない。

「僕はね、こういうガキが一番嫌いなんだ。何の能力も、背景も持たないくせに口だけは一丁前の小虫がね。くく、標本箱の虫はこうしてピンで止めておかなけりゃ。それに、彼のことを心配できる状況じゃないだろう、小鳥ちゃん？」

　須郷は背後から右手を伸ばすと、人差し指でアスナの頰ほおを撫なでた。アスナは首を捻ひねり、避けようとするが、強烈な重力ゆえにままならない。

　指先は、アスナの顔を縦横に這はいまわり、やがて首筋に降りた。アスナの顔が嫌けん悪おに歪んだ。

「やめろっ……須郷！」

　必死に体を起こそうとしながら、俺は叫んだ。するとアスナは気き丈じような笑みを浮かべ、震ふるえる声で言った。

「──大丈夫だよ、キリトくん。わたしは、こんなことで傷つけられたりしない」

　その途と端たん、須郷がきっきっと軋きしるような笑いを上げた。

「そうでなくっちゃね。君がどこまでその誇ほこりを保たもてるか──三十分？　一時間？　それとも丸一日？　なるべく長引かせてくれたまえよ、この楽しみを!!」

　叫ぶと同時に、須郷の右手がアスナのワンピースの襟えり元もとを飾っていた赤いリボンを摑つかんだ。布地ごと、一気に引きちぎる。血のように赤い細い紐ひもは音もなく宙を舞い、俺の目の前に落下して力なくわだかまった。

　破れ、大きく開いたワンピースの胸元から、真っ白い肌はだが覗のぞいた。アスナの顔が恥ち辱じよくに歪ゆがみ、固く閉じられた瞼まぶたの縁ふちが小こ刻きざみに震える。

　アスナの素肌に右手を伸ばしながら、須郷は首を傾かたむけ、ニタニタと笑った。唇くちびるが三み日か月づき型に裂け、鮮あざやかに赤い舌が長く伸びた。粘ねん液えきが滴したたるような音を立てながら、アスナの頰ほおを下から上に舐なめる。

「クッ、クッ、今僕が考えていることを教えてあげようか」

　舌を出したまま、須郷が狂きよう熱ねつを帯びた声でアスナの耳に囁ささやきかけた。

「この場所でたっぷり楽しんだら、君の病室に行く。ドアをロックして、カメラを切ったら、あの部屋は密室だよ。君と僕、二人きりさ。そこに大型モニタを設置して、今日の録画を流しながら、君ともう一度じっくりと楽しむ。君の、本当の体とね。──まず心の純潔を奪うばい──しかるのちに体の貞てい節せつを汚す!!　面白い、実にユニークな体験だと思わないか!!」

　完全に裏返った須す郷ごうの甲かん高だかい哄こう笑しようが、暗くら闇やみに満ち、吸い込まれていった。

　アスナは一いつ瞬しゆん両眼を見開き、しかし気丈にぎゅっと唇を引き結んだ。

　だが、抑え切れない恐怖が二粒つぶの透明な雫しずくとなり、長い睫まつ毛げに溜たまった。須郷の舌がその涙を舐なめ取った。

「ああ……甘い、甘い！　ほら、もっと僕のために泣いておくれよ!!」

　全すべてを焼き尽くすほどに白熱した怒りが、俺おれの頭の中を一直線に貫つらぬき、視界に激しい火花を散らした。

「須郷……貴き様さま……貴様ァァァ!!」

　絶叫しながら、俺はがむしゃらに四肢を動かし、立ち上がろうとした。だが、俺を貫いた剣は小揺るぎもしない。

　俺の両眼からも涙が溢あふれるのを感じた。虫のように無ぶ様ざまに這はい、もがきながら、俺は咆ほう哮こうした。

「貴様……殺す!!　殺す!!　絶対に殺す!!」

　俺の絶叫に被かぶさって、狂ったように笑う須郷の声が高く響き渡った。




　今、俺に力を貸してくれるなら──。

　両手の指先で床を引っ搔かき、一ミリでも前に体を動かそうとしながら、俺は念じた。

　もし今、俺に立ち上がる力を与えてくれるなら、何を代だい償しようにしてもいい。命、魂たましい、全すべてを奪うばわれても構わない。鬼おにでも悪あく魔までもいい、あの男を斬きり倒し、アスナを彼女のいるべき場所に戻してさえくれるなら。

　須郷は両手を使って、アスナの腕や脚あしを撫なでさすっていた。奴の手が動くたびに、邪よこしまな電子パルスが強制的に感覚刺激を励れい起きするのだろう、アスナは血が出るほど唇くちびるを嚙かみ締めて、辱はずかしめに耐えている。

　その姿を視界に映しながら、俺は己おのれの思考が白く、白く焼き切れていくのを感じていた。怒りと絶望の炎が俺を吞のみ尽くしていく。思考回路が残らず灰になる。骨の色の乾いた塊かたまりになってしまえば、もう何も思うことはない。思わなくていい。

　剣一本あれば、何でもできると思っていた。なぜなら俺は、一万人の剣士たちの頂点に立つ英雄だから。魔王を倒し、世界を救った勇者だから。

　企業がマーケティング理論に基もとづいて組み上げたにすぎない仮想世界、ただのゲーム、それをもう一つの現実と思い込み、そこで手に入れた強さが本物の強さだと錯さつ覚かくしていた。ＳＡＯ世界から解放──または追放され、現実世界に帰き還かんしてから、俺おれは自分の貧ひん弱じやくな肉体に失望していたのではないか？　心のどこかでは、あの世界に、最強の勇者でいられた世界に帰りたいと思っていたんだろう？

　だからお前は、アスナの心が新たなゲーム世界にあると知った時、それならば自分の力でどうにか出来ると思い込み、真にするべきこと、現実の力を持つ大人たちに任せることをせず、のこのことやって来た。再び幻想の力を取り戻し、他のプレイヤー達を圧倒し、醜みにくいプライドを満足させて喜んでいたんじゃないのか？

　ならばこの結果は──当然の報むくいだ。そうだろう、お前は誰だれかに与えられただけの力に、無邪気にはしゃいでいた子供だ。システム管理権限という単なるＩＤ一つ圧あつ倒とうすることすらできない。この上手に入れられるものはただ一つ、悔かい恨こんのみだ。それが嫌いやなら、思考を放ほう棄きすることだ。




『逃げ出すのか？』




　──そうじゃない、現実を認識するんだ。




『屈くつ服ぷくするのか？　かつて否定したシステムの力に？』




　──仕方ないじゃないか。俺はプレイヤーで奴はゲームマスターなんだよ。




『それは、あの戦いを汚けがす言葉だな。私に、システムを上回る人間の意思の力を知らしめ、未来の可能性を悟さとらせた、我々の戦いを』




　──戦い？　そんな物は無意味だ。単なる数字の増減だろう？




『そうではないことを、君は知っているはずだ。さあ、立ちたまえ。立って剣を取れ』




『──立ちたまえ、キリト君!!』




　その声は、雷鳴のように轟とどろき、稲妻のように俺の意識を切り裂いた。

　遠ざかっていた感覚が、一いつ瞬しゆんで全すべて接続されたようだった。俺は両眼を大きく見開いた。

「う……お……」

　喉のどの奥からしわがれた声が洩もれた。

「お……おおぉ……」

　歯を食い縛しばり、瀕ひん死しの獣にも似た声で唸うなりながら、俺おれは右手を床に突き、肘ひじを立てた。

　体を持ち上げようとすると、背筋の中央を貫つらぬいた剣が固く、重く圧のし掛かってくる。

　──こんな物の下で無ぶ様ざまに這はいつくばるわけには行かない。こんな魂たましいのない攻こう撃げきに屈くつ服ぷくすることは許されない。あの世界で浴あびせられたあらゆる刃やいばはもっと重かった。もっと痛かった。

「う……ぐ、おお!!」

　短い咆ほう哮こうに合わせ、俺は全身全霊の力を込めて体を起こした。ざりっ、と鈍にぶい音を放って剣が床から離れ、俺の背から抜け落ちて転がった。

　ふらつきながら立ち上がった俺を、須す郷ごうはぽかんとした顔で見つめた。すぐに眉まゆを寄せてアスナの体から手を離し、芝居じみた動作で大きく肩をすくめる。

「やれやれ、オブジェクトの座標を固定したはずなのに、妙なバグが残っているなあ。運営チームの無能どもときたら……」

　呟つぶやきながら俺の前まで歩き、右拳こぶしを振り上げて俺の頰ほおを殴なぐり飛ばそうとした。

　俺は左手を伸ばし、その拳を空中で摑つかんだ。

「お……？」

　再度訝いぶかしい顔をする須郷の眼を見ながら、俺は口を開いた。脳の奥で響いた一連の言葉を、そのまま繰り返す。

「システムログイン。ＩＤ《ヒースクリフ》。パスワード……」

　複雑な英数文字の羅ら列れつを唱え終えた途と端たん、俺を包んでいた重力が消失した。

「な……なに!?　何だそのＩＤは!?」

　須郷は歯を剝むき出して驚きよう愕がくの叫びを上げると、俺の手を払って飛び退しさり、左手を真下に振った。青いシステムメニューウインドウが出現する。

　だが、奴が指を動かすより早く、俺の口から音声コマンドが放たれた。

「システムコマンド、スーパーバイザ権限変更。ＩＤ《オベイロン》をレベル１に」

　瞬しゆん時じに、須郷の手の下からウインドウが消しよう滅めつした。眼を剝き、何もない空間と俺の顔の間で視線を何度か往復させたあと、苛いら立だったようにもう一度左手を振った。

　しかし何も起こらない。須郷に妖よう精せい王おうの力を与えていた魔法のスクロールはもう現われない。

「ぼ……僕より高位のＩＤだと……？　有り得ない……有り得ない……僕は支配者……創造者だぞ……この世界の帝王……神……」

　サンプリング音声を倍速再生したような、甲かん高だかい声で須郷は捲まくし立てた。醜みにくく崩くずれた美び貌ぼうに視線を向けながら、俺は言った。

「そうじゃないだろう？　お前は盗んだんだ。世界を。そこの住人を。盗み出した玉座の上で、独ひとり踊おどっていた泥どろ棒ぼうの王だ」

「こ……このガキ……僕に……この僕に向かってそんな口を……後悔させてやるぞ……その首をすっ飛ばして飾ってやるからな……」

　須す郷ごうは鉤かぎのように曲げた人差し指を俺に突きつけ、金切り声を上げた。

「システムコマンド!!　オブジェクトＩＤ《エクスキャリバー》をジェネレート!!」

　だが、システムはもう須郷の声には応こたえなかった。

「システムコマンド!!　言うことを聞けこのポンコツが!!　神の……神の命令だぞ!!」

　喚わめき立てる須郷から視線を逸そらし、俺おれは吊つり上げられたままのアスナを見た。

　力任せに引き千ち切ぎられたワンピースは、ぼろぼろの布となって体にまとわりついているだけだ。髪は乱れ、頰ほおには涙の筋が光る。しかし、その瞳ひとみはいまだ輝かがやきを失っていない。その強きよう靭じんな魂たましいは挫くじかれていない。

　──すぐ終わらせる。もう少し待っていてくれ。

　俺はアスナのはしばみ色の瞳をじっと見つめ、心の中で呟つぶやいた。アスナは小さく、しかし確かな動作でこくりと頷うなずいた。

　虐しいたげられたアスナの姿を見たことによって、俺の中に新たな怒りの炎が噴き上がった。俺は視線をわずかに上向けると、言った。

「システムコマンド。オブジェクトＩＤ《エクスキャリバー》ジェネレート」

　すると俺の前の空間が歪ゆがみ、微び細さいな数字の羅ら列れつが猛もう烈れつな勢いで流れ、一本の剣を形作った。尖せん端たんから徐じよ々じよに色と質感が与えられていく。金色に輝く刀身を持つ、美び麗れいな装飾を施ほどこされたロングソード。間違いなく、ヨツンヘイム中心部のダンジョンの尖端に封ふうじられていたあの武器と同じものだ。幾いく多たのプレイヤーが手に入れることを夢見ているはずの最強剣が、たったひと言のコマンドで出現してしまうことに、言いがたい不快感を覚える。

　俺はその剣の柄つかを摑つかむと、目を丸くしている須郷に向かって放り投げた。奴が危あやうい手つきで受け止めるのを見てから、左足を軽く持ち上げる。

　床に転がったままの俺の剣の柄つか頭がしらを強く踏むと、剣はぎゃりっと音を立てて、回転しながら垂直に飛び上がった。闇やみに鋼はがね色いろの光を引いて落ちてくるその柄に向け、右手を横薙なぎに振る。重い響きとともに、剣が俺の手に収まる。

　無ぶ骨こつな黒鉄色の大剣をぴたりと須郷に向け、俺は言った。

「決着を付ける時だ。泥どろ棒ぼうの王と鍍金メツキの勇者の……。システムコマンド、ペイン・アブソーバをレベルゼロに」

「な……なに……？」
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　仮想の痛みを無制限に引き上げるコマンドを聞き、黄金の剣を携たずさえた妖よう精せい王おうの頰ほおに動揺の色が走った。一歩、二歩、後あと退じさる。

「逃げるなよ。あの男は、どんな場面でも臆おくしたことはなかったぞ。あの──茅かや場ば晶あき彦ひこは」

「か……かや……」

　その名を聞いた途と端たん、須郷の顔が一際大きく歪ゆがんだ。

「茅場……ヒースクリフ……アンタか。またアンタが邪魔をするのか!!」

　右手の剣を虚こ空くうに振り上げ、須す郷ごうは金属を引き裂くような声で絶叫した。

「死んだんだろ！　くたばったんだろうアンタ!!　なんで死んでまで僕の邪魔をするんだよ!!　アンタはいつもそうだよ……いつもいつも!!　いつだって何もかも悟さとったような顔しやがって……僕の欲しいものを端はしから攫さらって!!」

　不意に剣を俺おれに向かって突きつけ、須郷は更さらに叫んだ。

「お前みたいなガキに……何が、何が解わかる!!　アイツの下にいるってことが……アイツと競わされるのがどういうことか、お前に解るのかよ!?」

「解るさ。俺もあの男に負けて家来になったからな。──でも俺はあいつになりたいと思ったことはないぜ。お前と違ってな」

「ガキ……このガキが……ガキがぁぁぁぁ!!」

　須郷は裏返った悲鳴とともに地を蹴けり、剣を振りかざした。その体が間合いに入るや否いなや、俺は右手の剣を軽く一薙ぎさせた。妖よう精せい王おうの滑なめらかな頰を剣先がわずかに掠めた。

「アツッ!!」

　須郷は高く叫ぶと左手で頰を押さえ、飛び退しさった。

「いっ……あああっ……！」

　目を丸くして悲鳴を上げるその姿は、俺の怒りを更に燃え立たせた。こんな男がアスナを閉じ込め、二ヶ月もの間虐しいたげつづけたと思うと耐えがたかった。

　大きく一歩踏み込み、正面から剣を撃うち下ろした。反射的に掲かかげた須す郷ごうの右手が、一撃で断ち割られ、黄金の剣を握った手首ごと高く飛んで濃い闇やみの彼方かなたへと消えていった。どこか遠くで澄すんだ落下音が響いた。

「アアアアァァァァ!!　手が……僕の手がああぁぁああ!!」

　擬ぎ似じ的な電気信号ではあるが、それゆえに純粋な痛みが今須郷を襲おそっているのだろう。しかし勿もち論ろん、そんなものでは足りない。足りるわけがない。

　消えうせた右手を抱えてうめく須郷の、緑色の長衣に包まれた胴を、俺は力任せに薙なぎ払った。

「グボアァァァ!!」

　均きん整せいの取れた長身が、腹から真っ二つに切断され、重い音を立てて床に転がった。直後、下半身だけが白い炎に包まれて燃え崩くずれた。

　俺は、須郷の波打った長い金髪を左手で摑つかみ、持ち上げた。限界まで見開かれた両眼からどろりとした涙を流し、口をぱくぱくと開閉しながら、須郷は金属質な悲鳴を放ち続けている。

　その姿は、もう俺に嫌けん悪おしか与えなかった。左手をぶんと振って、須郷の上半身を垂直に放り投げる。

　大剣を両手で握り、体を捻って直突きの構えを取った。耳障りな絶叫を撒まき散らしながら落ちてくるモノに向かって──

「……うおお!!」

　俺は全力で剣を撃うち込んだ。ガツッと音を立てて、刀身が須郷の右眼から後頭部へ抜け、深々と貫つらぬいた。

「ギャアアアアアアア!!」

　数千の錆さび付いた歯車を回すような、不快なエフェクトのかかった悲鳴が暗くら闇やみの世界に響き渡った。剣を挟はさんで左右に分断された右眼から、粘ねばりのある白い炎が噴出し、それはすぐに頭部から上半身に広がった。

　溶よう解かいし、燃え尽きるまでの数秒間、須郷は途と切ぎれることなく叫び続けていた。やがてその声が徐じよ々じよにフェードアウトし、姿が消え去った。世界に静せい寂じやくが戻ると、俺は剣を左右に切り払って白い残り火を吹き散らした。




　軽く剣で薙いだだけで、アスナを戒いましめていた二本の鎖くさりは千ち切ぎれ飛び、消しよう滅めつした。役目を終えた剣を床に落とし、俺は力なく崩れるアスナの体を抱き止めた。

　俺の体を支えていたエネルギーも同時に尽き、俺は床に膝ひざをついた。腕の中のアスナを見つめる。

「……うっ……」

　やるせない感情の奔ほん流りゆうが、涙に形を変えて俺の両眼から溢あふれ出した。アスナの細い体を固く抱きしめ、その髪に顔を埋うずめて、俺おれは泣いた。言葉は出なかった。ただ、泣き続けた。

「──信じてた」

　アスナの、透明な声が耳元で揺ゆれた。

「……ううん、信じてる……これまでも、これからも。きみは私のヒーロー……いつでも、助けにきてくれるって……」

　そっと、手が俺の髪を撫なでた。

　──違うんだ。俺は……俺には、本当は何の力もなくて……

　だが、俺は大きく一度息をついてから、震ふるえる声で言った。

「……そうなれるように、がんばるよ。さあ……帰ろう……」

　左手を振ると、通常のものとは異なる、複雑なシステムウインドウが出現した。俺は直感的に階層を潜もぐり、移動し、転送関連のメニューを表示させると指を止めた。

　じっとアスナの瞳ひとみを見つめ、言う。

「現実世界は、多分もう夜だ。でも、すぐに君の病室に行くよ」

「うん、待ってる。最初に会うのは、キリトくんがいいもの」

　アスナはふわりと微ほほ笑えんだ。清水のように澄すみ切った視線で、どこか遠いところを見つめながら、囁ささやいた。

「ああ……とうとう、終わるんだね。帰るんだね……あの世界に」

「そうだよ。……色々変わっててびっくりするぞ」

「ふふ。いっぱい、いろんなとこに行って、いろんなこと、しようね」

「ああ。──きっと」

　俺は大きく頷うなずくと、一ひと際きわ強くアスナを抱きしめ、右手を動かした。ログアウトボタンに触れ、ターゲット待機状態で青く発光する指先で、アスナの頰ほおを流れる涙をそっと拭ぬぐった。

　その途と端たん、アスナの白い体を、鮮あざやかなブルーの光が包み込んだ。少しずつ、少しずつ、水晶のように透すき通っていく。光の粒つぶが宙を舞い、足先、指先から消えていく。

　完全にこの世界から消え去るまで、俺は、強く強くアスナを抱いていた。ついに腕の中から重みが消え去り、俺は暗くら闇やみの中、独ひとり残された。

　しばらく、そのままの格好で俺はうずくまっていた。

　全てが終わったような気もしたし、まだ大きな流れの過程にいるような気もした。茅かや場ばの夢想と須す郷ごうの欲望が引き起こしたこの事件──これがそのエンディングなのだろうか？　あるいは、これすらもより巨大な変革の一部なのだろうか？

　俺は、エネルギーの尽きかけた体に鞭むち打って、どうにか立ち上がった。頭上、暗闇に包まれた世界の深しん奥おうを見やって、ぽつりと呟つぶやく。

「──そこにいるんだろう、ヒースクリフ」




　しばしの静せい寂じやくののち、先ほど俺おれの意識の中で響いたのと同じ、錆さびた声でいらえがあった。

『久しいな、キリト君。もっとも私にとっては──あの日のこともつい昨日のようだが』

　その声は、先ほどとは異なり、どこか遥はるか遠いところから届いてくるように感じられた。

「──生きていたのか？」

　短く問うと、一いつ瞬しゆんの沈黙に続いて答えが聞こえた。

『そうであるとも言えるし、そうでないとも言える。私は──茅かや場ば晶あき彦ひこという意識のエコー、残ざん像ぞうだ』

「相変わらず解わかり難にくいことを言う人だな。とりあえず礼を言うけど──どうせなら、もっと前に助けてくれてもいいじゃないか」

『…………』

　苦笑を洩もらす気配。

『それはすまなかったな。システムに分散保存されたこのプログラムが結合・覚かく醒せいしたのが、つい先ほど──君の声が聞こえた時だったものでね。それに礼は不要だ』

「……なぜ？」

『君と私は無む償しようの善意などが通用する仲ではなかろう。もちろん代だい償しようは必要だよ、常に』

　今度は俺が苦笑する番だった。

「何をしろと言うんだ」

　すると、遥か遠い闇やみの中から、何か──銀色に輝かがやくものが落下してきた。手を差し出すと、かすかな音を立てて収まった。それは小さな、卵型の結晶だった。内部に微び弱じやくな光が瞬またたいている。

「これは？」

『それは、世界の種子だ』

「──何？」

『芽め吹ぶけば、どういうものか解る。その後の判断は君に託たくそう。消去し、忘れるもよし……しかし、もし君が、あの世界に憎しみ以外の感情を残しているのなら…………』

　そこで声は途と切ぎれた。短い沈黙に続いて、素っ気無い挨あい拶さつだけが降ってきた。

『──では、私は行くよ。いつかまた会おう、キリト君』

　そして唐とう突とつに、気配は消え去った。

　俺は首を捻ひねり、輝く卵をとりあえず胸ポケットに落とし込んだ。しばし考え込んでから、はっと顔を上げる。

「──ユイ、いるか？　大丈夫か!?」

　そう叫んだ途と端たん、暗くら闇やみの世界が一直線に割れた。

　さっと差し込んだオレンジの光が暗あん幕まくを切り裂き、同時に風が吹いて、みるみるうちに闇を払っていく。あまりの眩まぶしさに一瞬瞼まぶたを閉じ、恐る恐る開くと、そこはあの鳥とり籠かごの中だった。

　正面に、今まさに沈しずもうとしている巨大な夕陽が最さい期ごの光を放っていた。風が鳴るだけで、人の姿はない。

「──ユイ？」

　もう一度呼ぶと、眼前の空間に光が凝ぎよう縮しゆくし、ぽんと音を立てて黒髪の少女が姿を現した。

「パパ!!」

　一声叫んで俺おれの胸に飛び込み、首にぎゅっとかじりつく。

「無事だったか。──よかった……」

「はい……。突然アドレスをロックされそうになったので、ナーヴギアのローカルメモリに退避したんです。でももう一度接続してみたら、パパもママも居なくなってるし……心配しました。──ママは……？」

「ああ、戻ったよ……現実世界に」

「そうですか……よかった……本当に……」

　ユイは眼を閉じ、俺の胸に頰ほおを擦すり付けた。その顔に、かすかな寂さびしさの影を感じて、俺はそっと長い髪を撫なでた。

「──また、すぐ会いにくるよ。でも……どうなるんだろうな、この世界は……」

　呟つぶやくと、ユイはにこりと笑って、言った。

「わたしのコアプログラムはこの場所ではなくパパのナーヴギアにあります。いつでも一緒です。──あれ、でも、へんですね……」

「どうかしたのか？」

「なんだか大きなファイルが、ナーヴギアのストレージに転送されています。……アクティブなものではないようですが……」

「ふうん……」

　俺は首を傾かしげたが、その疑問は棚たな上あげすることにした。それよりも、今はやらなくてはならないことがある。

「──じゃあ、俺は行くよ。ママを出迎えに」

「はい。パパ──大好きです」

　うっすらと涙を滲にじませ、力いっぱい抱きつくユイの頭を撫でながら、右手を振った。

　ボタンを押す手を一いつ瞬しゆん止め、俺は夕焼けの色に染まる世界を眺めた。偽りの王が治めていたこの世界は、一体これからどうなるのだろうか。この世界を深く愛しているであろうリーファや他のプレイヤー達のことを考えると胸が痛んだ。

　ユイの頰に軽く唇くちびるを当て、俺は指を深く動かした。放射状の光が視界に広がり、意識を包んで、高く、高く運び去っていった。




　頭の芯しんに深い疲ひ労ろう感を覚えながら瞼まぶたを開けると、目の前に直すぐ葉はの顔があった。心配そうな表情でじっと俺おれの顔を覗のぞき込んでいたが、目が合うと慌あわてたようにさっと体を起こした。

「ご、ごめんね、勝手に部屋に入って。なかなか戻ってこないから、心配になって……」

　ベッドの縁ふちにぺたんと座すわり込んだ格好で、直すぐ葉はは頰ほおをわずかに赤らめながら言った。俺は少々のタイムラグの後に接続感の回復した四肢に力を込め、勢いよく上体を跳ね上げた。

「遅くなって、ごめんな」

「……全部、終わったの？」

「──ああ。終わった……何もかも……」

　俺は瞬しゆん間かん、視線を虚こ空くうに向けながら答えた。危ういところで再び仮想世界の虜りよ囚しゆうに、しかも今度はクリアフラグなしの牢ろう獄ごくに囚とらわれる所だったなどとは、とても直葉には言えない。いずれ全すべてを話すときが来るだろうが、今はこれ以上の心配をかけたくなかった。このたった一人の妹に、俺はすでに言葉では言い尽くせないほどの救いを与えてもらっているのだ。

　深い夜の森で、緑色の髪の女の子に出会ったあの時から、俺の新しい冒険が始まり──長い旅のあいだ、傍かたわらには常に彼女が居てくれた。道を示し、風ふう物ぶつを語り、剣で守ってくれた。彼女の導みちびきによって二人の領主たちと出会い、知ち己きを得ることが無ければ、あの守護騎士の壁は突破できなかったに違いない。

　思えば、何と多くの人たちに助けてもらったことだろう。最たる助力となってくれたのは勿もち論ろん、目の前の少女だ。俺はキリトとしてリーファに、和かず人ととして直葉に頼り、支えられ、しかもその間じゅう、彼女はその小さな肩に深い懊おう悩のうを背負っていたのだ──。

　俺は改めて直葉の、どこか男の子のようなまぶしい生気と、萌もえ出たばかりの新緑の儚はかなさの同居した顔を見つめた。手を伸ばし、照れたように小さく笑う彼女の頭をそっと撫なでながら言う。

「本当に──ほんとうにありがとう、スグ。お前がいなかったら、俺、何も出来なかったよ」

　直葉は真っ赤に染めた顔を俯うつむかせ、しばらくもじもじしていたが、意を決したように体を前に進ませて俺の胸に頰ほおを預けた。

「ううん……あたし、嬉しかった。お兄ちゃんの世界で、お兄ちゃんの役に立てて」

　目を閉じて呟つぶやく直葉の背に右手を回し、軽く力を入れる。

　手が離れると、直葉が俺を見上げて言った。

「じゃあ……取り戻したんだね、あの人──アスナさんを……」

「ああ。ようやく──ようやく帰ってきた。……スグ、俺……」

「うん。行ってあげて、きっとお兄ちゃんを待ってるよ」

「ごめんな。詳しいことは帰ってきてから話すよ」

　俺はぽんと直葉の頭に手を乗せ、立ち上がった。

　記録的な速さで身み支じ度たくをし、ダウンジャケットを引っ摑つかんで縁えん側がわに立つと、外はすっかり暗くなっていた。居間に掛かった時代物の柱時計は夜九時少し前を指している。面会時間はとうの昔に終了しているが、状況が状況だ。ナースステーションで事情を話せば入れてもらえるだろう。

　直すぐ葉はがとてとてと走り寄ってきて、「これ、作っといた」と分厚いサンドイッチを差し出した。ありがたく受け取って口に咥くわえ、サッシを開けて庭に降りる。

「さ、寒……」

　ジャケットを透とう過かしてくる冷気に首を竦すくめると、直葉が暗い夜空を見上げて、言った。

「あ……雪」

「え……」

　確かに、大きな雪せつ片ぺんが二つ、三つ、白く輝かがやきながら舞い降りてくるところだった。一いつ瞬しゆんタクシーを使うべきか迷うが、これから呼んだり、幹線道路まで歩いてから拾うよりは、自転車を飛ばしたほうが時間的には早いだろう。

「気をつけてね。……アスナさんに、よろしくね」

「ああ。今度、ちゃんと紹介するよ」

　直葉に手を振ってＭＴＢに跨り、俺おれはペダルを踏み込んだ。




　頭の中が空っぽになるほどの勢いで自転車を疾しつ走そうさせ、埼玉県南部を縦じゆう断だんする。雪は徐じよ々じよに勢いを増したが、路面に積もるほどではなく、交通量が減るのは逆に有り難がたかった。

　一秒でも早くアスナの病室に辿たどりつきたい──と思う反面、あの場所を訪れるのを恐れる自分もいた。二ヶ月間というもの、俺は一日置きにあの部屋を訪れては、深い、深い失望を味わい続けてきた。このまま冷たい彫ちよう像ぞうになってしまうのではないかと思うほどに、静せい寂じやくに満ちた眠りに囚とらわれたままの彼女の手を取り、届かないと知りつつ何度も、何度も呼びかけた。

　こうして、もう路面のギャップに至るまで覚えてしまった道を再び走っていると、あの妖よう精せいの国で彼女を見つけ、偽りの王を倒し、鎖くさりを解き放ったことが、ただの幻げん想そうであったような気がしてならない。

　もし、あと数分後に病室を訪れ、アスナが目覚めていなかったら。

　アルヴヘイムに彼女の魂たましいはすでになく、しかし現実にも帰き還かんしておらず──再び、どことも知れぬ場所に消え去ってしまったら。

　夜闇の中から飛んできて顔を叩く雪のせいだけではない、恐ろしいほどの冷気が俺の背を駆け巡めぐる。いや、そんなことがあるはずはない。この現実という名の世界を司つかさどるシステムが、そこまで冷れい酷こくであるはずはない。

　縺もつれ、絡からみ合う思考の渦うずを抱えたまま、俺はペダルを踏み続けた。太い幹線道路を右折し、丘きよう陵りよう地帯に入る。トレッドの深いブロックタイヤが、シャーベット状の雪を薄うすくまとったアスファルトを嚙かみ、蹴けり飛ばし、車体を加速させる。

　やがてついに、前方に黒々とした巨大な建築物の影が出現した。灯あかりは殆ほとんど落ち、屋上のヘリパッドに設置された青い誘ゆう導どう燈とうが、暗黒の城を彩いろどる鬼おに火びのように明めい滅めつしている。

　最後の坂を登ると、高い鉄てつ柵さくが出現した。それに沿そって更さらに数十秒走る。一ひと際きわ高い門柱に守られた正面ゲートが見えてくる。

　急きゆう患かんの受け入れはしていない、高度医療専門の機関ゆえに、この時間ではすでに門は固く閉ざされ、ガードマンの詰めるボックスも無人だ。俺おれは正門前を通つう過かしてパーキングエリアまで走ると、職員用に開放されている小さなゲートから敷しき地ち内に乗り入れた。

　駐車場の端はしに自転車を停とめ、ロックするのももどかしく俺は走った。ナトリウム灯とうがぼんやりとしたオレンジ色の光を投げかける夜の駐車場はまったくの無人だ。ただ、大おお粒つぶの雪だけが無音で天から降り注ぎ、世界を白く染めていく。荒い呼吸と共に水蒸気の塊かたまりを吐き出しながら、俺は走る。

　恐ろしいほど広大なパーキングを半分ほど横切り、背の高い濃こい色のバンと、白いセダンの間を通り抜けようとした、その時だった。

　バンの後ろからスッと走り出てきた人ひと影かげと、俺は衝しよう突とつしそうになった。

「あ……」

　すみません、と言いつつ身をかわそうとした俺の視界を──

　ギラリとした、生々しい金属の輝かがやきが横切った。

「────!?」

　直後、俺の右腕、肘ひじの少し下に鋭するどい熱感が疾はしった。同時に白いものが大量に散った。雪ではない。細かい、羽だ。俺のダウンジャケットの断だん熱ねつ材ざい。

　俺はよろけ、白いセダンのリア部に衝しよう突とつしてどうにか踏みとどまった。

　いまだ状況が理解できず、二メートルほど離れた場所に立つ黒い人影を、啞あ然ぜんとしながら凝ぎよう視しした。男だ。黒に近い色のスーツ姿。何か白く、細長いものを右手に握っている。オレンジ色の光を受けて、鈍にぶく輝いている。

　ナイフ。大ぶりのサバイバルナイフだ。しかし。何な故ぜ。

　凍こおりついた俺の顔を、バンの作り出す陰かげの中から男が凝視するのを感じた。男の口もとが動き、殆ほとんど囁ささやきのような、しわがれた声が流れた。

「遅いよ、キリト君。僕が風邪引いちゃったらどうするんだよ」

　その声。キーの高い、粘ねばり気のある、その声は。

「す……須す郷ごう……」

　呆ぼう然ぜんと、俺がその名を呼ぶと同時に、男が一歩進み出た。ナトリウム灯の放つ光が、顔を照らし出した。

　数日前に相あい対たいした時は丁てい寧ねいに撫なで付けられていた髪が、激しく乱れている。尖とがった顎あごには髭ひげの翳かげが浮き、ネクタイはほとんど解けて首にぶら下がっているだけだ。

　そして──メタルフレームの眼鏡めがねの下から俺に注そそがれる、異様な視線。その理由はすぐにわかった。細い眼は限界まで見開かれ、夜闇の中で散大した左の瞳どう孔こうが細かく震ふるえているが、なぜか右側のそれは小さく収縮したままなのだ。世界樹の上で、俺おれの剣が貫つらぬいたのが、まさにその場所だった。

「酷ひどいことするよねえ、キリト君」

　須す郷ごうが軋きしる声で言った。

「まだ痛覚が消えないよ。まあ、いい薬が色々あるから、構わないけどさ」

　右手をスーツのポケットに突っ込み、カプセルを幾つか摑つかみ出して口に放り込む。こりこりと音をさせてそれを咀そ嚼しやくしながら、須郷は更さらに一歩踏み出した。俺はようやく衝しよう撃げきから回かい復ふくし、乾かわいた唇くちびるをどうにか動かした。

「──須郷、お前はもう終わりだ。あんな大き過ぎる仕掛けを誤ご魔ま化かしきれるものか。おとなしく法の裁きを受けろ」

「終わり？　何が？　何も終わったりしないさ。まあ、レクトはもう使えないけどね。僕はアメリカに行くよ。僕を欲しいっていう企業は山ほどあるんだ。僕には今までの実験で蓄ちく積せきした膨ぼう大だいなデータがある。あれを使って研究を完成させれば、僕は本物の王に──神に──この現実世界の神になれる」

　──狂っている。いや、おそらく遥はるか昔から、この男は壊こわれていたのだ。

「その前に、幾いくつか片付けることはあるけどね。とりあえず、君は殺すよ、キリト君」

　表情を変えず、ボソボソと喋しやべり終えると、須郷はすたすたと歩み寄ってきた。右手のナイフを無む造ぞう作さに俺の腹目掛けて突き出してくる。

「……!!」

　俺はどうにかそれを避けようと、右足でアスファルトを蹴けった。しかし、靴くつ底ぞこにこびり付いた雪のせいか、大きく滑すべってバランスを崩くずし、駐車場に倒れ込んだ。体の左側をしたたか打ち付け、瞬しゆん間かん、息が詰まる。

　須郷は焦しよう点てんを失った瞳孔で俺を見下ろした。

「おい、立てよ」

　直後、高価そうな革靴の尖とがった先端が、鈍にぶい音を立てて俺の大だい腿たい部ぶに蹴り込まれた。二度。三度。熱い痛みが脊せき髄ずいを駆け、頭の奥に響く。その衝しよう撃げきは右腕にも伝わり、ずきんと強きよう烈れつな疼うずきを生み出す。そこでようやく、ジャケットだけでなく腕をも切られていることに気付く。

　俺は動けなかった。声も出せなかった。須郷の握るサバイバルナイフ──刃渡り二十センチを越えるであろう、その殺さつ傷しようのための道具が放つ重い圧力が、俺を凍こおらせた。

　殺す──俺を──あのナイフで──？

　断だん片ぺん的な思考が流れ、消える。肉にく厚あつの刃やいばが、音も無く俺の体に侵入し、致ち命めい的な──文字通り命を奪うばうに足る損そん傷しようを与える、その瞬間を何度も、何度も想像する。それ以外、何もできない。

　右腕の疼うずきが、痺しびれるような熱に変わった。ジャケットの袖そで口ぐちと、ウインターグローブの隙すき間まから、黒い液体が数滴したたった。体から、血液が際さい限げんなく流れ出すイメージ。ＨＰバーで表示される数値ではない、明確な、リアルな《死》のイメージ。

「ほら、立てよ。立ってみろよ」

　須す郷ごうは、機械仕掛けのような動きで何度も、何度も俺おれの足を蹴けり、踏みつけた。

「お前、あっち側で僕に何か言ってたよな。逃げるなとか？　臆おくするなとか？　決着をつけるとか？　偉そうなこと言ったよな」

　須郷のささやき声に、あの闇やみの中で聞いたのと同じ狂気の色が混ざりはじめた。

「解わかってんのか？　お前みたいなゲームしか能の無い小僧は、本当の力は何も持っちゃいないんだよ。全すべてにおいて劣おとったクズなんだよ。なのに僕の、この僕の足を引っ張りやがって……。その罪つみに対する罰ばつは当然、死だ。死以外有り得ない」

　抑よく揚ようの無い声でぼそぼそと言いおえると、須郷は左足を俺の腹の上に乗せた。ぐっと重心を移す。その物理的圧力と、奴の狂気が放つ精神的プレッシャーで、息が詰まる。

　俺は浅く、速い呼吸を不規則に繰り返しながら、ただ近づいてくる須郷の顔を見ていた。体を屈かがめた須郷は、右手に握った凶器を高く振りかぶり。

　瞬まばたき一つせず、それを振り下ろした。

「────ッ」

　俺の喉のどの奥から、引き攣つった声が洩もれるのと──

　鈍にぶい金属音とともに、ナイフの先端が俺の頰ほおを掠かすめ、アスファルトに食い込んだのは同時だった。

「あれ……右眼がボケるんで狙ねらいが狂っちゃったよ」

　須郷はぶつぶつ呟つぶやくと、再び右手を高く掲かかげた。

　ナイフのエッジをナトリウム灯とうの明かりが滑り、暗くら闇やみの中にオレンジ色のラインを描いた。

　硬い路面に突き立てられたせいだろうか、切っ先が、ほんのわずかに欠けている。その瑕きずが、より現実的な、物理的な凶器としての存在感をナイフに与えている。ポリゴンの武器ではなく、金属分子が密に凝ぎよう縮しゆくした、重く、冷たい、本物の、殺さつ傷しよう力りよく。

　何もかもが、ゆっくりと動いていた。黒い空を舞う雪せつ片ぺん。歪ゆがんだ須郷の口から吐き出される息の塊かたまり。俺に向かって降下してくるナイフ。その背に刻きざまれたセレーションを明めい滅めつしながら移動するオレンジ色の反射光。

　そう言えば、あんなギザギザのついた武器があったな……。

　停止しかけた思考の表層を、無意味な記憶の断だん片ぺんが流れていく。

　あれは何だったか。アインクラッド中層の街で売っていたダガー系のアイテムだ。確か《ソードブレイカー》という名前だった。背の鋸のこぎり状の部分で敵の剣をパリィすると、武器破壊に成功する確率に僅わずかなボーナスがあるという奴だ。面白そうだったので短剣スキルをスロットに入れてしばらく使ってみたが、基本攻こう撃げき力りよくが低いので満足する結果にはならなかった。

　今、須す郷ごうの手に握られている武器は、あれよりも更さらに小さい。ダガーと言うにも及ばない。いや──武器の範はん疇ちゆうではない、こんな物は。日常作業用のツールだ。剣士が戦いに用いるような物ではない。

　耳の奥に、数秒前の須郷の言葉が蘇よみがえる。

　本当の力は、何も持っちゃいない──。

　そうだ……その通りだ。今更言われるまでもない。しかし、ならば俺おれを殺すと言うお前は何なのだ、須郷。ナイフ術の達人なのか？　武道の心こころ得えでもあるのか？

　俺は須郷の眼鏡の奥、血の色に染まる細い眼を見つめた。興こう奮ふん。狂気。しかしそれ以外にも何かある。あれは、逃げる者の眼だ。ダンジョンでモンスターの大群に囲まれ、絶体絶命の死地に陥おちいったとき、その現実を遮しや断だんするために狂きよう躁そう的に剣を振り回す者の眼の色。

　こいつも、俺と同じだ。力を欲し続け、しかし叶えられず、ひたすらに醜みにくく足あ搔がいている。

「……死ね、小僧ぉぉぉ!!」

　須郷の絶叫が、減速した世界から俺の意識を引き戻した。

　俺は吸い寄せられるように左手を上げ、振り下ろされつつある須郷の右手首を受け止めた。同時に右手を伸ばし、親指を須郷の緩ゆるんだネクタイの間、喉のどの窪くぼみに突き込む。

「ぐぅ!!」

　ひしゃげた声を上げ、須郷が仰のけ反ぞった。俺は体を捻ひねると、両手で須郷の右腕を摑つかみ、その手の甲を凍こおったアスファルトに思い切り擦こすりつけた。悲鳴と同時に手が緩み、ナイフが路面に転がった。

　笛の音のような甲かん高だかく掠かすれた絶叫を上げながら、須郷がナイフに飛びつこうとする。俺は右足を曲げ、その顎あごを靴のソールで蹴けり飛ばした。ナイフを掬すくい上げ、反動を利用して立つ。

「須郷……」

　喉から、自分のものとは思えないひび割れた声が洩もれた。

　右手のグローブ越しに、硬く冷たいナイフの存在を感じた。武器としては貧ひん弱じやくだ。軽いし、リーチもない。

「でも、お前を殺すには充分だ」

　呟つぶやくと、アスファルトに座すわり込みぽかんとした顔で俺を見ている須郷に向かって、猛もう然ぜんと飛びかかった。

　左手で髪ごと頭を鷲わし摑みにし、バンのドアに打ち付けた。鈍にぶい音とともにアルミのボディが凹み、眼鏡が吹き飛んだ。須郷が口を大きく開けた。その喉元目掛け、俺は思い切り右手のナイフを振り上げ──。

「ぐう……ううっ……！」

　そこで腕を停止させ、歯を食い縛しばった。

「ィィィ！　ヒィィィッ!!　ィィィィィ!!」

　須す郷ごうは、つい数十分前にあの世界で響かせたのとまったく同じ、甲かん高だかい悲鳴を上げている。

　この男は死んで当然だ。裁かれて当然だ。今、この右手を振り下ろせば、今度こそ全てが終わる。決着だ。完全なる勝者と敗者の決定。

　しかし──。

　俺おれはもう、剣士ではない。剣の技によって全すべてが決まるあの世界は、もう、遠い過去へと去ったのだ。

「ヒィィィィィィ……」

　不意に、須郷の眼球がぐるんと裏返った。悲鳴が途と切ぎれ、その全身が、電力の切れた機械のように脱力した。

　俺の手からも、力が抜けた。ナイフが滑すべり落ち、須郷の腹の上に転がった。

　左手も離し、俺は体を起こした。

　これ以上、一秒でも長くこの男を見ていれば、再び殺意の衝しよう動どうが沸わき立ち、そしてそれにはもう耐えられないだろうと思った。

　須郷のネクタイを引き抜き、体を路面に転がして、両手を後ろに回して縛しばり上げた。ナイフはバンのルーフの上に放り上げる。俺はふらつく体に鞭むち打って後ろを向き、一歩、一歩、脚あしを引きずるように駐車場を歩き始めた。




　広い階段を登って正面エントランス前に出るのに、五分ほどを要した。立ち止まって大きく深呼吸し、どうにか言う事を聞くようになった全身を見下ろす。

　雪と砂に汚れ、ひどい有様だ。切られた右腕と左頰ほおが疼うずくが、すでに血は止まっているようだった。

　自動ドアの前に立つ。しかし開く気配はない。ガラス越しに覗のぞき込むと、メインロビーの照明は落ちているが、奥の受け付けカウンターには灯あかりがあった。左右を見回す。左奥に、小さなガラスのスイングドアを発見し、押してみるとこちらは幸い開いた。

　建物の中は静せい寂じやくに満ちていた。広大なロビーに整然と並べられたベンチの列を横切っていく。

　カウンターの中も無人だったが、その奥に隣接したナースステーションからは談笑する声が洩もれていた。俺はマトモな声が出ることを祈いのりつつ、口を開いた。

「あの……すみません！」

　俺の声が響いた数秒後、ドアが開いて薄うすいグリーンの制服を来た女性看護師が二人現れた。両方の顔に浮かんでいた訝いぶかしむような色が、俺の姿を見た途と端たん驚きに変わった。

「──どうしたんですか!?」

　背の高い、髪をアップにまとめた若い看護師が声を上げた。どうやら、俺の頰の出血は思った以上の量があるらしい。俺はエントランスの方向を指差し、言った。

「駐車場で、ナイフを持った男に襲おそわれました。白いバンの向こうで気絶してます」

　二人の顔に緊張が走った。年配の看護師がカウンターの内側にある機械を操作し、細いマイクに顔を寄せる。

「警備員、至し急きゆう一階ナースステーションまで来てください」

　巡じゆん回かい中のガードマンが近くにいたらしく、すぐに足音と共に紺こん色いろの制服を来た男が小走りに現れた。看護師の説明を聞くと、男の顔も厳しくなる。小さい通信機に何事か呼びかけ、ガードマンはエントランスへ向かった。若い方の看護師も後を追う。

　残った看護師は、俺おれの頰ほおの傷を仔し細さいに眺めてから言った。

「君、十二階の結ゆう城きさんのご家族よね？　傷はそこだけ？」

　少々事実に誤ご認にんがあるようだが、訂てい正せいする気力もなく俺は頷うなずいた。

「そう。すぐドクターを呼んでくるから、そこで待っていて下さい」

　言うや否いなやパタパタと駆けていく。

　俺は大きく一度息をついて、周囲を見回した。とりあえず近くに誰だれもいないのを確認し、カウンターに身を乗り出して、内側からゲスト用のパスカードを摑つかみ取る。看護師が去って行ったのとは別の方向、何度も通った入院棟への通路に向かって、震ふるえる足を鞭むち打って走り出す。

　エレベータは一階に停止していた。ボタンを押すと、低いチャイムと共にドアが開く。内部の壁に体を預け、最上階のボタンをプッシュ。病院ゆえに加速は緩ゆるやかだが、その僅わずかな負荷ですら膝ひざが折れそうになる。必死に体を支える。

　気が遠くなるほど長い数秒間ののち、箱が停止してドアが開いた。半ば這はうように通路へと転がり出る。

　アスナの病室までの、ほんの数十メートルは、もう無限の距きよ離りと思えた。倒れそうになる体を壁の手すりで支え、前に進む。Ｌ字の通路を左に折れると──正面に、白いドアが、見えた。

　一歩、一歩、歩いていく。

　あのときも──。

　夕焼けに包まれた仮想世界の終しゆう焉えんから、現実世界に帰き還かんし、ここではない別の病院で目覚めたあの日も、俺は萎なえた脚あしに鞭打って歩いた。アスナを捜さがして、ただただ歩いた。あの道は、ここに繫つながっていたのだ。

　ようやく、会える。その時が来る。

　残りの距離が縮むと同時に、俺の胸に詰まる様々な感情が恐ろしい勢いで高まっていく。呼吸が速くなる。視界が白く染まる。しかし、ここで倒れるわけにはいかない。歩く。ひたすら、脚を前に出す。

　ドアの直前まで達したのに気付かず、衝しよう突とつしそうになって危うく足を止めた。

　この向こうに、アスナが──。もう、それしか考えられない。

　震える右手を持ち上げると、汗のせいかカードが滑すべり落ちて床に転がった。拾い上げ、今度こそメタルプレートのスリットに差し込む。一いつ瞬しゆん息を止め、一気に滑らせる。

　インジケータの色が変わり、モーター音と共にドアが開いた。

　ふわりと、花の香りが流れ出した。

　室内の照明は落ちている。窓から差し込む雪明りが、ほのかに白く光っている。

　病室は、中央を大きなカーテンで仕切られている。その向こうにジェルベッドがある。

　俺おれは動けない。これ以上は進めない。声も出せない。

　不意に、耳元で囁ささやき声がした。

『ほら──待ってるよ』

　そして、そっと肩を押す手の感かん触しよく。

　ユイ？　直すぐ葉は？　三つの世界で、俺を助けてくれた誰だれかの声。俺は右足を前に動かした。もう一歩。更さらに、もう一歩。

　カーテンの前に立つ。手を伸ばし、その端はしを摑つかむ。

　引く。

　草原を渡る風のようなかすかな音とともに、白いヴェールが揺ゆれ、流れた。

「……ああ」

　俺の喉のどから、短い声が洩もれた。

　純白のドレスにも似た薄うすい診察衣をまとった少女が、ベッドに上体を起こし、こちらに背を向けて暗い窓を見ていた。つややかな長い髪に、舞い散る雪が淡あわい光を届けている。細い両手は体の前に置かれ、その中に深いブルーに輝かがやく卵型のものを抱えている。

　ナーヴギア。常に少女を拘こう束そくし続けた茨いばらの冠かんむりが、その役目を終えて静かに沈黙している。

「アスナ」

　俺は、音にならない声で呼びかけた。少女の体が大きく震ふるえ──花の香りに満ちた空気を揺らして、振り向いた。

　永ながい、永い眠りから醒さめたばかりで、まだ夢見るような光をたたえているヘイゼルの瞳ひとみが、まっすぐに俺を見た。

　何度この瞬しゆん間かんを夢に見たことだろう。何度、祈いのったことだろう。

　色の薄い、滑なめらかな唇くちびるに、ふわりと微ほほ笑えみが浮かんだ。

「キリトくん」

　初めて聴きく、その声。あの世界で毎日耳にしていた声とは大きく異なる。しかし、空気を揺らし、俺の感覚器官を震わせ、意識に届くこの声は、何倍も、何倍も素晴らしい。

　アスナの左手がナーヴギアから離れ、差し伸べられた。それだけでかなりの力を使うのだろう、わずかに震えている。

　俺は、雪の彫ちよう像ぞうに触れるように、そっと、そっと、その手を取った。痛々しいほど細く、薄い。しかし、温かい。あらゆる傷を癒いやしていくように、触れ合う手から温もりが沁しみ込む。不意に脚あしの力が抜け、ベッドの端はしに体を預けた。

　アスナは右手も伸ばすと、おそるおそる俺おれの傷ついた頰ほおに触れ、問いかけるように首を傾かたむけた。

「ああ……最後の、本当に最後の闘たたかいが、さっき、終わったんだ。終わったんだ……」

　言うと同時に、俺の両眼から、ついに涙が溢あふれた。雫しずくが頰を流れ、アスナの指に伝い、窓からの光を受けて輝かがやく。

「……ごめんね、まだ音がちゃんと聞こえないの。でも……解わかるよ、キリト君の言葉」

　アスナは、いたわるように俺の頰を撫なでながら、囁ささやいた。その声が届くだけで魂たましいが震ふるえる。

「終わったんだね……ようやく……ようやく……きみに、会えた」

　アスナの頰にも、銀に輝く涙が伝い、零こぼれ落ちた。濡ぬれた瞳ひとみで、意識すべてを伝えようとするかのようにじっと俺を見て、言った。

「はじめまして、結ゆう城き、明あ日す奈なです。──ただいま、キリトくん」

　俺も、嗚お咽えつをこらえ、応こたえた。

「桐きりヶが谷や和かず人とです。……おかえり、アスナ」

　どちらともなく顔が近づき、唇くちびるが触れ合った。軽く。もう一度。強く。

　腕を、華きや奢しやな体に回し、そっと抱きしめる。




　魂は、旅をする。世界から世界へ。今生から、次の生へ。

　そして誰かを求める。強く、呼び合う。

　昔、空に浮かぶ大きな城で、剣士を夢見る少年と、料理が得意な少女が出会い、恋に落ちた。彼らはもういないけれど、その心は長い長い旅をして、ついに再び巡めぐり合った。




　俺は、泣きじゃくるアスナの背をそっと撫でながら、涙で揺れる視線を窓の外に向けた。一ひと際きわ勢いを増して舞い散る雪の向こうに、寄り添そって立つふたつの人影が見えた気がした。

　背に二本の剣を背負った、黒いコート姿の少年。

　腰に銀の細剣を吊つった、白地に赤の騎士装の少女。

　二人は微ほほ笑えみ、手を繫つなぐと、振り向いてゆっくりと遠ざかっていった。










　　　８




「それでは今日はここまで。課題ファイル25と26を転送するので来週までにアップロードしておくこと」

　鐘かねの音を模もしたチャイムが午前中の授業の終わりを告げ、教師が大型パネルモニタの電源を落として立ち去ると、広い教室には弛し緩かんした空気が漂ただよった。

　俺おれは端末に差した旧式のマウスを操り、ダウンロードされた課題ファイルを開いて一いち瞥べつした。たっぷりと歯ごたえのありそうな長文の設問にため息をついてから、マウスを引き抜き、端末を閉じて一緒にデイパックに放り込む。

　それにしても、このチャイムはアインクラッド第一層・始まりの街のチャペルの音にとてもよく似ている。それを知ってこの音色に設定したのなら、この校舎の設計者はなかなかブラックユーモアのセンスがある。

　もっとも、揃そろいの制服を着た生徒たちは誰もそんな事を気にしてはいないようだ。和なごやかに談笑しながら、三々五々連れ立って教室を後にし、カフェテリアへと歩いていく。

　デイパックのジッパーを引き、肩にかけて立ち上がろうとすると、隣りん席せきの仲のいい男子生徒が俺を見上げて言った。

「あ、カズ、食堂行くなら席取っといて」

　俺が返事をする前に、さらにその隣となりに座すわった生徒がにやりと笑いながら言う。

「無理無理、今日は《姫》に謁えつ見けんの日だろう、カズは」

「あ、そうか。ちくしょう、いいなあ」

「うむ、まあ、そういうことだ。悪いな」

　連中のいつもの愚ぐ痴ちが始まる前に離り脱だつすべく、俺は手を上げると素す早ばやく教室を抜け出した。

　薄うすいグリーンのパネル張りの廊ろう下かを早足で歩き、非常口から中庭に出ると、ようやく昼休みの喧けん騒そうが遠のいて俺はほっと息をついた。真新しいレンガの敷しかれた小道が、新緑に萌もえる木々の間を縫ぬって伸びている。梢こずえの上に見える校舎はコンクリートの地じ肌はだ剝むき出しの素そっ気け無い外見だが、総じて統廃合で空いた校舎を再利用したとは思えない立派なキャンパスだ。

　緑のトンネルを潜くぐるように続く小道を更さらに数分歩くと、円形の小さな庭園に出る。ふんだんに花壇の配されたその外周部には白木のベンチが幾いくつか並び、そのうちのひとつに、一人の女子生徒が腰掛けて空を見上げている。

　濃こいグリーンを基調にしたブレザーの制服の背に、ブラウンの長い髪がまっすぐに流れている。肌の色は抜けるように白く、しかし最近ではようやく頰ほおにバラのような赤味が戻りつつある。

　黒のロングソックスを穿はいた細い脚あしをぴんと揃そろえて伸ばし、ローファーのつま先でぱたぱたとレンガを叩きながら一心に青い空を見つめているその姿はたとえようもなく愛らしく、俺おれは庭園の入り口で立ち止まると木の幹みきに手をかけ、無言で少女を眺め続けた。

　と、彼女は不意にこちらを振り返り、俺を見た途と端たんぱっと笑顔を浮かべた。次いで澄すました表情を浮かべて瞼まぶたを閉じると、ふん、というふうに顔を逸そらせる。

　俺は苦笑しながらベンチに近づき、声を掛けた。

「お待たせ、アスナ」

　アスナはちらりと俺を見上げると、唇くちびるを尖とがらせた。

「もう、どうしてキリトくんはいつも陰かげからこっそり見てるのよう」

「悪い悪い。うーむ、ひょっとしたら俺、ストーカーの素質があるかもしれん」

「えー……」

　嫌いやそうな顔で身を引くアスナの隣となりにどかっと腰を下ろし、俺は大きく伸びをした。

「ああ……疲つかれた……腹減った……」

「なんだか年寄りくさいよ、キリトくん」

「実際この一ヶ月で五歳くらい歳取った気分だなぁ……。それと──」

　頭の後ろで手を組み、アスナの顔を横目で見る。

「キリトじゃなくて和かず人とだぞ。ここじゃ一応キャラネーム出すのはマナー違反だからな」

「あ、そっか。つい……ってわたしはどうなるのよ！　バレバレじゃないの」

「本名をキャラネームにしたりするからだ。……まあ、俺もなんかバレてるっぽいけど……」

　この特殊な《学校》に通う生徒は全て、中学、高校時代に事件に巻き込まれた旧ＳＡＯプレイヤーである。積極的殺人歴のある本格的なオレンジプレイヤーこそ、カウンセリングの要有りということで一年以上の治ち療りようと経過観察を義務付けられたものの、俺を含めて自衛のために他のプレイヤーを手に掛けた者は少なくないし、盗みや恐きよう喝かつといった犯罪行為は記録に残らぬゆえにチェックのしようもない。

　よって、基本的にアインクラッドでの名前を出すのは忌き避ひされているのだが、何せ顔がＳＡＯ時代とほとんど同じだ。アスナに至っては入学直後に即バレしていたようだし、俺も一部の旧上層プレイヤーの間では、古い通り名を含めてかなりの部分が露ろ見けんしてしまっている節がある。

　もっとも、すべて無かったことにしようというのは土台無理な話なのだ。あの世界での体験は、夢ではなく現実なのだし、その記憶にはそれぞれのやり方で折り合いをつけていくしかない。

　俺は、膝ひざの上で小さな籐とうのバスケットを抱えているアスナの左手をそっと取り、両手で包み込んだ。まだかなり細いが、目覚めた直後に比べればふっくらとしてきつつある。

　入学に間に合わせようとしたため、リハビリテーションは相当に過か酷こくなものとなったらしい。松まつ葉ば杖づえなしで歩けるようになったのはつい最近のことで、今でも走ることを含め運動の類は固く禁じられているそうだ。

　覚かく醒せい後も、俺おれは頻ひん繁ぱんに病院を訪れたが、歯を食い縛しばり、涙を滲にじませながら歩行訓練をするアスナの姿には我わが身を切られるような痛々しさを感じた。あの頃ころのことを思い出した俺は、いつしかアスナの細い指を、そっと、何度も何度も撫なでていた。

「……キリトくん」

　という声に顔を上げると、アスナはやや頰ほおを染めつつも呆あきれた声で言った。

「知らないの？　ここ、カフェテリアから丸見えなんだよー」

「なぬ……」

　顔を上げると、確かに木々の上に、校舎最上階の大きな採光ガラスが見えた。慌あわてて手を離す。

「ほんとにもう……」

　アスナは呆れたようにため息をつくと、再びつんと顔を逸そらせた。

「うっかり屋さんには、お弁当あげない」

「うあ、勘かん弁べん」

　必死に謝ること数秒、アスナはようやくニコリと笑い、膝ひざの上のバスケットの蓋ふたを開けた。丸いキッチンペーパーの包みを一つ取り出し、俺に差し出す。

　受け取っていそいそと紙を開くと、それはレタスのはみ出た大ぶりのハンバーガーだった。香ばしい香りに胃を直ちよく撃げきされ、慌てて大口をあけてかぶりつく。

「こっ……この味は……」

　がつがつと咀そ嚼しやく、そののちにごくんと嚥えん下かしてから、俺は目を丸くしてアスナの顔を見た。アスナはにっこり笑い、言った。

「えへへ。覚えてた？」

「忘れるもんか。七十四層の安地で食べたハンバーガーだ……」

「いやー、ソースの再現に苦労したのよこれが。理り不ふ尽じんな話だよね。現実の味を真ま似ねしようとして向こうで死ぬほど苦労して、今度はその味を再現するのにこっちで苦労するなんてさ」

「アスナ……」

　俺はあの幸福な日々を思い出し、感傷の嵐が胸きよう中ちゆうに吹き荒れるのを感じながら、思わず再びアスナを見つめた。

　俺をまっすぐ見返し、アスナは微び笑しようとともに囁ささやいた。

「口にマヨネーズついてるよ」




　俺が大きいのを二つ、アスナが小さいのをひとつ食べ終える頃には、昼休みも残りわずかとなっていた。小ぶりの保温ポットからハーブティーを注いでくれたアスナが、紙コップを両手で抱えながら言った。

「キリトくん、午後の授業は？」

「今日はあと二コマかな……。まったく、黒板じゃなくてＥＬパネルだし、ノートじゃなくてタブレットＰＣだし、宿題は無線ＬＡＮで送られてきやがるし、これなら自宅で授業でも一緒だよなぁ」

　ぼやく俺おれを見て、アスナがふふ、と笑う。

「パネルとかＰＣ使うのも今のうちだけかもよ。そのうち、全部ホログラフィックになっちゃうかも……それに、学校があるお陰かげでこうやって会えるんじゃない」

「まあそうなんだけどさ……」

　アスナとは、自由選択科目はすべて共通にしたものの、いかんせん元々の学年が違うのでカリキュラムに差があり、会えるのは週に三日である。

「それに、ここは次世代学校のモデルケースにもなってるらしいよ。お父さんが言ってた」

「へえ……。彰しよう三ぞう氏は、元気？」

「うん。一時期は相当しょげてたけどね。人を見る目がなかったー、って。ＣＥＯやめて半分引退したから、肩の荷の下ろし方に迷ってるんじゃないかな。そのうち趣味でも見つければ、すぐ元気になるわよ」

「そっか……」

　俺はお茶を一口すすり、アスナに倣ならって空を見上げた。

　アスナの父、結ゆう城き彰三氏が娘の夫にと見込んでいたあの男──須す郷ごう。

　あの雪の日、病院の駐車場で逮たい捕ほされた須郷は、その後も醜みにくく足あ搔がきに足搔きまくった。黙もく秘ひに次ぐ黙秘、否定に次ぐ否定、最終的に全てを茅かや場ば晶あき彦ひこに背負わせようとした。

　しかし、奴の部下の一人が、重要参考人で引っ張られた直後からあっけなく全すべてを告白し、レクトプログレスの横浜支社に設置されていたサーバーにおいてＳＡＯ未み帰き還かん者しや三百人が非ひ人じん道どう的てき実験に供きようされているのが露ろ見けんするに及んで須郷に逃げ道は無くなり、公判が始まった現在では精神鑑定を申請しているらしい。主な罪ざい状じようは傷害だが、略りやく取しゆ監かん禁きん罪が成立するのかどうかが世間の耳目を集めている。

　奴の手がけていた、フルダイブ技術による洗せん脳のうという邪悪な研究も、結局初代ナーヴギア以外では実現不可能であるということが判明した。ナーヴギアはほぼ全すべて廃はい棄きされたはずだし、須郷の実験結果から対抗措置の開発も可能ということらしい。

　幸いだったのは、三百人の未帰還者に、人体実験中の記憶が無かったことだ。脳に器質的障害を負ったり、精神に異常を来してしまったプレイヤーは居らず、全員が十分な加か療りようののちに社会復帰が可能だろうとされている。

　しかし、レクトプログレス社とアルヴヘイム・オンライン、いや、ＶＲＭＭＯというジャンルのゲームそのものは、回復不可能な打撃を被こうむった。

　もともと、ＳＡＯ事件だけでかなりの社会的不安を醸じよう成せいしていたのだ。それを、あくまで一人の狂人の例外的犯罪と断じて、今度こそ安全、と銘めい打って展開したＡＬＯを含むＶＲＭＭＯゲームだったが、須す郷ごうの起こした事件によって、全てのＶＲワールドが犯罪に利用される可能性がある、と目されることとなった。

　最終的にレクトプログレスは解散、レクト本社もかなりのダメージを負ったが、社長以下の経営陣を刷さつ新しんしてどうにか危機を乗り切りつつあるところだ。

　勿もち論ろんＡＬＯも運営中止に追い込まれ、その他に展開されていた五、六タイトルのＶＲＭＭＯもユーザーの減少こそ微び々びたるものの社会的批判は喧かまびすしく、こちらも中止は免まぬがれ得ないだろうと言われていた。

　その状況を、力技で根こそぎひっくり返してしまったのが──

　茅かや場ば晶あき彦ひこが、俺おれに託たくした《世界の種子》だった。




　茅場についても触れておかねばなるまい。

　二〇二四年十一月のＳＡＯ世界の崩ほう壊かいと同時に、やはり茅場晶彦は死亡していた、ということが明らかになったのは二ヶ月前──二〇二五年三月のことだった。

　茅場がヒースクリフとしてアインクラッドに存在した二年の間、彼が潜せん伏ぷくしていたのは長野県の、人里離れた森の奥に建つ山荘だった。

　もちろん、茅場のナーヴギアには《死の枷かせ》は仕掛けられておらず、自由にログアウトできる状況だったが、ギルド血盟騎士団の団長としてそのログインは最長で連続一週間に及ぶこともあったようだ。

　その間の介かい助じよをしていたのは、茅場がアーガス開発部と同時に在ざい籍せきしていた都内の工業系大学で、彼と同じ研究をしていた大学院生の女性だった。

　その研究室にはかの須郷も学生時代に席を連つらね、表面的には茅場を先輩と慕したいつつも猛もう烈れつな対抗心を燃やしていたそうだ。その女性にも再三求愛したことがあったそうで──俺はその話を、先月保ほ釈しやくされたその女性本人から聞いた。

　彼女のメールアドレスを救出対策室のエージェントから無理やり聞き出した俺は、散々迷った末に、恨うらみ言をいうつもりはありません、ただ話を聞きたいだけです、という内容のメールを送信したのだ。返事が来たのは一週間後だった。現在暮らしている宮城県からわざわざ上京してきてくれた、神こう代じろ凜りん子こという名のその女性は、東京駅近くの喫茶店で、俺に訥とつ々とつと語って聞かせた。

　茅場は、ＳＡＯ世界の崩壊とともに命を絶つことを、事件を起こす以前から決意していたらしい。しかしその死に方が異常だった。彼は、フルダイブシステムを改造したマシンで己の大脳に超高出力のスキャニングを行い、脳を焼き切って死んだそうだ。

　スキャンが成功する確率は千分の一もありませんでしたが──、と、どこか儚はかなげであり同時に芯しんの強さも感じさせる女性は言った。

　もし茅かや場ばの意図したとおりの結果となれば、彼は己の記憶と思考、つまり大だい脳のう内部の電気反応を全てデジタルコードに置き換え、本当の意味での電脳となってネットワーク内に存在するはずだ、と。

　俺おれは迷った末、旧ＳＡＯサーバー内部で茅場の意識と会話したことを話した。彼が俺とアスナを救ってくれたこと、そして俺にある物を託たくしたのだということを。

　女性は、数分間俯うつむき、一粒つぶの涙を零こぼしたあと、俺に言った。

　──私は、彼の潜せん伏ぷくしていた山荘を、彼を殺すつもりで訪れたのです。でも、殺せなかった。そのせいで、多くの若者たちが命を奪うばわれました。

　彼と私のしたことは、到とう底てい許されることではない。

　彼を憎んでいるなら、託されたものを消去してください。

　でも、もしも……もしも、憎しみ以外のものがあなたの中にあるのなら…………。




「──キリトくん。キリトくんてば。今日のオフ会だけどさ……」

　肘ひじをつつかれ、俺は我に返った。

「ああ──ごめん。ぼんやりしてた」

「もう。きみ、向こうでもこっちでも、気の抜けてる時はほんとにうっかりのんびり屋さんだね」

　アスナは呆あきれたように首を振ったあと、日だまりのような笑みを浮かべ、頭をぽふっと俺の肩に預けた。




　　　　　＊＊＊




　カフェテリアの西側の窓際、南から三つ目の丸テーブルに陣取って、あたしはパックの底に残ったいちごヨーグルトドリンクをストローで力任せに吸い上げた。乙女おとめが立てるには相応ふさわしくない騒音が盛大に発生し、向かいの椅子に座る綾あや野の珪けい子こが顔をしかめる。

「もう、リズ……里り香かさん、もうちょっと静かに飲んでくださいよ」

「だってさぁ……あー、キリトの奴、あんなにくっついて……」

　あたしの視線の先では、このテーブルからだけ梢こずえを貫つらぬいて見ることができる中庭のベンチで、男子生徒と女子生徒が肩を触れ合わせて座すわっている。

「けしからんなあもう、学校であんな……」

「そっ、それに趣味悪いですよ、覗のぞきなんて！」

　あたしはちらりと珪子を見て、少々意地悪い口調で言った。

「そんなこと言いながら、シリカだってさっきまで一生懸命見てたじゃない」

　珪子ことダガー使いのシリカ──逆かもしれないが──は、顔を真っ赤にして俯うつむき、はぐはぐとエビピラフを口に詰め込みはじめた。

　空になったパックを握りつぶして数メートル離れた屑くず籠かごに放り込み、あたしはテーブルに頰ほお杖づえをついて盛大にため息をついた。

「あーあ……こんなことなら《一ヶ月休戦協定》なんて結ぶんじゃなかったなあ」

「リズさんが言い出したんじゃないですか！　一ヶ月だけあの二人にらぶらぶさせてあげよう、なんて……。甘いんですよまったく」

「ほっぺたにご飯粒つぶついてるよ」

[image: ]

　あたしはもういちどため息をついて、頭上の採光ガラスの向こうを流れていく白い雲を見上げた。

　どうやって調べたのか、キリトから突然メールが来たのは二月の半ばだった。

　あたしは驚きよう愕がくし、第二ラウンドのゴングを頭のなかで響かせつついそいそと待ち合わせ場所に向かったのだが、喫茶店で聞いたキリトの話には更さらなる驚きを味わった。

　世間を盛大に騒がせていたあの《ＡＬＯ事件》にキリトが関わり、世間一般には伏せられているもののアスナも特殊な形の被害者だったというのだ。

　アスナがとても会いたがっていると言われ、勿もち論ろんあたしはすぐさまお見舞いに飛んでいった。そして、今にもとけて消えてしまいそうな、雪の精のようなアスナの姿を見て、アインクラッドで彼女に感じていた保護者的感情を大いに刺激されたのだった。

　幸い、アスナは日に日に元気を取り戻し、この学校に同時に入学することができた。しかしやはり彼女を前にすると、あたしはライバルというよりも守るべき妹のように思えて仕方なく、つい、同じようにキリトに惚ほれている眼前の友人を巻き込んで《五月いっぱいはあの二人を暖かく見守ろう》同盟を結んだ──のである。が。

　三度目のため息を、ＢＬＴサンドの最後のひとかけらと共に飲み込み、あたしはシリカを見やった。

「あんたは今日のオフ会、行くの？」

「もちろんですよー。リーファ……直すぐ葉はちゃんも来るんですって。オフで会うのはじめて、楽しみだなぁ」

「シリカはリーファと仲いいもんね」

　あたしは再びイジワルな笑みを浮かべた。

「あれかな？　同じ《妹》として親近感あったりするの？」

「むっ……」

　シリカは頰をひくつかせると、ピラフの最後のひとくちを口に放り込み、同じように笑った。

「そういうリズさんこそ、すっかり《お姉さん》ですよね、この頃」

　あたしたちは数秒間ばちばちと火花を散らしてから、同時に雲を見上げ、同時にため息をついた。




　　　　　＊＊＊




　エギルの店《ダイシー・カフェ》の、無ぶ愛あい想そうな黒いドアには、同じく無愛想な木札が掛けられ、無愛想な字で【本日貸かし切きり】と書きなぐってあった。

　俺おれは、隣となりの直葉に顔を向け、言った。

「スグはエギルと会ったことあったっけ？」

「うん、向こうで二回くらいいっしょに狩りしたよ。おっきい人だよねえ～」

「言っとくけど、本物もあのマンマだからな。心の準備しとけよ」

　眼を丸くする直葉の向こうで、アスナがくすくすと笑う。

「わたしも、初めてここに来たときはびっくりしたよー」

「正直、俺もびびった」

　怯おびえたような顔をする直葉の頭をぽんと叩いて、にやっと笑いかけると俺は一気にドアを押し開けた。

　カラン、と響くベルの音、それに重なって、わあっという歓声、拍手、口笛が盛せい大だいに巻き起こった。

　広いとは言えない店内には、すでにぎっしりと人が詰まっていた。スピーカーがずんずんと大音量でＢＧＭ──驚いたことにアインクラッドのＮＰＣ楽団が奏でていたアルゲードの街のテーマだ──を響かせ、皆の手には飲み物のグラスが光り、すでにかなり場は盛り上がっているようだ。

「──おいおい、俺おれたち遅ち刻こくはしてないぞ」

　あっけに取られて俺が言うと、制服姿のリズベットが進み出てきて言った。

「へっへ、主役は最後に登場するものですからね。あんた達にはちょっと遅い時間を伝えてたのよん。さ、入った入った！」

　俺たち三人はたちまち店内に引っ張りこまれ、店の奥の小さなステージに押し上げられた。ドアがバターンと閉まり、直後、ＢＧＭが途と切ぎれ、照明が絞しぼられる。

　いきなりスポットライトが俺に落ち、再び、リズベットの声がした。

「えー、それでは皆さん、ご唱和ください。……せーのぉ！」

「キリト、ＳＡＯクリア、おめでとー!!」

　全員の唱和。盛大なクラッカーの音。拍手。

　俺のポカーンとした間抜け面に、いくつものフラッシュが浴びせられた。




　今日のオフ会──《アインクラッド攻略記念パーティー》を企画したのは俺とリズ、エギルだったはずなのだが、いつの間にか俺抜きで話は進みまくっていたようだった。店内に溢あふれる人数は、俺の予想の倍を上回るだろう。

　乾かん杯ぱいのあと、全員簡単な自己紹介、それに続いて俺のスピーチ──これも予定にはなかった──が終わり、エギル特製の巨大ピザの皿が何枚も登場するに及んで、宴うたげは完全なカオス状態に突入した。

　俺は男性の参加者全員から手荒い祝福と、女性参加者からのやや親密すぎる祝福を受け、へろへろになってカウンターにたどり着き、スツールに沈しずみ込んだ。

「マスター、バーボン。ロックで」

　いい加減なオーダーを告げると、白いシャツに黒の蝶ちようタイ姿の巨きよ漢かんはじろりと俺を見下ろした。数秒後、驚いたことに本当にロックアイスに琥こ珀はく色の液体を注そそいだタンブラーが滑すべりでてくる。

　恐る恐るちびりと舐なめてみれば、それは何のことはない烏龍茶だった。してやったりとニンマリ笑う店主を見上げて唇くちびるをひん曲げていると、隣となりのスツールにひょろりと長身の男が座った。スーツに趣味の悪いネクタイを締め、あろうことか額ひたいに同じく悪趣味なバンダナを巻いている。

「エギル、俺には本物くれ」

　男──カタナ使いのクラインは、出てきたタンブラーを抱えてくるりとスツールを回転させ、店内の一角、女性陣が華はなやかな笑い声を上げているテーブルをだらしない顔で見つめた。

「おいおい、いいのかよ。この後会社に戻るんだろう」

「へっ、残業なんて飲まずにやってられるかっての。それにしても……いいねェ……」

　鼻の下を伸ばしまくるクラインに、俺おれはため息をつくとがぶりと烏龍茶を呷あおった。

　しかしまあ、確かに視覚の保養と言いたくなる光景ではある。アスナ、リズベット、シリカ、サーシャ、ユリエール、直すぐ葉はと、女性プレイヤー陣が勢ぞろいしているところは写真に撮とって飾っておきたいほどだ。いや──実際、ユイのために録画しているのだが。

　反対側のスツールに、もう一人男が座すわった。こちらもスーツ姿だが、クラインと違ってまともなビジネスマンと言った印象だ。元《軍》の最高責任者、シンカーだ。

　俺はグラスを掲かかげると、言った。

「そういえば、ユリエールさんと入にゆう籍せきしたそうですね。遅くなりましたが──おめでとう」

　カチンとグラスを合わせる。シンカーは照れたように笑った。

「いやまあ、まだまだ現実に慣れるのに精一杯って感じなんですけどね。ようやく仕事も軌き道どうに乗ってきましたし……」

　クラインもタンブラーを掲げ、身を乗り出した。

「いや、実にめでたい！　くそう、俺もあっちで相手見つけとけばよかったぜ。そういえば、見てるっすよ、新生《ＭＭＯトゥデイ》」

　シンカーは再び照れた笑顔を浮かべる。

「いや、お恥ずかしい。まだまだコンテンツも少なくて……それに、今のＭＭＯ事情じゃ、攻略データとかニュースとかは、無意味になりつつありますしねえ」

「まさしく宇宙誕生の混沌、って感じだもんな」

　俺も頷うなずくと、ちゃかちゃかとシェイカーを振っている店主を見上げた。

「エギル、どうだ？　その後──《種》のほうは」

　禿とく頭とうの巨きよ漢かんは、ニヤリと子供なら泣き出しそうな笑みを浮かべると、愉ゆ快かいそうに言った。

「すげえもんさ。今、ミラーサーバがおよそ五十……ダウンロード総数は十万、実際に稼か動どうしている大だい規き模ぼサーバが三百ってとこかな」




　茅かや場ば晶あき彦ひこの思考模も倣ほうプログラムから託された《世界の種子》──。

　俺は、茅場の助手であった女性との会談の数日後、ユイの手によってナーヴギアのローカルエリアからメモリチップに落とされた巨大なそのファイルを、エギルの店に持ち込んだ。種子の発はつ芽がを手助けできるのは、俺の知ち己きではこの男しかいないと思ったからだ。

　茅場と、彼の創造した浮遊城アインクラッドに対して、憎しみの感情は無論存在する。あのデスゲーム世界は、俺と心通わせた人たちを何人も殺した。恐怖の果てに死んでいった彼ら──そして彼女のためにも、俺は決して茅場を許してはならない。

　だが、巨大な憎ぞう悪おの中にも、一片の共感が存在することは、残念ながら否定できない。

　生と死が存在するがゆえに、あの城は真の異世界となった。俺はあの世界からの脱出を渇かつ望ぼうしながらも、同時に深く愛していた。永えい続ぞくを願う感情は、俺おれの心の奥底に、常に、確かに存在した。

　ならば、せめて《種子》から何が芽め吹ぶくのか、それだけでも確かめてみようと俺は考えたのだ。

　世界の種子。

　それは、茅かや場ばの開発した、フルダイブ・システムによる全感覚ＶＲ環境を動かすための、その名も《ザ・シード》と冠せられた一連のプログラム・パッケージだった。

　茅場はＳＡＯサーバーを自じ律りつ制せい御ぎよしていた《カーディナル》システムを整理し、小規模なサーバでも稼動できるようダウンサイジングしただけに留とどまらず、その上で走るゲームコンポーネントの開発支援環境をもパッケージングした。

　つまり、ＶＲワールドを創りたいと望むものは、回線のそこそこ太いサーバを用意し、パッケージをダウンロードして、３Ｄオブジェクトを設計、もしくは既き存ぞんのものを配置し、プログラムを走らせれば、それで世界がひとつ誕生することになるのだ。

　五感のインプット・アウトプットを制御するプログラムの開発は困難を極める。現実的には、全世界で稼か動どうしている全てのＶＲゲームは、茅場がアーガスで開発したカーディナルシステムを元にしており、そのライセンス料は恐ろしいほどの巨額だった。

　アーガス消しよう滅めつに伴ともなって、プログラムの権利はレクトに委い譲じようされ、更さらにレクトプログレスの解散によって新しい引き受け先が求められていたが、金額の大きさと、ＶＲゲームというジャンルに対する社会的批判によってどの企業も手が出せず、ジャンル自体の衰すい退たいは確実視されていたのだ。

　そこに登場したのが、完全権利フリーをうたうコンパクトなＶＲ制せい御ぎよシステム、《ザ・シード》だったというわけだ。俺の預けたそのプログラムを、エギルはコネクションを駆く使ししてまず徹てつ底てい的に検証し、いかなる危険も存在しないことを確認した。

　茅場の真意が那な辺へんにあるのか──、いかにプログラムそのものに危険性はないとは言え、これを解とき放つことで最終的にどんな状況が出しゆつ来たいするのか、それは恐らく茅場以外の誰だれにも推すい測そくすらできないだろう。しかし、俺には彼の意図の根こん幹かんにあるのは、一つのシンプルな感情だけなのではないかと思えてならなかった。

　それはつまり、《真なる異世界》を求めつづける、果てない夢想だ。

　俺はエギルに依頼し、《ザ・シード》を全世界のあちこちのサーバにアップロードし、個人、企業に関わらず誰だれでも落とせるように完全に解放してもらった。




　死に絶えるはずだったアルヴヘイム・オンラインを救ったのは、ＡＬＯのプレイヤーでもあったいくつかのベンチャー企業の関係者だった。

　彼らは共同出資で新たな会社を立ち上げ、レクトからＡＬＯの全データを無料に近い低額で譲ゆずり受けた。

　アルヴヘイムの広大な大地は、新しいゆりかごの中で再生され、プレイヤーデータも完全に引き継がれた。事件によってゲームを辞めた者は全体の一割にも満たなかったらしい。

　もちろん、誕生した世界はアルヴヘイムだけではなかった。

　従来、ライセンス料を支払うほどの資金力の無かった企業や、はては個人に至るまで、数百にのぼる運営者が名乗りを上げ、次々とＶＲゲーム・サーバが稼か動どうしたのだ。あるものは有料、あるものは無料だったが、自然な流れとしてそれらは相互に接続されるようになり、いくつかのメタ・ルールが導入された。今では、ひとつのＶＲゲームで作ったキャラクターを、他のゲーム世界へとコンバートできる仕組みすら整ととのいつつある。

　さらに、ザ・シードの利用法は、ゲームだけに留とどまらなかった。教育、コミュニケーション、観光、日々新たなカテゴリーのサーバが誕生し、日々新たな世界が生まれる──。ＶＲ世界の《現実置換面積》が、日本という国の大きさを上回る日も、そう遠くはない。




　シンカーは苦笑しながらも、どこか夢見る眼まな差ざしで言葉を続けた。

「私たちは、多分いま、新しい世界の創生に立ち会っているのです。その世界を括くくるには、もうＭＭＯＲＰＧという言葉では狭せますぎる。私のホームページの名前も新しくしたいんですがね……なかなか、これ、という単語が出てこないんですよ」

「う～～……む……」

　クラインが腕組みをして、眉まゆを寄せて考え込む。俺おれは奴の肘ひじを突付き、笑いながら言った。

「おい、ギルドに《風林火山》なんて名前付けるやつのセンスには誰だれも期待してないよ」

「なんだと！　言っとくが新生・風林火山には加入希望者が殺さつ到とう中なんだぞ！」

「へーえ。かわいい女の子がいるといいな」

「ぐっ……」

　言葉に詰まるクラインの顔を見てひとしきり笑うと、俺は再びエギルに向かって言った。

「おい、二次会の予定は変へん更こう無いんだろうな？」

「ああ、今夜十一時、イグドラシル・シティ集合だ」

「それで……」

　俺は声を潜ひそめた。

「アレは、動くのか？」

「おうよ。新しいサーバ群ぐんをまるまる一つ使ったらしいが、なんせ《伝説の城》だ。ユーザーもがっつんがっつん増えて、資金もがっぽりがっぽりだ」

「そう上手く行きゃいいけどな」

　──旧ＳＡＯサーバーは、完全に初期化ののち廃はい棄きされた。しかし、新たなＡＬＯ運営者に引き渡されたアーガスの開発データの中に、誰も予想しなかった物が存在したのだ。

　俺おれは烏龍茶のグラスを干ほし、それを両手で握りながら店の天てん井じようを見上げた。黒い板張りが、深い夜空のように見えた。うっすらと灰色の雲が流れていく。月が姿を現し、世界を青く染める。そして、その彼方かなたから現れる、巨大な──

「おーいキリト、こっちこーい！」

　すっかり出来上がっているらしいリズベットが大声で喚き、手をぶんぶん振って俺を呼んだ。

「……あいつ、酔よってるんじゃないだろうな……」

　彼女が手に持つ、ピンク色の液体を湛たたえた巨大なグラスに眼を留め、俺が呟つぶやくとアウトロー店主がすました顔で言った。

「一パーセント以下だから大丈夫だ。明日は休日だしな」

「おいおい……」

　首を振り、俺は立ち上がった。長い夜になりそうだった。




　　　　　＊＊＊




　漆しつ黒こくの夜空を貫つらぬいて、リーファは飛ひ翔しようしていた。

　四枚の翅はねで大気を蹴けり、切り裂き、どこまでも加速する。耳元で風が鳴る。

　以前なら、限られた飛翔力で最大の距きよ離りを稼かせぐため、最も効率のいい巡じゆん航こう速度や、加速と滑かつ空くうを繰り返すグライド飛行法など、色々なことを考こう慮りよしながら飛ばなくてはならなかった。

　しかしそれはもう過去の話だ。今の彼女を縛しばるシステムの枷かせは存在しない。

　結局、世界樹の上に空中都市は無かった。光の妖精アルフは存在せず、訪れたものを生まれ変わらせてくれるという妖よう精せい王おうは偽の王だった。

　しかし、一度この世界が崩ほう壊かいし、新たな大地を得て転生したとき、新しい支配者──いや、調整者たちは、あらゆる妖精の民に永遠に飛べる翅を与えたのだ。アルフではなく、緑色の風の民シルフのままだけれど、リーファにはそれで十分だった。

　集合時刻より一時間も早くログインし、ここしばらく滞在しているケットシー領首都《フリーリア》を飛び立ったリーファは、もう二十分近くも飛びつづけていた。その間、一秒たりとも休むことはなく、ただ本能の命ずるままに翅を全力で振しん動どうさせているのだが、グラスグリーンに発光する魔ま法ほうのプロペラはわずかにも力を失うことなく、リーファの意思に応こたえつづけている。

　この新しい世界での加速セオリーは、キリトに言わせれば自動車のそれによく似ているらしい。

　飛び立った直後は、翅を左右に広げ、振幅も大きく取り、《トルク重視》──これもキリトの言葉だ、意味はよくわからない──の飛び方で力強く空気を蹴けり飛ばす。

　徐々に速度が乗ってくると、それに合わせて翅の角度を鋭するどくし、振幅も細かくしていく。最高速度域では、翅はねは殆ほとんど一直線になるまで畳たたまれ、見えなくなるほどの高速で振動するために地上からはまるで色つきの彗すい星せいが飛んでいくように見える。その段階に達すると速度の増加幅も微々たるもので、どこまでスピードが出せるかは、あとはもう飛行者の根性ひとつだ。たいていのプレイヤーは、恐怖と精神的疲労によってやがて減速していくことになる。

　先週開かれた《アルヴヘイム横断レース》では、リーファはキリトと凄すさまじいデッドヒートを演じた挙あげ句く、僅きん差さで先にゴールに飛び込んだ。二人があまりに他の参加者をぶっちぎってしまったために、第二回の開かい催さいが危ぶまれているほどだ。

　……あの時は、楽しかったな……。

　リーファは飛びながら小さく思い出し笑いをした。ゴール直前で追いすがってきたキリトが、リーファを笑わせようとしょうもない冗談を喚わめきまくるという汚い手段に出て、まんまと爆笑してしまった。お返しにと、オブジェクト化して投げつけた毒消しポーションが命中しなかったら危くトップを奪われるところだった。

　ああいうイベントで飛ぶのもいいけれど──しかしやはり、頭のなかを空っぽにして、ただただ限界の先を目指して加速していく時がいちばん気持ちいい。

　数十分の飛ひ翔しようで、すでに速度はギリギリのところまで上がっている。暗い闇やみに包まれた地上はもはや流れていく縞しま模も様ようでしかなく、時々前方に小さな街の灯あかりが現われては、たちまち後方に消え去っていく。

　体感的に、今までで最高のスピードに達した──と思った時点で、リーファは一いつ瞬しゆん翅を広げ、体を反そらせて急上昇に転じた。

　頭上では、厚い雲の切れ目に巨大な満月が輝かがやいている。その青白い円盤目指して、ロケットのように舞い上がっていく。

　数秒後、風鳴り音のわずかな変化とともに雲うん海かいに突入する。黒いヴェールの真まっ只ただ中なかを、銃弾のように一直線に貫つらぬく。至近距きよ離りで雷光が瞬またたき、雲の塊かたまりが白く染まるが、意に介せず突き進む。

　やがてついに雲海を抜ける。ペールブルーの月光が世界を包み、眼下には一面の雲の平原。もう見えるのは、彼方かなたで雲を貫つらぬいてそびえる世界樹の尖せん端たんのみだ。さすがに速度がやや鈍にぶってくるが、唇くちびるを引き結び、指先をぴんと伸ばして、一心に満月を目指す。気のせいか、銀の皿のような月の直径が少しずつ大きくなってくる。いくつものクレーターがはっきりと見える。

　そのうちのひとつ、巨大な窪くぼみの中央に、キラキラと瞬く光の群むれがあるように思えるのは眼の錯さつ覚かくだろうか？　それともあそこには、誰も知らない月の民が暮らす街があるのだろうか？　もう少し──もう少し近づけば──

　しかしとうとう、世界の果て、限界高度の壁がリーファを捕える。加速が急きゆう激げきに鈍にぶり、体が重くなる。この先で仮想空間が終わっているのだ。これ以上上昇できないのは仕方ない。でも……

　リーファはいっぱいに右手を伸ばす。月を摑つかもうとするかのように、指を広げる。

　行きたい。もっと高く。どこまでも遠く。成せい層そう圏けんを越え、重力を切り離し、あの月世界まで。いや、その先、惑わく星せい軌き道どうをまたぎ、彗すい星せいを追い越し、星々の大たい海かいまで──。

　ついに上昇速度がゼロになり、次いでマイナスになる。リーファは手を大きく広げたまま、夜空を自由落下していく。月が徐じよ々じよに遠ざかる。

　でも、リーファは瞼まぶたを閉じ、微び笑しようを浮かべる。

　今はまだ、届かないけど──

　キリトに聞いた話では、このアルヴヘイム・オンラインも、より大きなＶＲＭＭＯ連結体ネクサスに参加する計画があるそうだ。手始めに、月面を舞台にしたゲームと相互接続するらしい。そうすれば、あの月まで飛んでいけるようになる。やがて他のゲーム世界も、それぞれひとつの惑星として設定され、星の海を渡る連絡船が行き来する日がくる。

　どこまでも飛べる。どこまでも行ける。けれど……絶対に行けない場所もある。

　不意にリーファは、一いち抹まつの寂さびしさを感じる。

　ふわふわと雲海に向かって落下しながら、両手でぎゅっと体を抱きしめる。

　寂しさの理由はわかっている。今夜、現実世界でキリト──和かず人とに連れていってもらったパーティーのせいだ。

　とても楽しかった。今まで、この世界でしか会うことのできなかった新しい友人たちと初めてリアルで顔をあわせ、色々な話をした。あっという間の三時間だった。

　でも、同時に直すぐ葉はは感じていた。彼らを繫つなぐ、目には見えないけれどとても強い、絆きずなの存在を。いまは無い《あの世界》、浮遊城アインクラッドで共に戦い、泣き、笑い、恋をした記憶──それは、現実世界に帰ってきてもなお、彼らのなかで強い光を放っているのだ。




　和人のことが好きな気持ちは変わっていない。

　夜、ドアの前でおやすみを言うとき、朝、いっしょに駅まで走るとき、いつもふんわりと暖かい陽だまりのような気持ちを感じる。

　いっそ本当の兄妹のままなら、そうでないなら違う街に暮らす他人同士ならと、辛い涙を流したこともあった。でも今は、毎日同じ屋根の下で暮らせることが幸せだと思う。和人の心全部でなくていい。その片かた隅すみに、ほんの少し自分のための場所を作ってもらえれば、それでいい。

　──ようやく、そう思えるようになってきたところだったのに。

　あのパーティーで、和人がいつかは遠い、手の届かないところに行ってしまうような、そんな予感がした。あの人たちの絆のあいだには入っていけない。そこに、直葉の場所はない。なぜなら、直葉には《あの城》の記憶がないから。

　体を小さく丸めて、リーファは流星のように落下を続けた。

　雲うん海かいはもうすぐだ。集合場所は世界樹の上部に新設された街イグドラシル・シティなので、そろそろ翅はねを広げ、滑かつ空くうを始めなくてはならない。でも、心を塞ふさぐ寂さびしさのせいで、翅が動かせない。

　冷たい風が頰ほおを撫なでていく。胸のなかの温もりを奪うばっていく。このまま暗い雲の海に、深く、深く沈しずんで──




　突然、体が何かに受け止められ、落下が止まった。

「──!?」

　リーファは驚いて瞼まぶたを開けた。

　目の前に、キリトの顔があった。両手でリーファを抱きかかえ、雲うん海かいの直前でホバリングしている。なんで──、と言う前に、浅黒い肌はだのスプリガンは口を開いた。

「どこまで昇ってくのか心配したぞ。もうすぐ時間だから迎えにきたよ」

「……そう……ありがと」

　リーファはにこりと笑うと、翅を羽ばたかせ、キリトの腕から抜け出した。

　この新しいアルヴヘイム・オンラインを動かしている運営体が、レクトプログレス社から移管された全ゲームデータ、その中には旧ソードアート・オンラインのキャラクターデータも含まれていた。そこで、運営体は元ＳＡＯプレイヤーが新ＡＬＯにアカウントを作成する場合、外見も含めてキャラクターを引き継ぐかどうか選択できるようにしたのだ。

　よって、リーファが日ごろ一緒に遊んでいるシリカやアスナ、リズベット達は、妖よう精せいの種族的特徴は付加されたものの基本的に現実の姿に限りなく近い外見を持っている。でも、キリトは選択肢を与えられたとき、以前の外見を復活させることをせず、このスプリガンの姿を使いつづけることを選んだ。あの凄すさまじいまでのステータスもあっさりと初期化し、一から鍛きたえなおしている。

　今、ふとリーファはその理由を知りたくなり、同じく宙にホバリングしながらキリトに問い掛けた。

「ねえ、お兄ちゃ……キリト君、なんで他の人みたいに、元の姿に戻らなかったの？」

「うーん……」

　するとキリトは腕を組み、どこか遠くを見るように瞳ひとみを煙けむらせた。薄うすく微ほほ笑えみ、答える。

「あの世界のキリトの役目はもう終わったんだよ」

「……そっか」

　リーファも小さく笑った。

　スプリガンの戦士キリトと最初に出会い、世界樹まで旅をしたのは自分なのだ。そう思うと、少しだけ嬉うれしかった。

　立ったまま宙を移動すると、リーファはキリトの右手を取った。

「ね、キリト君。踊おどろう」

「へ？」

　目を丸くするキリトを引っ張り、雲うん海かいの上を滑すべるようにスライドする。

「最近開発した高等テクなの。ホバリングしたままゆっくり横移動するんだよ」

「へ、へえ……」

　キリトも挑戦心を刺激されたようで、真剣な顔をするとリーファの動きに合わせて滑ろうとした。しかしすぐつんのめってバランスを崩くずす。

「のわっ！」

「ふふ、前加速しようとするとだめなんだよ。そうじゃなくて、ほんのちょっとだけ上昇力を働かせて、同時に横にグライドする感じ」

「むむう……」

　リーファに腕を引かれ、よろめきながら数分間苦戦したキリトは、やがてさすがの適応力でコツを会え得とくしたようだった。

「おっ……なるほど、こうか」

「そうそう。うまいうまい」

　ニコっと笑い、リーファは腰のポケットから小さなビンを取り出した。栓せんを抜き、空中に浮かせると、ビンの口から銀色の光のつぶが溢あふれ出し、同時にどこからともなく澄すんだ弦げん楽がくの重奏が聞こえてくる。プーカのハイレベル吟ぎん遊ゆう詩し人じんが、自分たちの演奏を詰めて売っているアイテムだ。

　音楽に合わせ、リーファはゆっくりとステップを踏み始めた。

　大きく、小さく、また大きく、ふわりふわりと空を舞う。両手を繫つないだキリトの目をじっと見て、動きの方向をアドリブで合わせていく。

　しんしんと蒼あおい月光に照らされた無限の雲海を、二人はくるくると滑る。最初は緩ゆるやかだった動きを徐じよ々じよに速く、一度のステップでより遠くまで。

　リーファの翅はねが散らす碧みどりの光と、キリトの翅はねが振り撒まく白い光が重なり、ぶつかって消える。風の音が遠ざかる。そっと眼を閉じる。

　指先から伝わるキリトの心を、気持ち全部で感じ、受け止める。

　これが最後になるかもしれない、そう思った。

　今まで何度か訪れた、二人の気持ちが触れ合う魔ま法ほうの瞬しゆん間かん。それも多分、これで最後。

　キリト──和かず人とには、彼の世界がある。学校、仲間たち、そして、大切な人。彼の翅は強く、その歩幅は大きすぎて、伸ばした手もなかなか届かない。

　二年前、彼があの世界に旅立ち、帰ってこなかったあの日から、やはり二人の道は遠ざかりはじめていたのだ。その背中に近づきたくて、妖よう精せいの翅を手に入れてみたけれど、和人や、あの人たちの心の半分はいまでも空に浮く幻まぼろしの城にある。

　科学技術の進歩は、仮想の世界を限りなくリアルにしていった。ゲームという枠わくを越えて、仮想を現実に変えていった。でも、人はいくつもの現実を生きられるほど器用じゃない。きっと和かず人とは、あの世界であまりにも沢山の喜びや悲しみ、そして愛情を積み重ねてしまったのだ。直すぐ葉はには決して訪れることの叶わない、夢幻の世界で。

　閉じた瞼まぶたから、涙が零こぼれるのを感じた。

「──リーファ……？」

　耳もとで、キリトの声がした。

　リーファは眼を開けると、微ほほ笑えみながら彼の顔を見た。同時に小こ瓶びんから溢あふれていた音楽が薄うすれ、フェードアウトし、瓶が砕くだけるかすかな音とともに消しよう滅めつした。

「……あたし、今日は、これで帰るね」

　キリトの手を離し、リーファは言った。

「え……？　なんで……」

「だって……」

　再び、涙が溢れた。

「……遠すぎるよ、お兄ちゃんの……みんなのいる所。あたしじゃそこまで、行けないよ……」

「スグ……」

　キリトは真剣な瞳ひとみでリーファを見つめた。軽く首を振る。

「そんなことない。行こうと思えば、どこにだって行ける」

　答えを待たず、キリトは再びリーファの手を取った。固く握り、身を翻ひるがえす。

「あ……」

　力強く翅はねを鳴らし、加速を始めた。一直線に、雲うん海かいの彼方かなたにそびえる世界樹に向かって。




　有無を言わせない猛烈なスピードでキリトは飛んだ。繫つないだ手はわずかにも緩ゆるまず、リーファも必死で後を追う。

　世界樹は、近づくにつれ天を覆おおうほどの大きさになった。その、幹みきがいくつもの枝に分かれている中央に、無数の光の群むれがあった。イグドラシル・シティの灯ひだ。

　その中央、一ひと際きわ高く、明るく輝かがやく塔とうに向かってキリトは翔かけていく。

　灯あかりの集合体が、建物の窓から洩もれる光や、大通りを照らす街がい灯とうに分かれはじめた──その時だった。

　幾いく重えにも連つらなった鐘かねの音が響き始めた。アルヴヘイムの零れい時じを知らせる鐘だ。世界樹内部、アルンとイグドラシルシティを繫ぐエレベータが設もうけられた大空洞上部に設置され、その音は全世界に響く。

　キリトが翅を広げ、急ブレーキをかけた。

「わぁっ!?」

　リーファは止まりきれず、衝しよう突とつしそうになった。ホバリングし、腕を広げたキリトの体にぶつかり、ふわりと抱き止められる。

「間に合わなかったな。──来るぞ」

「え？」

　台詞せりふの意味がわからず、リーファはキリトの顔を見た。キリトはにっと笑ってウインクすると、空の一角を指差した。彼の腕のなかで体の向きを変え、夜空を見上げる。

　巨大な満月が、冴さえ冴ざえと蒼あおく光っている。──それだけだ。

「月が……どうかしたの？」

「ほら、よく見ろ」

　キリトが一層高く腕を伸ばす。リーファは目を凝こらす。

　輝く銀の真円、その右上の縁ふちが──わずかに欠けた。

「え……？」

　リーファは目を見開いた。月げつ蝕しよく……？　と一いつ瞬しゆん思ってから、アルヴヘイムではついぞそんなことは起きたことがないのを思い出す。

　月を侵しん食しよくする黒い影は、どんどんその面積を増やしていく。しかし、その形は円形ではない。三角形の楔くさびが食い込んでいくような──。

　不意に、低い唸うなりがリーファの耳をとらえた。ゴーン、ゴーンと重々しく響く音。はるか遠くから、空全体を震ふるわせるように降り注いでくる。

　影はついに、月全体を覆おおい隠してしまった。しかし彼方かなたから届く月光が、三角形の影の輪りん郭かくを朧おぼろに浮き上がらせている。どんどん、どんどん大きくなる。近づいてくる。

　どうやらそれは、円えん錐すい形の物体のようだった。距きよ離り感がよく摑つかめない。眉まゆをひそめ、視線を凝らす。と──

　突然、その浮遊物それ自体が発光した。

　まばゆい黄色の光を、四方に放つ。

　どうやら、幾いくつもの薄うすい層を積み重ねて作られているようだった。光はその層の間から洩もれてくる。底面からは三本の巨大な柱が垂れ下がり、その先端も眩まばゆく発光している。

　船……？　家……？　リーファは首を傾かしげた。その間にも、それはみるみる大きくなっていく。もう、空の一部を完全に覆い尽くしてしまっている。重低音が体を震ふるわせる。

　と、一番下の層と層との間に、何か見えるのに気付いた。いくつもの小さな突起が下から上へと伸びている。いや──あれは──

　建物だ！　何階分もの窓が並んだ巨大な建築物が、いくつも密集している。しかし──建物のサイズから換算すると、あの、何十もありそうな層ひとつが、風の塔とうほどの高さがあることになる。それでは、あの空飛ぶ円錐の、全体の大きさは……何百メートル、いや、何キロメートル……？

「あ……まさか……まさかあれは……」

　そこまで考えて、ようやくリーファの脳のう裏りに電撃的な啓けい示じが閃ひらめいた。

「あれは……！」

　振り向き、キリトの顔を見る。

　キリトは、大きく一回頷うなずくと、興奮を隠せない声で言った。

「そうだ。あれが──浮遊城アインクラッドだよ」

「──！　……でも……なんで？　なんでここに……」

　空に浮く巨城は、ようやく接近を緩ゆるめ、世界樹の上部の枝とわずかに接するほどの距離で停止した。

「決着をつけるんだ」

　キリトが、静かな声で言った。

「今度こそ、一層から百層まで完かん璧ぺきにクリアして、あの城を征服する。前は、四分の三で終わっちゃったからな。──リーファ」

　ぽん、とリーファの頭に手を置き、言葉を続ける。

「俺おれ、弱っちくなっちゃったからさ……手伝ってくれよな」

「……あ……」

　リーファは声を詰まらせ、キリトの顔を見つめた。

　──行こうと思えば、どこにだって行ける。

　再び、涙が頰ほおを伝い、キリトの胸に落ちた。

「──うん。行くよ……どこまでも……一いつ緒しよに……」




　寄り添そって、あまりにも巨大な浮遊城を眺めていると、足元の方向から声がした。

「おーい、遅ェぞキリト！」

　リーファが視線を向けると、赤い髪に黄色と黒のバンダナを巻いて、腰に恐ろしく長い刀を差したクラインが上昇してくるところだった。

　その隣となりに、ノームの証である茶色の肌はだを光らせ、巨大なバトルアックスを背負ったエギル。

　レプラコーン専用の銀のハンマーを下げ、純白とブルーのエプロンドレスをなびかせたリズベット。

　艶つややかに黒い耳と尻尾しつぽを伸ばし、肩に水色の小さなドラゴンを乗せたシリカ。

　手を繫つないで飛ぶ、ユリエールとシンカー。

　まだ飛行に馴なれないようで、スティックを握ってふらふらと飛ぶサーシャ。

　いつのまに合流したのか、サクヤとアリシャ・ルーに、数人のシルフとケットシーのプレイヤー達も続く。

　ぶんぶん手を振りながら上昇してくるレコン。

　サラマンダー将軍のユージーンと、部下たち。

「ほら、置いてくぞ！」

　クラインの叫び声を残して、大パーティーは我われ先さきにと夜空を舞い上がり、天空の城目指して突進していく。

　最後に、白のチュニックとミニスカートに白銀のレイピアを吊つり、肩に小さなピクシーを乗せたアスナが、長い、青い髪をきらめかせて二人の前に停止した。

「さあ、行こ、リーファちゃん！」

　差し出された手を、リーファはおずおずと握った。アスナはにこっと笑い、背中の水色の翅はねを羽ばたかせて身を翻ひるがえす。

　その肩からユイが飛び立ち、キリトの肩に着地した。

「ほら、パパ、はやく！」

　キリトは透すき通った視線で一いつ瞬しゆんアインクラッドを見つめ、しばしうつむいた。その唇くちびるが動き、かすかな声で誰かの名前を呼んだようだったが、聞き取れなかった。

　勢い良く顔を上げたときは、キリトの顔にはいつもの不ふ敵てきな笑みが戻っていた。翅を大きく広げ、まっすぐに天を指差す。




「よし──行こう!!」








（終わり）












　　　あとがき




　こんにちは、川かわ原はら礫れきです。八冊目の本となる『ソードアート・オンライン４　フェアリィ・ダンス』をお手に取って下さりありがとうございます。

　上下巻構成となった今回のお話ですが、これは１巻の続編であると同時に、長い長いエピローグでもあります。書きはじめた当初は、ただ主人公・キリトがヒロイン・アスナを捜さがし、見つけるだけの話にするつもりだったのですが、あれやこれやと要素を盛り込んでいくうちに随ずい分ぶんとページを重ねてしまいました。

　その要素のひとつが、『果たして普通のＲＰＧをプレイするだけの小説が成立するのか』という試行錯誤です。

　私は、ＳＡＯ１巻を書いた頃は、ＲＰＧ小説は何らかの仕掛け無しには成り立たないと思っていました。なぜなら、ゲーム内で主人公がどんなに絶体絶命のピンチに見舞われようと、現実世界の本物の主人公はかすり傷ひとつ負わないからです。その《所しよ詮せんゲーム》だから《リセットすれば済む》という二重性を打ち消すために、１巻ではデスゲーム、つまりゲーム内での死が本当の死になるという仕掛けを導入したわけです。

　ですが、私の中にはずっと、本当にそうだろうかという疑問が残っていました。その手の仕掛けなしにはＲＰＧ小説が成立しないなら、実際に私がＭＭＯプレイヤーとして得た興奮や感動もまた偽物だということになってしまう気がしたからです。友人たちとパーティーを組んで、初めてのダンジョンを恐る恐る踏とう破はしていった時のあの楽しさを、何とか物語として再現できないものかという試みが、この『フェアリィ・ダンス』上下巻の大きなテーマとなっています。

　うまくいったかどうかは……最後のページをめくり終えたあなたが、「ＭＭＯをやってみたい」と思って下さったか否いなかで解わかると思います（笑）。




　ど真ん中の《バーチャル・ネットゲーム小説》として展開してきたＳＡＯシリーズは、次巻以降大きく舵かじを切り、迷走あるいは暴走を始めていくこととなります。初期のテイストを気に入って下さった方は激しく途と惑まどわれるかもしれませんが、唯一キリト氏の所業だけはどこまでも変わりませんので（笑）、彼の冒険を今後も見守って下さると嬉しいです。




　前巻に引き続き山ほどのキャラクター達やモンスター群を美麗に描いて下さったイラストのabecさん、加筆作業が遅れに遅れて大いに迷惑をおかけしてしまった担当の三木さん、今回もお世話になりました！　そして最後までお付き合い下さったあなたにもストレージ容量いっぱいの感謝を！


二〇一〇年一月二十八日　川原礫





















次ページには、紙書籍版刊行時の『アクセル・ワールド５　─星影の浮き橋─』発売告知ページのイラストを収録しています。
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川かわ原はら 礫れき

人生のソロレベル上げに邁進していた私ですが某剣豪マンガを読んで気付きました。こんな私でも一人で生きているのではないということに！　そうこれを読んでくれているあなたと……そして妄想ネコミミメイドの（以下検閲）
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